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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　全ての始まりと平和の終わりと王の死









　ザシュッ、薄うす暗ぐらい森の中で鮮せん血けつが飛び散った。

「やった、やったぞ……ついにやった！」

　声が響ひびく──それは、老年の騎き士しだった。老いた騎士の前には、血の海に横たわる一人の女性がいた。

　とても美しい女性だった。絶世の美女といってもいい。だが一つ、違い和わ感かんがあるとすれば、その美しい長ちよう髪はつの間から、曲がりくねった角がのびているということ──それは、彼女が人間ではない証しだった。

「ついにわたしは、〈魔王コシユマル〉を倒たおしたぞ！」

　叫さけぶ騎士。その声は、興奮に震ふるえていた。

「三十年間、よくも逃のがれ続けたものだ。だが、これで終わりだ！」

「……ムダだ、ペルデ」

　鮮血にまみれた女性──〈魔王コシユマル〉が、静かに告げる。胸の傷は明らかに致ち命めい傷しようだというのに、彼女は慌あわてることなく落ち着いた声で続ける。

「いや──お前ではない。お前ではムリだ。所しよ詮せんお前は、神の敗北者だ。お前では未み来らい永えい劫ごう、神の座に届くことはない」

〈魔王コシユマル〉の言葉に、騎士──ペルデは、反論する。

「黙だまれ、それを決めるのはわたしだ！」

「ムダだ──我を殺しても、《滅神咒具エスカトロイ》は手に入らない」

「なん、だと？」

「我には子供たちがいる。神の力を分け与あたえた十二人の、ファムアテルの姉妹たち……そして万物の頂点に君臨する三千大千世界の王たる、息子むすこが一人。我ですらもはや、あの子らを抑おさえることはできん……お前では絶対に、わたしの子供たちには、か、な、わ、な、い……」

　ゴホッ、と〈魔王コシユマル〉は最期に口から血けつ塊かいを吐はき出し、そのまま力ちから尽つきるように言葉を失った。

「死んだ、か……」

　低い声でつぶやく。だが緊きん迫ぱく感かんに満ちた表情でペルデは、周囲の様子をうかがった。

「なんだ……強い気配が、近づいてくる。バカな、〈魔王コシユマル〉以外にもこんなやつが……〈魔王コシユマル〉との戦いで力を使い果たした以上、ここにいるのはわたしの身が危険か」

　ペルデの悔くやしげな声が、森の中に響いた。

「いいだろう。一時は引く。だが忘れるな、ファムアテルの姉妹よ。いつかお前たちも、母親と同様、わたしの手で根絶やしにしてやるぞ」

　ペルデは捨て台詞ぜりふを残し、その場から立ち去っていった。

　その場には、かつて〈魔王コシユマル〉と呼ばれた女性の骸むくろが一つ。

　やがて──森の奥から、新たな人ひと影かげが数人やってきた。その人物たちは、母の死体のそばにひざまずき、うめき声をもらす。

「母上！……ダメ、だ。死んでいる」

「誰だれがこんなことを……」

「誰が犯人であろうと、もはやどうでもいい──この大陸ごと全てを滅めつ亡ぼうさせれば、犯人だって死ぬ！」




　そして世界に、ファムアテルは解き放たれた──








第一章　集結の時と来るものと来ないもの









　バーガントと呼ばれる大陸がある。

　洋々とした大海のただ中に存在する広大な大陸である。

　バーガント大陸南なん端たんには、『騎士の王国』とも呼ばれる大国、ジュヴレーヌ王国があった。

　ジュヴレーヌ王国の西部には、山さん岳がく地帯が広がっていた。幾いく重えにも折り重なった山々が続く天然の要害である。王国の中心部、王都周辺と比べれば交通の便も悪く、人口も少ない場所になる。

　すなわち、身を隠かくす場所がいくらでもある、ということでもある。

　その山のただ中に、シュンはいた。

　短い呼吸をくり返しながら、道のない山やま肌はだを高速で駆かけ抜ぬけていく。常人ではありえない速度、騎士のみが使える〈皇覇刻オーバー・クロツク〉による超ちよう高速走行だった。

　すでにかなりの距きよ離りを走っているのか、シュンの服は汗あせを吸って体に重く張りついていた。涼すずしい気候のせいか、シュンの背中からは湯気さえ立ち上っていた。

「……だいぶ、体は動くようになったかな」

　走るのをやめ、少し乱れた呼吸を整えるシュン。シュンは胸を押さえて少しだけ顔をしかめていた。

　先日、王都から脱だつ出しゆつする際、胸に短剣が刺さってしまったのだ。胸に入れていた魔導端末がくいとめてくれなければ、命に関わるほどの重傷だったそうだ。

　適切な手当のおかげで傷口は塞ふさがりつつあるものの、はげしく体を動かすとわずかに痛みが走るのだった。

「けど、こんな痛みでやめるわけには、いかないんだよね」

　つぶやき、シュンはまたも駆け出した。シュンが走ると、両腰ごしに差さされた複数の剣けんがガチャガチャと重い音を立てる。

　剣は武器として持ってきたわけではなく、もっぱら重りの役目である。頑がん丈じような騎士の肉体すらも一いち撃げきで切断する騎士剣は、特とく殊しゆな金属を精錬して作られている。そのため見ため以上の重量があるのだ。

　そんな騎士剣を何本も装着すれば、鍛きたえられた騎士であってもかなり重く感じる。けれどシュンは、その重みですら全然足りないと感じていた。

「モニカ姉様を助けるには、もっと、力をつけないと……」

　騎士学園で万年最下位、どんなときでもへらへらと笑う落ちこぼれのシュンだったが、今は真しん剣けんな面持ちでひたすら自分を追い込むように、山やま間あいを走り続けていった。




　シュナブラン・ノーブ・ハーベストは騎士にあこがれる騎士見習いである。

　いや、正確には、騎士見習いだった。

　彼の姉、モニカが逮たい捕ほされ、その正体が〈魔王コシユマル〉の娘むすめであると大々的に暴ばく露ろされた瞬しゆん間かん、シュンがあこがれていた騎士への未来は、ほぼ閉ざされてしまった。

　魔族とは、三十年前、人類に対して侵しん略りやく戦争をしかけてきた憎にくむべき存在。

　その魔族の親玉ともいうべき〈魔王コシユマル〉はまさに人類の仇きゆう敵てきである。

　逮捕されたモニカを公開処しよ刑けいするとの決定がなされたのも、ごく自然な流れと言えた。

　だがシュンは、そんな決定にうなずくことができるはずなかった。

　モニカが処刑される前に助け出す、シュンはそう決意していた。

　そもそもモニカが逮捕されたのも、シュンを逃にがすためにわざとオトリになった、という理由があるのだ。




『そうだ。お前たちがそうやって助けに来るであろうことも、我わたしの計算に入っている──だから今は逃げろ、シュン。後ろは引き受けてやる』




　モニカはシュンとの別れ際、そう言っていた。モニカは、シュンたちが助けに来ると信じていたからこそ、自らすすんでオトリになったのだ。ならば、シュンは絶対にその期待に応えないといけない。

　シュンは全速力で走りながら、ハッと短く息を吐いて跳ちよう躍やく。空中で両腰の剣を抜き、両手に剣を構え、回転しながら着地。そのまま目にも留まらぬ速さで手を動かしながら、速度を落とさず走り続けた。

　少し遅おくれて、シュンの背後、山肌にはえていた木が次々と倒れていった。人間よりも太い木の幹が、一撃で両断されている。乱れのない、みごとな斬きり口だった。

「……っと、体はやっぱ、動くんだよねぇ」

　重い音をたてて倒れていく木を確認し、シュンは、ふぅ、と息を漏もらした。

　自じ慢まんにもならないが、シュンはジュヴレーヌ王国の騎士学園では、学園はじまって以来の落ちこぼれとして知られた存在だった。

　だが今の動きは、そんな落ちこぼれにしては速く、鋭するどすぎた。学園でのシュンを知るものがいれば、きっと目を疑うだろう。

　シュンのこの力にはカラクリがある。

《滅神咒具エスカトロイ》──神の力を簒さん奪だつしたといわれる伝説の武具。かつてはシュンの両親、〈魔王コシユマル〉と〈天聖騎士エヴアンジル〉が所有していたそれを、現在はシュンとその姉妹たちが受け継ついでいる。

　シュンが受け継いだのは《凱旋門兜ドウリオンフ》と呼ばれる兜かぶと。『敵』と定めた相手を倒す力を得ることができる。だがその代だい償しようとして、『敵』以外との勝負では必ず敗北する。

　シュンはその副作用のせいで、騎士学園では常に最下位だった。

　しかし最下位だからと言って、シュンは今まで怠なまけ続けていたわけではない。学園の授業は欠かさず受けたし、毎日の自習時間もマジメに勉強や訓練を続けていた。

　どんなに努力をしても《滅神咒具エスカトロイ》がある限りその努力が報われることはない、とわかったのはほんの数ヶ月まえのことである。

　さすがに多少ショックだったが、それでも努力を放ほう棄きしたわけではない。

　実際問題として、自習ならシュンはそれなりの実力を発揮できた。一人だけでやる訓練なら、シュンは人並み以上に動くこともできた。

　だが、誰かと競うことになる試験で結果はでない。それどころか、自主訓練であっても、近くで誰かが見ているととたんに実力が発揮できなくなった。どうやら《滅神咒具エスカトロイ》の副作用は、シュンが完全に一人だけとなっている場合は発動しないらしい。

　もっとも、それがわかったところで、シュンが学園最下位だった事実はどうしようもなかったのだが。

「モニカ姉様を助けるには……やっぱり、王国の騎き士しと戦わないといけないだろうなぁ」

　姉を救出するためなら、多少強引な手段もいとわない覚かく悟ごのシュンである。だが気がかりなのは、そのとき《滅神咒具エスカトロイ》はうまく作用するかということだ。

「えっと……ねぇ、《凱旋門兜ドウリオンフ》。王国の騎士が相手の場合って、どこまでこの力は使えるのかな？」

　頭の中に問いかけてみるが──答えはない。

《凱旋門兜ドウリオンフ》には実はある程度の意志があるらしい、ということにシュンは最近気づいていた。強敵との戦せん闘とう中は、シュンにだけ聞こえる声でいろいろとサポートもしてくれる。だが、普ふ段だんは話しかけても全然答えてくれない。どういった条件で《凱旋門兜ドウリオンフ》がしゃべるのか、シュンはイマイチ理解できていなかった。

　──もうちょっと会話ができれば、仲良くなって、力の使い方もくわしく教えてもらえるんだけどなぁ──

　そんなふうに考えているのだが、なかなかうまくいかなかった。

　とりあえず今のシュンにできるのは、胸の傷を治しつつ、モニカ救出の本番に備え、少しでも体力をつけておくことくらいだった。

「……あれ？　なんだろう」

　木々の間を歩いていて、シュンはふと、変なものを見つけた。

　山の真ん中に、ひときわ大きな木が生えていた。高さはどれくらいあるかわからない。幹は、車が激げき突とつしてもビクともしないように思えるほどに太い。

　その木の表面の一部が削けずり取られ、赤く大きな円が描えがかれてあった。そしてその円の中心部には、無数の矢が深々と刺ささっているのだ。

　状じよう況きようから察するに、この円は、矢の的なのだろう。矢は何十本あるかわからないが、すべてが中心部に身を寄せ合うようにして刺さっている。すごい腕うで前まえだ。

　だが問題なのは──シュンは背後を振ふり返った。周囲に無数の木が生えているということだ。

　この山にはほとんど人が入ってこないのだろう。無数の木々は好き放題に生長し、視界は全然開けていない。この矢を射た人物は、どこに立っているのだろうか？　こんな場所では、少し離はなれただけで的が木に隠れてしまう。

　いや、そもそも、人がいないはずの山中に、いったいどんな人物がいるのか──

　シュンが思案に暮れていると、ふと、耳障りな音が聞こえた。

　シュンがハッと気づいたとき、木々の間を縫ぬうように、一筋の光がシュンめがけて飛来した。

　騎士の動体視力は、かろうじてそれが矢なのだと判別できた。だが、それだけだ。凄すさまじい高速で飛来する矢を、今から回かい避ひするだけの余よ裕ゆうが、シュンにはなかった。

　鋭い鏃やじりが一直線にシュンの胸に突つき刺さってくる。シュンはほとんど身動きとれず、ただ立ちつくすしかなかった。

　が──次の瞬間、矢の軌き道どうが曲がった。

　命中する直前、シュンを迂う回かいするように、物理法則的にありえない軌道を通って、矢はそのままシュンの背後、巨きよ木ぼくの幹にズバッと刺さった。矢が刺さった場所は、的のど真ん中だった。そしてシュンは無傷だった。

「ばっっっっっっ」

　声が聞こえた。それはシュンにとって、聞き覚えのある声だった。

「っっっっっっっっかじゃないの、シュン兄にぃ」

　すたっと、木の上から軽やかに着地する小こ柄がらな人ひと影かげ──ネコの耳のようにも見えるクセッ毛を持った少女、シュンの妹、ヴィオニエだった。

「やぁ、ヴィオもいたんだね」

　シュンがいつもの調子でのほほんと話しかけると、ヴィオはひどく不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした。

「あのさ、シュン兄ぃ。なに考えてノコノコ的の前に出てくるわけ？　死にたいの？　なら、あたしに迷めい惑わくかけない場所で死ねばぁ？」

　ヴィオの手には真っ赤な色の弓が握にぎられている。シュンの背後、巨木の的に刺さっている無数の矢は、全てヴィオが放ったもののようだ。シュンは、自分の身が危なかったことも忘れて、素直に感心した。

「ヴィオ、すごいじゃない。弓うまいね。どこから射うってたの？　木が多くて、どこにいたのか全然わからなかったよ」

「別にこれくらい、たいしたことじゃないさぁ」

「ボクをよけて矢が飛んだのも、もしかしてヴィオの力？」

「まーねぇ」

　ヴィオはうなずきつつ、自分たちの頭上を狙ねらって矢をつがえた。矢は、いつのまにかヴィオの手に握られていたのだ。そのまま木々の向こうの空めがけて矢を放つ──次の瞬しゆん間かん、矢が空中でぐるりと宙返りをして、シュンたちの背後の巨木に刺さった。刺さった場所は、もちろんど真ん中だ。

「近い距きよ離りなら、矢の軌道はあたしの好きにできるのさぁ」

「そんなことができるんだ。すごいね、ヴィオは」

　ちょっとだけ得意そうな顔をしているヴィオ。シュンは思わず妹の頭に手をのせ、指で髪かみをすくように動かした。二人がもっと幼いころ、よくやってあげた仕草である。ヴィオのほうも満まん更ざらでもなさそうな顔で、シュンにされるがままになっている。

「……………………って、なにするのさ！」

　だいぶ時間がたってから、ヴィオが急にシュンの手を振り払はらってきた。顔がなぜか真っ赤になっている。

「ん？　もしかしてイヤだった？　ならゴメンね。昔はよくヴィオの髪手入れしてあげてたから、そのことを思い出してたんだ」

「……シュン兄ぃって、昔からほんと変わらないよね。あたしらより弱いクセして、いっつも兄貴ヅラしてさぁ──だからキライなのさぁ」

「ゴメンね。でもボクはヴィオのこと好きだよ」

「シスコン兄貴、キモーイ」

　シュンをバカにするように呟つぶやき、ヴィオは弓を持って森の奥へと歩き出した。ここで別れるのもなんなので、シュンは妹の背中を追う。

「……ついてこないでよ、シュン兄ぃ」

　ギロリ、剣けん吞のんな眼でシュンを睨にらむヴィオ。

「目障りだよ、シュン兄ぃ。これ以上ウロチョロするなら、次は当てるよぉ」

　と、ヴィオが弓を構える。その狙いは目の前にいるシュンの胸だった。シュンは、けれど全く慌あわてることなくヴィオに一歩近づいた。

「ゴメンね、ヴィオ。怒おこらせるつもりはなかったんだ。ただ、ヴィオのことが気になったからね」

「どーでもいいから、あたしのジャマしないでよぉ」

「ヴィオ、どうして弓の練習なんてしているの？　昔は、あまりそういうことしなかったよね」

「決まってるじゃないのさ。モニ姉ねぇを、助けるためだよっ！」

　声を荒あららげるヴィオ。いつになく感情がむき出しになっていた。

「ペルデのオッサンに捕つかまったモニ姉ぇを助けるには、戦わなきゃいけないんだから、そのための練習に決まってるさぁ」

　なにを当たり前のことを言っているのだ、と言わんばかりのヴィオ。その気持ちはわかる。実際シュンも、ついさっきまでヴィオと同様、モニカ救出に向けてリハビリをくり返していたところだ。

　けれど、今のヴィオは少し心配だった。ヴィオにしてはピリピリしすぎているというか……まるで、三年前、シュンたちの両親が殺された直後と、同じ様子だった。

「もちろんモニカ姉様のことは助けるし、そのために気合いを入れるのもわかるけどさ……そこまで緊きん張ちようする必要も、ないんじゃない？」

「あたしは、シュン兄ぃみたいに脳みそがお花畑じゃないのさぁ」

　ヴィオは苛いら立だちをごまかすように、ツメを嚙かんだ。

「いざとなったら、あたしだけでモニ姉ぇを助けないといけないんだから……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ヴィオ。そんなに不安がらなくても」

　ヴィオがいつになく険しい表情を浮うかべた。

「不安になるに決まってるじゃないのさ。弱っちいシュン兄ぃなんて戦力外だし、アリア姉ぇは戦せん闘とう向きじゃないし、ソフィーだって騎き士しをクビになってるから肝かん心じんなとき役立たずだし、頼たよりになるのはシラーくらいじゃないのさぁ」

　確かに、今隠かくれ家がにいるのはヴィオが口にした面々だけである。それだけの人数でモニカを助けられるかといえば、いかに楽天的なシュンでもムリだと言わざるをえない状じよう況きようである。

　だが、まだ希望はある、とシュンは思っていた。

「確かにね、ヴィオ。ボクじゃ全然頼りにならないかもしれない。けど、忘れていない？　ボクたちには、頼りになる家族がまだ他にもいるってことを」

「……そりゃティンとかは強いけどさ、ティンは剣けん聖せいじゃん。剣聖がこの国で好き勝手暴れたりできるわけないじゃん」

「そうだね。けれど、ティンだけじゃないよ。クロだっているし、それに他にも姉さんたち──シャル姉、リース姉さん、ルケ姉さん、すごく頼りになる姉さんたちがいるじゃない」

「この三年間、どこでなにやってるのかなんの連れん絡らくもしてこなかった連中が、来るわけないさぁ」

「来るよ」

　シュンは、断言した、確信を込めて。

「姉さんたちは必ず来るよ。だって、モニカ姉様のピンチなんだよ？　目の前に迫せまった家族の危機に、なにもしないような人じゃないよ、姉さんたちは」

　でも──ヴィオは不安そうな表情で続けた。

「モニ姉ぇとかあたしって、なんとなく、みんなに嫌きらわれてた感じだし……みんな、助けてくれるかな？」

「当たり前じゃない。だってボクたちは家族なんだもん」

　シュンは、ヴィオの不安を取りのぞくように、頭に手を置いた。

「だからヴィオ、もっとボクらを頼っていいんだよ。そりゃボクは全然頼りない兄かもしれないけどさ、姉さんたちはすごく頼りになるんだから……一人でがんばるんじゃなくて、もっとみんなを信しん頼らいしていいんだよ」

「………………………………うん、わかったさぁ」

　うなずくヴィオ。今度は、シュンの手を振ふり払おうとはしなかった。その表情はまだ硬いものではあったが、不安の色はいくぶん薄うすれているように見えた。

　よかった──内心で安心するシュン。

　なんとかヴィオを勇気づけることができたが、不安なのはシュンも同じだ。

　けれど、その不安も、家族みんなが再集結すれば、きっと消えるだろうとシュンは信じていた。

　三年前、バラバラになってしまった家族。あれ以来音信不通になった姉妹は何人もいたが、今回は改めて全員に連絡した。

　シュンと十二人の姉妹たち──父も母も死んだ今、その十三人だけが家族と呼べる存在だ。

　そしてシュンは、家族全員がそろえば、この世に不可能なんてないと信じていた。

　だからきっと、モニカのことも助けられる──シュンは、そう確信していた。







「姉さんたちは誰だれも来ません」

　山の中にある隠れ家。訓練から戻もどってきたシュンたちに向かって、ソフィーが無表情に告げた──シュンは、そんなバカな、と反論した。

「だって……全員に、連絡したよね？」

「アリア姉さんに教えてもらった連れん絡らく先さきに、もちろん連絡しました。ですが魔導端末の呼び出しに、全員応答はありませんでした。音信不通のままです」

　ソフィーが告げる。淡たん々たんとした口調で、事務的に、ただ事実のみを伝えてくる。

「メール機能でも連絡しましたが、やはり反応がありませんね──いえ。一人だけ、シャル姉さんからは返事がありました」

「なんて？」

「『モニカが捕まったのは自業自得であろう。彼奴きやつならば自力でなんとかするはずだ。我わが輩はいは今回の件に干かん渉しようするつもりは一切ない』だそうです」

　ソフィーが、姉の口調をまねて教えてくれた──シュンの視界が一いつ瞬しゆん真っ暗になってしまった。

「そんな、どうして、みんな……」

「う～ん……これはお姉ちゃんもちょっと想定外だったわね～」

　と、言ったのはアリアだ。珍めずらしくマユをひそめ、困り果てたような表情を浮かべている。

「なんていうか……モニカちゃんって、お姉ちゃんが思っていた以上に人望なかったみたいだわ～。もしこれで捕まったのがシュンちゃんとかだったら今いま頃ごろ姉さんたちも全員来てると思うんだけど～、捕まったのがモニカちゃん、ってのがダメだった理由みたいね～」

「モニカ姉様は、いい人だよ……たぶん」

　実際モニカは子供のころのシュンをかわいがってくれてはいたが──正直、モニカはちょっと怖こわいところもあって、近寄りがたい姉だった。

　おまけにモニカは子供のころから商才に長たけ、シュンが五歳くらいのときには会社を作ってすでに商売をはじめていた。秘境で孤こ立りつしていたシュンたち家族にとって、貴重な外貨を獲かく得とくするのはモニカの役目だったのだ。

　そういった事情から、昔からモニカは他の姉妹と比べても世間慣れしていた。よく言えば大人びていて、悪く言えばすれていてかわいげのない子供、それがモニカである。残念ながら、姉や妹からの評価はあまり高くなかったようだ。

「……どーせ、そんなことだろうと思っていたさぁ」

　ヴィオがつぶやく。その顔には、諦てい観かんにも似た色が滲にじみ出ていた。

「みんな、あたしらのこと見捨てたってわけね……やっぱ、あたしらだけでどーにかするしかないさぁ」

　ヴィオの眼には、覚かく悟ごを決めたような強い意志の輝かがやきがあった。まずいな、とシュンは思う。さっき言っていたとおり、このままではヴィオは単身王都に殴なぐり込こみをかけかねない。そんなことをしてもなんの解決にもならない。それだけはやめさせないといけない。

「ヴィオ、勘かん違ちがいしていませんか」

　と、シュンよりも先にソフィーが外に出て行こうとするヴィオの手をつかんだ。

「なにさ？」

「確かに姉さんたちが来ないことは残念ですが、みんなはモニカ姉さんを見捨てたわけではないはずです」

　ソフィーが、語る。

「シャル姉さんのメールにも書いてあります。『彼奴ならば自力でなんとかするはずだ』と。つまりシャル姉さんは、自分が出るまでもなく事態は解決できる、と認識しているのです」

「そんなの……どーせ、シャル姉ぇが適当に言ってるだけさぁ」

「それだけではありません。モニカ姉さんは、兄さんに言ったそうです」

　と、急にソフィーがシュンに話を振ってくる。

「モニカ姉さんは、私たちが姉さんを助けにいくことまで計算通りだと言っていたのですね？」

「うん、確かに言っていたよ」

　シュンがモニカと別れる直前、シュンはモニカの言葉を聞いた。

「あの計算高いモニカ姉さんがそこまで言っているのですから、私たちだけでも十分勝算があるということです」

「……けど、たったこれだけの人数でどーするのさ」

　ヴィオが室内を見まわす。シュンにソフィーにアリア、現在室内にはいないシラーを入れて、全部で五人。ソフィーたちがどんなに優ゆう秀しゆうで、《滅神咒具エスカトロイ》という切り札があるとしても、モニカを救出するのは難しいだろう。

「モニカ姉さんを救うことは、難しいですが、不可能ではありません」

　と、ソフィー。

「私たちには《滅神咒具エスカトロイ》がありますから、その力を最大限生かせば、スキを衝ついて助けることはできるでしょう……ですが、問題はその先です」

　ソフィーが続ける。

「モニカ姉さんが母さんの──〈魔王コシユマル〉の娘むすめだと暴ばく露ろされてしまいました。人類にとって、〈魔王コシユマル〉とは不ふ俱ぐ戴たい天てんの仇きゆう敵てきです。この事実がある限り、モニカ姉さんは一生社会に出ることはできないし、私たちの正体が知られるのも時間の問題です。そして私は無論、延々と追っ手から逃にげ続ける人生などゴメンです」

　そうだ。シュンも同じ意見だ。

　家族みんなが平和に暮らせる世界を作る──それがシュンたちの願いだったはずだ。永遠の逃とう亡ぼう生活など、シュンたちは誰も望んでいない。だから、シュンは騎士を目指し、姉妹たちは各国の権力をにぎって、世界そのものを変革しようとしてきたのだ。

「ヴィオ。不安に思う気持ちはわかりますが、姉さんの処しよ刑けいまではまだ時間があります。その間に私たちもできるだけの準備をしておきましょう」

「そうね～。ヴィオちゃん。慌あわてちゃダメよ～。こういうときこそ、落ち着きなさい」

　姉二人に諭さとされ、ヴィオは、渋しぶ々しぶながらうなずいた。

「わかったよ……どーせあたしじゃ、モニ姉ぇを助けるいい方法なんて思いつけないしさぁ」

　よかった。とりあえず、ヴィオも大人しくなったようだ。

　しかし──口には出さなかったけど、他の姉妹から反応がない、という事実はシュンにとってもショックだった。家族の絆きずなというものは、そんなにも軽いものなのだろうか？

「……でもさ、ソフィー。この後具体的にどうするつもりなの？」

「クロロ、ティンと合流します。二人は協力すると明言しています。ただ、この国への入国に手間取っているようです」

　モニカの処刑がペルデによって発表されて以来、ジュヴレーヌ王国への入国が一部制限されているそうだ。テロリストの入国を阻そ止しするため、という名目で、王国全土が緊きん張ちよう状態に包まれている。

「アリア姉さん、よくここに来れたね？」

「お姉ちゃんは～、こ～なるだろうな～、ってなんとなくわかったから～、ソフィーちゃんの話を聞いた段階で大あわてで入国をすませておいたのよ～」

　シュンたちと合流するまで少し時間はかかったが、どうやら早い段階でジュヴレーヌ王国にきていたらしい。さすがアリア。ぽわぽわした態度とは裏腹に、洞どう察さつが鋭するどい。

「特にティンは『剣ロ聖ワ』です。有名人ですから、理由もなく入国すれば怪あやしまれますので、シラーに迎むかえに行ってもらいました」

　と、ソフィーが説明する。

「シラーの力なら国境の警備網もうも素通りできますからね」

　そう。姉妹の中、シラーだけこの部屋にいないのは、そのためだ。

「私にもいちおう考えている策があります。クロロが来たら、作戦を詰めるつもりです。モニカ姉さんを助けて、同時にペルデ卿きようの野望を打うち砕くだくための作戦です」

「ペルデ先生の野望？」

　はい、とソフィーがうなずく。

「まもなく明らかになるでしょうが──ペルデ卿の最終目的は、ジュヴレーヌ王国による大陸の統一、俗ぞくな言い方をするならば、世界征せい服ふくです」







　ジュヴレーヌ王国、王都──現在、大陸中の注目が最も集まっているであろう大都市では、かつてない規模で人の移動が発生していた。

〈魔王コシユマル〉の娘であるモニカの処刑が発表された後、王都全域の住民に避ひ難なん勧かん告こくが通達されたのである。また、モニカを救出するために魔族の軍勢が攻せめ込んでくる、という根拠のないうわさも王都には広まっていた。かつての魔族との戦争の記き憶おくがまだ消えていない住民たちは、我先に荷物をまとめて王都から脱だつ出しゆつしていくのであった。

　それとは正反対に、王都に集結する人間もあった。ジュヴレーヌ王国の騎き士したちである。普ふ段だんは王国中、各地方の軍団に所属している騎士たちだが、今回の事件を受け、各軍団の精せい鋭えいたちが王都に召しよう喚かんされたのである。

　王都の玄げん関かん口ぐちの一つである中ちゆう枢すう駅には、脱出しようとする住民たちが長ちよう蛇だの列をなしていた。王国はこういった住民のため、周辺都市行きの臨時列車を手配していた。到とう着ちやく先の地方都市にも、緊きん急きゆう用の一時避難所が用意されており、王都の住民はほぼ無条件で施し設せつを利用することができることになっていた。

　また、王都に集結した騎士たちが統制のとれた動きで治安維い持じのために動き出したため、住民たちはあまり混乱することなく、粛しゆく々しゆくと王都から脱出していった。

　ただ、物々しい武装をした騎士たちの姿を見た民衆は、王国にかつてない危機が迫りつつあるのだと、いやでも認識せざるをえなかった。

　駅前に並ぶ大勢の民衆──その中に、一人の子供がいた。五歳前後の幼い少女は、なぜ自分がここにいるのかも理解していなかった。ただ、母親に田舎いなかの祖母の家に行くと告げられ、連れてこられたのだ。魔族が来ると言われても、少女には魔族がなんなのかよくわかっていなかった。子供たちの間では、オバケの仲間だろう、程度の認識しかなかった。そしてオバケなどこの世に存在しないと、少女はすでに理解していた。そういったわけで少女の顔に王都を逃げ出す悲ひ愴そう感はない。

「ねぇ、お母さん。いつまで待てばいいの？」

「まだ時間はかかるわね……お腹なかは減ってない？」

「お菓か子しがあるからへーき」

　少女は、持ってきたショコラを食べていた。家にあったお菓子は全部持ってきた。自由に食べていいと母親に言われているので、少女はご機き嫌げんだった。周囲の不安とは裏腹に、ニコニコしながらお菓子を食べている。隣となりの母親も娘が大人しくしているので、あまり注意をはらっていなかった。この後どうするかという不安が大きすぎて、娘に構っていられなかったという事情もある。

　どんっ、と、少女の小さな体が弾はじき飛ばされた。すぐ正面に立っていた人間がバランスを崩くずし、少女を押してしまったのである。それは事故だった。これだけ多くの人間が集まっているのである。ある意味避さけられない事故だった。

　少女は大人の力で列から押し出されてしまい、そのままなすすべなく地面の上に倒たおれるかに見えた。だが、地面に倒れるより前に、大きな、固いものにぶつかった。

　少女は体をぶつけた痛みに少し涙なみだぐみながら、頭上を見上げた。目の前にいつのまにか、巨きよ大だいな壁かべのようなものがそびえていたからだ。

　それは、むくつけき巨きよ漢かんだった。少女の小さな頭など握にぎりつぶしてしまえるほどの、血管の浮うき出た無骨な手。大人でも見上げなくては顔を見ることができないほどの長身。

　年配の男だが、その体は服の上からでもはっきりわかるほど鍛きたえ上げられていた。特注サイズの騎士の制服は、だが異常に太い腕うでまわりや首元が窮きゆう屈くつそうだった。右の頰ほおには大きな傷きず跡あとが刻まれ、さらには眼帯で片目を隠かくしており、いかにも歴戦のつわもの、といった雰ふん囲い気きをただよわせる騎士だ。

　ギロリ、少女を睨にらむ大男。ヒッと、少女は声にならない悲鳴を上げた。自然、目から涙がこぼれ落ちる。いかにも強こわ面もての巨漢であり、その迫はく力りよくは子供のトラウマになりかねないほどのものだった。

「痛い、な」

　低い声で男は呟つぶやき、少女のぶつかった自分の足あし下もとを見た。先ほどまでシミ一つなかったはずの騎き士しの制服が、今は茶色く汚よごれていた。少女の持っていたショコラが、ベッタリとついているのだ。

「しかも、汚れてしまった」

「…………うっ……ひっ…………」

　小さく泣き声をもらす少女。周囲の民衆は成りゆきを見ながら小声でささやきあった。

『おい、誰だれだよ、あの子供……』『まずいぞ、ありゃ上級騎士様だ』『上級騎士の制服を汚したのか？』『ヤバいだろ……』『ヘタしたら打ち首もんだぜ……』

　ひそひそと小声でささやきあう民衆。騎士は、そんな周囲を鋭い眼差しで一いち瞥べつした。

「この子供の親は、どこにいるっ！」

　胴どう間ま声ごえを張り上げる騎士。空気がビリビリと震ふるえる。少女の母親が、恐きよう怖ふにおののきながら前に出た。

「も、申し訳ありません、騎士様！　わたしの娘が、とんでもない粗そ相そうを……ほら、謝りなさい！」

　少女に謝罪させようとする母親。だが、おそれおののく少女は嗚お咽えつをこぼしながら立ちつくしている。母親は、ムリヤリ娘の頭を下げさせようとした──が、母親のその手を、太い腕が押さえた。巨漢騎士の腕である。

「謝ることはない。ただの事故であろう」

「で、ですが……」

　大男は、そのまま地面にヒザをつき、少女をのぞき込んだ。それでも体が大きすぎるせいで、少女を見下ろす形になってしまっている。

「すまんな、お嬢じようちゃん。ケガをしていないか？」

　少女は涙をこぼしながら、男の顔を見た。すると、傷だらけの男の顔が、歪ゆがんだ。どうやら笑顔を浮かべたようだが、野や獣じゆうが威い嚇かくしているようにしか見えない表情だった。

　だが、目の前の騎士が怒おこっているわけではないと、少女は理解した。涙を手でぬぐいながら、騎士の顔を見上げる。

「ぶつかってごめんなさい、騎士様。痛くありませんか」

「痛いな」

　騎士は、野太い声で答える。

「肉体は全く痛くない。だがなによりも、このわたしの心が痛い！」

　騎士が、苦く悩のうを吐と露ろするように声を張り上げた。

「罪もなき少女に目の前で涙を流させてしまう己の無力さが、なによりもわたしの心を責めたてる！　己の不ふ甲が斐いなさが！　己の無力さが！　わたし自身の名めい誉よを汚けがしている！　わたしは、なにより自分自身が恥はずかしい！」

　叫さけぶ騎士。体に比例して、すさまじく大きな声だった。空気がビリビリ震えて、まるで魔ま獣じゆうの咆ほう哮こうだと、周囲のものは思った。

「すまない、少女よ。キミの流すその涙は、我々騎士が背負うべき重責だ！　護るべき少女が理由なく涙を流す必要のない、明るい未来を作るために我々は常に努力している！　明日あしたという日が今日よりも素晴らしい日になるように、騎士はただそのために存在している！　だから少女よ、お願いだから泣きやんでくれ！　わたしのこの肉体がその涙の重さに押おし潰つぶされないうちに！」

（（（（あんたがそんな怖こわい顔で子供を威嚇しなきゃ泣かなかっただろうに））））

　その場にいた民衆の心が重なった瞬しゆん間かんだった。

　そして泣いていた少女は、子供ながら、目の前の騎士が見た目に反して怖くはないのだと気づいた。

「ごめんなさい、騎士様。もう泣きません」

「うむ、キミは強い子だ──そこの母親よ」

「は、はい！」

「子供の手は握っていてやれ。こんなに人が多くては、迷子になってしまうやもしれん」

「申し訳ありませんでした。その、すいません。お召めし物もののクリーニング代を……」

　母親が震える手で、紙し幣へいを差し出す。騎士は思い出したように自分の足の汚れを見た。

　黒ずんだショコラのシミを、太い指でこする。当然だが、そんなことで汚れは落ちない。かえって汚れが広がっただけだ。

　騎士はそのまま自分の指を、べろりとなめた。

「甘い、な」

　そのまま少女を見下ろし、獰どう猛もうな表情を浮かべる。本人は笑顔のつもりらしい。

「おいしいお菓子をご馳ち走そうになってしまったな、ありがとう、少女よ。これはお礼をしなくてはなるまい」

　騎士は制服のポケットから紙幣を取り出し、少女の小さな手に握らせた。

「このお金で新しいお菓子を買いなさい。今度はこぼさないようにな」

「あ……ありがとうございます、騎士様！」

　パッと、表情を明るくさせる少女。騎士は満足そうにうなずき、立ち上がった。

「いい笑顔だ。その笑顔を護まもるためにわたしはこれからも戦い続けると、空に輝かがやく太陽にかけて誓ちかおう。ではさらばだ、少女よ。お母さんのいうことはよく聞くように」

　のしのしと、肩かたをいからせて歩き去っていく騎士。その大きな背中を、人々は呆ぼう然ぜんと見送った。

『なんだったんだ、今の人……』『見た目は怖かったけど、いい人だったな』『顔は怖いけど、立派な騎士様だ』『顔は怖いけど……』『見た目はあれだけど……』

「そうだ、思い出した」

　列に並んでいた一人の男がつぶやいた。

「どこかで見た覚えがある顔だと思っていたけど、まちがいない。あの人はアルボワ・ヴィル・フリュエール様。〈鉄壁アシエ〉の異名を持ち、かつて魔族からこの国を護った〈四天劍キヤドリエム〉の一人だ」




　そのアルボワは、近くにいた仲間二人と合流していた。

「ジイさん、なにやってたの？」

「罪なき少女をおそった悲劇を解決してきただけだ」

「あぁ……つまりロリコン？」

「わたしを愚ぐ弄ろうするか、ティファ卿きよう!?」

「冗じよう談だんよ。そんな怒らないでよ。ジイさんは短気で困るわ」

「お前がふざけた態度をとるからだ！」

「二人とも静かにしてください。街中ですよ」

　アルボワの仲間の騎き士しは二人。

　一人は瘦そう身しんの男。名はシトリ・オリエ・ムール。片手に布に包まれた長い鎗やりを持っている。常に眠ねむそうな目をしていて、今もあくび混じりに歩いている男だった。

　もう一人は女性。名はティファ・トゥーレ・ボワーズ。両りよう腰ごしに二振ふりの剣けんを差さした騎士である。男物の制服を着ているのだが、その服をゆるく着き崩くずしていた。大きく開いた胸元からははっきりと胸の谷間が確認できるが、周囲の男性の視線を集めることも本人は全く気にしていなかった。ズボンのポケットに手を入れたまま歩いており、どことなくダルそうな雰囲気がにじみでる人物である。

　彼ら三人は〈四天劍キヤドリエム〉と呼ばれる騎士である。三十年前、魔族との全面戦争を戦い抜ぬいた精せい鋭えい中の精鋭であり、ジュヴレーヌ王国最高クラスの騎士であった。

「しかし、十年ぶりの王都だというのに、この有様はなんだ」

　うなるようにつぶやくのは、巨漢のアルボワだ。

「罪なき民衆が不安と恐怖におびえながら我先にと王都から脱だつ出しゆつしていく。だというのに、わたしにできることはなにもない！」

「しかたないじゃないのよ。魔族が攻せめてくる、なんてウワサが流れてるんだから」

　ティファが、投げやりにも聞こえる口調で答える。

「まぁ実際、騎士団内まで魔族がまぎれてたみたいだしぃ？　本気であの連中との戦争が再発するかもね……どーでもいいことだけどさ」

「わたしも眠くなってきた……もとい、瞑めい想そうの時間が迫せまってきましたね」

　いかにも面めん倒どうくさそうに告げるティファと、眠そうにあくびをするシトリ。そんな同どう僚りようの態度を見て、アルボワは憤ふん慨がいした。

「二人とも情けない！　少しはやる気を出したらどうだ！」

「誰もがジイさんと同じ、暑苦しい理想を持ってるワケじゃないのよ」

　ティファの言葉には、諦てい観かんにも似た感情がこもっていた。

「それにさ、昔から言うじゃない？　医者と警察と軍隊はヒマなほうがいいって。だからあたしら騎士は適当にダラけてるくらいでちょーどいいのよ」

「情けない！　かつて大陸中に名を馳はせた〈四天劍キヤドリエム〉の一員としての自覚はないのか！」

「とは言っても、もうアローズ卿はいませんからね」

　シトリの言葉に、アルボワとティファは顔をしかめた。

〈四天劍キヤドリエム〉はその名の通り、四人の騎士をさす言葉である。だが、今ここに〈四天劍キヤドリエム〉は三人しかいない。

　四人目の〈四天劍キヤドリエム〉、〈覇山ヴオルカン〉の異名を持った騎士アローズ・ル・コルトンは、すでに死去しているのである。十年ほど前に、病死した。

「三人しかいないのに〈四天劍キヤドリエム〉を名乗るのも変でしょう。だからわたしはもう、表おもて舞ぶ台たいに出るつもりはなかったのに、ペルデ卿が強引に呼よび戻もどすから……」

　シトリが、眠そうだった目を開き、珍めずらしく真ま面じ目めな口調でつぶやいた。

「とはいえ、魔族の残党がまだいるのなら、それは戦争世代であるわたしたちの仕事です。なくなったアローズ卿の分まで、せいぜい働かせてもらいますよ」

「で、あるな」

「そうね」

　うなずきあう三人。性格に問題ありと判はん断だんされ、ペルデに王都から遠ざけられた三人ではあったが、かつて人類のために戦った正義感はまだ残っていた。

　これから始まる戦いは、人類の尊厳を護るための戦いなのだ。人類がこの大陸の真の支配者だと世に知らしめるために、ペルデは〈魔王コシユマル〉の子供、モニカを処しよ刑けいしようとしている。その処刑を無事に終わらせること、それが三人に課せられた使命だった。

「しかし、未だに民衆は〈四天劍キヤドリエム〉と呼んでくるな。三人しかいないのに〈四天劍キヤドリエム〉というのは落ち着かないものだ」

「ならいっそ、欠員募ぼ集しゆうしちゃう？」

「バカを言うな、ティファ卿。アローズ卿のかわりになるような騎士が、この国にいるものか！」

「いえ、一人だけ、候補はいますね」

　シトリがなにかを思い出すように告げる。

「アローズ卿には子供が一人いたはずです。その子供もなかなか優ゆう秀しゆうな騎士になったと、ウワサで聞いたことがありますね」

「へぇ。そうなんだ。その子供は今、どこにいるの？」

「風のウワサによると、今は極東方面軍に配属されているはずですよ」

「極東……あそこは僻へき地ちではないか。将来有望な騎士がいくような場所ではないぞ」

「ですね。アローズ卿の子供にいったいなにがあったのか……」

「ま、あたしらが配属されていた国境も、ロクに仕事のない僻地だったけどねぇ」

「まったくですね」

「むぅ」

　三人の騎士たちは、仲むつまじく会話をしながら慌あわただしい王都の中を練り歩いていった。







　ベルナルデ・ピィ王宮──『騎士の王国』と呼ばれるジュヴレーヌ王国の象しよう徴ちようとも言うべき建造物で、文字通りこの国の中心にある存在だ。

　白く輝く外がい壁へきに囲まれた荘そう厳ごんな外見は、王国の民にとって誇ほこりそのものだった。

　だが現在、その王宮の一角が立ち入り禁止となっていた。つい先日、謎なぞの爆ばく発はつ事故によって、その一角が破は壊かいされてしまったのだ。幸い、破壊されたのは極一部で、被ひ害がいは最小限にとどめられていたが、遠くから爆発を眼にした国民の口は止められなかった。魔族がすでに王宮にまで攻めてきている、という流言があっという間に広まったのだ。

　そして現実問題として、その認識は当たらずといえども遠からずである。爆発は、モニカを捕とらえるときに発生したものだったからだ。

　そのモニカは現在、王宮内にいた──王宮の地下、深層には、上級騎士であっても知らない区画が存在していた。そこには牢ろう獄ごくがある。

　この牢獄は元々、王族の犯罪者など、存在そのものを表向きにできない者を監かん禁きんするために造られた施し設せつである。そして現在モニカもそこに収容されていた。

　地下深く、窓すらない部屋だが、暗くはない。『魔導灯フアール』が常時つけられているためだ。モニカがいる部屋は、意外にも豪ごう華かだった。もちろん、牢屋にしては、という注ちゆう釈しやくがつくが。

　数人がゆったりくつろげる大きさの部屋。室内には家具、調度品が過不足なく用意されているし、美術品さえ飾かざられていた。下手なホテルの一室よりよほど豪華である。王族用の牢獄とはこういうものか、と、収容されたモニカはあきれるよりもむしろ感心した程である。

　室内は広いが、モニカ自身に自由があるわけではない。モニカの両手両足には金属製の拘こう束そく具がつけられており、まともに歩くことすらできない状態だ。

　もっとも、自分の立場を考えれば当然か、とモニカ自身は納得して、一日中ベッドの上に横たわってほとんど身動きしなかった。

　モニカはここに来たときから、自分にまとわりつく不ふ愉ゆ快かいな気配が存在していることに気づいていた。監かん視しされていると、すぐにわかった。当然だろう。どこにいるかはわからないが、おそらくこの部屋のすぐ隣となりにモニカを見張る人間がいるはずだ。視線は正直不愉快だったが、だからといってその感情を表に出すこともなく、モニカは氷のように冷たい表情を顔に貼はり付つけたまま、毎日を過ごした。

　家具は用意されているが、室内に時計は存在しなかった。窓もなく、『魔導灯フアール』は一日中つけられたままであるため、ここにいると時間の感覚がなくなってくる。体感時間で二日ほどたったとき、モニカに来客があった。
















「失礼させてもらうぞ、モニカ」

　入ってきたのは、ペルデだった。ジュヴレーヌ王国最高位の騎士であり、現在実質的に王国を支配しているといえる存在。そしてモニカを捕らえた、モニカの宿敵とも言うべき存在である。老いてなお体格のいい肉体を騎士の制服で包み、腰こしには豪華な飾りのついた剣を差している。

「…………」

　モニカはベッドの上に座ったまま、無言でペルデをにらみつけた。子供なら泣き出しそうなくらい迫はく力りよくある視線だったが、ペルデは巌いわおのような顔を微び動どうだにさせず、モニカを見つめ返した。

「元気そうだな」

「…………」

「ケガの具合はどうだ？」

「…………」

　モニカはペルデに捕つかまる直前の戦せん闘とうで負傷した。この部屋に入れられる直前に、モニカは傷の手当てをうけていた。最新の魔導医い療りようを使用したため、全身の傷はすでにふさがっている。痛みもない。

「食事をしていないそうだな。我が国の食事は、口にあわんか？」

「…………」

「なにか食べたいものがあるか？　希望に添そえるかはわからんが、言ってみるといい。最大限の努力はしよう」

「……どういうつもりだ？」

　モニカが、口を開く。ここに来てからなにも口にしていないため、自分でも驚おどろくほど掠かすれた声になっていた。

「なぜ我わたしの治ち療りようをした？　どうせ処刑するのだろう？　なのになぜ我たしを気き遣づかう？」

「勘かん違ちがいしてもらっては困る。お前はわたしの敵だし、わたしは敵に情けをかける気はない──だが、わたしは別にお前を憎にくんでいるわけではないし、お前を不必要に苦しめるつもりもない」

　ペルデは肩かたをすくめてみせる。

「これでもわたしはお前の親に敬意を払はらっているのだ。だからこそのこの処しよ遇ぐうだ」

「……なぜ、我たしの親を、お前が知っている」

　モニカの両親が人類の英えい雄ゆう〈天聖騎士エヴアンジル〉と、人類の宿敵〈魔王コシユマル〉である事実は極秘だ。その事実を知るものは、家族以外にいないはずだ。もしそれ以外に知っている者がいるとすれば……

「わたしにも、独自の情じよう報ほう網もうがあるのでな、お前の出生は調べてある──お前の父、〈天聖騎士エヴアンジル〉こと、サンクト・タチアナ・ローレンはわたしの親友だ。いや、親友だったというべきか……そしてお前の母、〈魔王コシユマル〉は敵ではあったが、尊敬に値する存在だった、とわたしは考えている」

　ペルデは饒じよう舌ぜつに続けた。

「あの二人が戦後も生き残って、子供まで作っていたと知ったときはさすがのわたしも驚いたぞ」

「なるほど……やはり、お前が我たしの両親を殺したわけか」

「そうだ」

　あっさりと、ペルデはうなずいた。モニカの両親の正体を知っている者、それは三年前、両親を殺した犯人でしかありえない。

「お前の両親は三十年前に死んだことになっている。その二人が生きていたとあっては、わたしにとって都合が悪かったのだ」

　モニカは、グッと奥歯を嚙かみしめ、目の前のペルデをにらみつけた。

　手足を拘束されたモニカでは、ペルデにつかみかかることすらできない。仮にできたとしても、武装したペルデは油断なくモニカを見つめている。スキをついても、モニカに勝ち目はないだろう。

「わたしが憎いか、モニカ？　だが、抵てい抗こうはムダだ。お前はなにもできん」

　ペルデは、不気味な笑みを浮うかべた。

「俗ぞくに、無効化能力、と呼ばれる力を持つ騎士がマレに存在する。〈魔ス元ク素レ〉を阻そ害がいする力だ。モニカ。お前の使う力と同種のものだ。もっとも、お前の力は他の能力者と比べてもかなり強力なようだが」

　モニカの能力──それは〈魔王コシユマル〉である母から受うけ継ついだ《滅神咒具エスカトロイ》によるものだ。モニカの持つ《廃墟無錠リユインゼラブル》は、あらゆる〈魔ス元ク素レ〉の反応を無効化する。モニカの前では、どんなに強い騎士も常人レベルになってしまうのだ。

　だが、ペルデはモニカの能力を知っているにもかかわらず、それを恐れる素振りすら見せず、悠ゆう然ぜんと立っていた。

「最新の魔導工学は、その無効化能力の原理をも解明した──モニカ。お前の手足の枷かせ、それは〈反魔導素エル・スクレ〉と呼ばれる素材で作られている。それをつけられたものは、〈魔ス元ク素レ〉を操れなくなる。さらに重要なのは、無効化能力者の無効化能力をも無力化できる、ということだ」

　実際に、モニカは《滅神咒具エスカトロイ》がうまく使えないでいた。ペルデの余よ裕ゆうも、この拘束具からくるものだろう。

「それだけではない。この部屋の壁かべにも同じ素材が使用されている。お前の妹、シラーの能力でも、逃にげることはできんぞ」

　ペルデはモニカをなんとしても逃がさないよう、万全の準備を整えていたようだ。ペルデに自分たちの手の内を見せすぎたか、とモニカは考える。だが問題はない。ペルデがここまで用よう意い周しゆう到とうに準備を進めていることも含ふくめ、全て自分の計画通りだ。

「我たしを処しよ刑けいして、それでお前はなにを目指す？」

「知っているはずだ、モニカ──世界には戦争が必要だ。そして人類が一つにまとまるためには、魔族という人類共通の敵が必要なのだよ」

　ペルデが答える。その声に揺ゆらぎはなく、確固とした信念が宿っていた。

「そのためにわたしはお前と、一時的とはいえ、手を結んだのだ」

「そうだな……一つ聞くがペルデ。お前はいつから我たしの正体に気づいていた？」

「お前は正直、ただの人間にしか見えなかった。だが、お前の妹たちからは、かすかに妙みような気配を感じた……魔族の気配をな」

　隣りん国ごくの前剣けん聖せいヴァントは、魔族を気配で見分けることができた。同じことがペルデにもできるようだ……そんな規格外な人間が何人もいるとは、モニカにとっても予想外のことだった。

「お前の処刑を契けい機きに、人類は魔族に対たい抗こうするため、再び一つにまとまるだろう。そうなれば、この大陸に貴様たち魔族の居場所などない。お前の妹たちもやがて見つけ出し、お前の跡を追わせてやる」

「恐おそろしいのか、我たしたちが」

　モニカが、告げる。体を拘束され、なにもできない無力な状態だというのに、モニカの眼には、見る者をゾッとさせる輝かがやきが宿っていた。

「お前の命を狙ねらう、〈魔王コシユマル〉の血族である我たしたちが、そんなに恐ろしいか？」

「……別にわたしは、自分の命は惜おしくない。だが、なすべきことをなせないまま死ぬことが恐ろしい」

　ペルデはつぶやき、立ち上がった。

「三日後、お前を処刑する。欲しいものがあるならできる限りの便べん宜ぎははかってやろう」

「…………」

「そのまま強情をはるなら、それでいい。あと三日、なにも食べなかったところで餓が死しはすまい」

　そう言い残し、ペルデは部屋から出て行った。

　モニカは再び広い部屋の中で一人になる。

「……我たしも命は惜しく、ない。ここで死ぬならそれまでの運命だ」

　つぶやくモニカ。監かん視しのものに聞かれているかもしれないが、気にせず続ける。

「だが忘れるな、ペルデ。我たしは今、お前ののど元に迫せまっているのだぞ。ただでは死なん。貴様も道連れだ」







　王宮の通路には、厳しい顔をした騎士が立っていた。警備の騎士である。つい先日、テロリストであるモニカに王宮への侵しん入にゆうをゆるしたばかりである。責任者であるペルデから、王宮の警備をいっそう厳しくするように、という厳命が下されていた。

　そういったわけで、警備の騎士たちの間にも張はり詰つめた空気がただよっていた。

　そんな騎士が見守る通路に、一人の人物が現れた。王室仕えの使用人である。侍じ女じよ服を着たうら若い女性だった。なぜか、彼女は両手に大量の荷物を持って歩いている。荷物が多すぎて、前が見えていないようだ。ふらふらとして、いかにも危なっかしい。

「どうしたのだ？　そんなに荷物をかかえて、危ないだろう」

「あぁ、騎士様。申し訳ありません。同どう僚りようがみな忙いそがしくて、一人でやらなくてはならないのです」

　騎士はその侍女に近づき、手にかかえた荷物を少し受け取る。予想外の重さが手に伝わってきた。

「なんだ、けっこう重いな。本か？」

「はい、書庫の整理をしていますので」

「一人でこのまま運ぶのはムリだろう……まぁいい。わたしが手伝おう」

「よろしいのですか？」

「無論だ。困っている婦女子を見過ごしたとあっては、騎士の名折れだ」

「ありがとうございます、騎士様」

　丁てい寧ねいに頭を下げる侍女……よくよく見れば、侍女は細ほそ面おもてで鼻筋も通っており、なかなかの美人だった。美人に感謝されて、悪い気はしない。まだ若い騎士は、少し舞まい上がった気持ちで告げた。

「それで、どこまで運ぶのだ？」

「はい、三階上の会議室まで」

「思ったより遠いな。そんな場所まで一人で運ぶのは、ムチャだぞ」

「重くないのですか？」

「このていど、羽根のように軽い」

　実際、騎士の腕わん力りよくは常人の何倍もある。大量の本も、たいした重さではなかった。

「さすが騎士様、たくましい腕うでですね」

　と、侍女が騎士の手にふれる。騎士の無骨な手とは正反対の、細くたおやかな指の感かん触しよくに、騎士はくすぐったさを感じた。

「こら、あまりさわるな」

「あっ……申し訳、ありません。なれなれしかったですよね？　あたし、ウザかったですね……」

「い、いや、別にそんな、気にすることは、ないと思うが……」

「本当ですか？」

　ウルッとした眼で見つめられ、騎士は、気にするな、と答えた。侍女は繰くり返かえしありがとうございますと言いながら、騎士様って素敵な人ですね、と騎士のことを持ち上げてくる。

　うら若い美人の侍女に誉ほめられて、騎士も気分がよくなった。そう言えば、騎士と侍女の間の結けつ婚こん確率はけっこう高いと同僚から聞いたことがある。騎士は言うまでもなくこの国のエリートだが、侍女も王室仕えともなるとかなり狭せまき門だ。お互たがいの釣つり合あいはとれているかもしれない。

　大きな荷物をかかえたまま鼻の下を伸のばす騎士を、侍女はにこにこ微笑ほほえみながら見つめている──が、侍女は前を見たまま後ろ手で合図を送る。

　すると、それまで物もの陰かげに隠かくれていた二人の人物が素速く通路を横切っていった。そこはちょうど、目の前の騎士が見張っていた場所である。騎士が移動したため、隠れていた人物は誰だれにも見られることなく移動することができたわけである。

　人目を忍しのぶように、物陰をすばやく移動していく人物──それは美しい金きん髪ぱつを持つ王国王女、リュリシア・ルショット・シャンベルであった。そのかたわらにはいつものように、リュリシアの従者であるアンジュが従っている。

　なぜ二人は王宮内をこのようにコソコソ隠れながら移動しているのか──それは、リュリシアは現在、ペルデの命令で自室から出られないためである。名目上はテロリストからリュリシアを護るためだが、実際は軟なん禁きん状態に等しかった。

　そんなリュリシアを不ふ憫びんに思ったアンジュは、リュリシアを部屋から連れ出す算段をつけたのである。

「申し訳ありません、リリィ様。不自由な思いをさせてしまって……」

「なにを謝っていますの、アンジュ？　あんな窮きゆう屈くつな部屋からやっと出ることができましたのよ。不自由でも何でもありませんわ」

「ですが、リリィ様にそのような姿を……」

　通路を走るリュリシアの服装は、城で働く侍女たちのそれだった。目立たないようにするためにアンジュが用意した服なのだが、そんな姿をさせることにアンジュはひたすら恐きよう縮しゆくしていた。

「気にすることはありませんわ、アンジュ。服を着き替がえるだけで外に出られるなら、わたくしはどんな姿にだってなってみせますわ」

「お心づかい、ありがとうございます」

「そういえば、先ほどの侍女はわたくしの味方ですの？」

「騎き士しは伯お父じ上うえ──ペルデ卿きようの息がかかっていますので、信用できません。ですが王宮で働く侍女たちはみな、最近のペルデ卿の強引なやりかたに不満があるようで、リリィ様の味方をしてくれると約束してくれました」

「後でなにか、お礼をしなくてはなりませんわね」

　そんな会話をしながら、二人は目立たない通路をすすんでいく──あらかじめ侍女たちに話をつけたアンジュは、見回りの騎士が最も少ない通路を侍女から教えてもらっていた。どうしてもさけられない見張りは、味方の侍女がうまく気をそらしてくれている。

　そうやって二人は騎士に発見されることなく、王宮の中心部へとたどりついた。

「リリィ様。この先が、秘密図書館になっています」

「えぇ、わかっていますわ……わたくしでも入ったことのない、王宮の深部」

　通路の先には、重厚な雰ふん囲い気きの扉とびらがそびえていた。それが二人の目指していた場所だ。秘密図書館──一いつ般ぱんには知られていないが、王宮で働くものならば、その名を聞いたことがある施し設せつだ。だが、中に入ったことのあるものはほとんどいない。

　秘密図書館とは、ジュヴレーヌ王国における重要な情報、国政、外交、あるいは軍事上の機密情報などをまとめた書類が保管されている場所だ。王宮内で最も重要な施設の一つであり、入室できるのは国王やペルデに許可された極一部の人間だけだ。

　二人がこの場所を目指したのは、三十年前に発生した魔ま族ぞくと人類の全面戦争、その真相を知るためである。ここならば、当時の極秘情報が全て保管されているはずだ。

「……ここの入り口にも見張りがいます。さすがにここの見張りは、今までみたいに、侍女の協力でごまかすことはできません」

「どうしますの？」

「わたしがなんとか話をつけます……リリィ様は、わたしに従う侍女の振ふりをしてついてきて欲しいのです。できますでしょうか？」

「困りましたわね、アンジュ。いくら服を着替えても、わたくしの持って生まれた高貴さは隠しようがありませんわ」

　リュリシアが仰ぎよう々ぎようしく首を振る。

「ですが安心なさい、アンジュ。これでもわたくし、演技力には自信がありますわ。完かん璧ぺきに侍女の演技をして見せますわよ」

　胸をはって答えるリュリシア──そんな自信満々な態度をとる侍女を、アンジュは今まで見たことがなかった。そこはかとなく不安を感じるが、今さら後には引けない。

　アンジュは背後に侍女姿のリュリシアを連れて図書館の扉へと近づいた。ちょうど、普ふ段だんとはリュリシアとの立ち位置が逆である。

「止まれ、誰だ？」

　すぐさま、見張りの騎士がアンジュを呼び止める。アンジュは丁寧に頭を下げた。

「お久しぶりです、オルム卿」

「あなたは……アンジュ殿どのではありませんか」
















　見張りの騎士は、アンジュとは顔見知りの関係だった。アンジュは平静を装いながら、用件を告げる。

「伯父上に頼たのまれて、書類を取りに来ました。中に入れていただけますか？」

「ペルデ卿が？」

　ペルデはアンジュの伯父に当たる人物である。この国で最高位の騎士の名前に、見張りの騎士は首をひねった。

「そのような話は聞いてないのですが」

「それは困りましたね……どうすればいいのでしょうか？」

「ペルデ卿から許可の書類を持ってきていただければ……」

「それなら持っています」

　と、アンジュは一枚の紙を取り出し、相手に差し出した。ふむ、とうなずく騎士。

「……本物ですね。ならばよろしいでしょう。ご入室ください」

　騎士がうなずき、壁かべのスイッチを操作すると、扉が重い音と共に開いた。中から、涼すずしい風が通路へと流れ出す。書類保管のため、図書館内は常に一定の温度に保たれているのだ。

「ありがとうございます」

　そのまま中へ入るアンジュ……だが、見張りが再度呼び止めた。

「お待ちください。そちらの侍じ女じよは？」

　リュリシアのことだ。リュリシアは体の前で手を組み、少しうつむいた姿勢でアンジュの背後に立っていた。極力目立たないようにしているようだが、さすがに侍女まで素通りすることはできないようだ。

「彼女はわたしの手伝いです。彼女は書類整理になれていますので」

「ですが侍女までとは……」

「さきほどの入室許可証は、二人になっているはずですが？」

「……確かに」

　騎士は書類を再確認してうなずいた。

「失礼しました、どうぞお入りください」

　なんとかやり過ごし、二人は中へと入った。背後で重い音と共に扉が閉まる。出るときは外に声をかければいいらしい。

　室内に誰もいないことを確認し、二人はふぅっと、息を漏もらした。

「なんとかなったようですわね……けれどアンジュ。許可証なんて、いつのまに用意しましたの？」

「先日、伯父上の部屋に入ったときに、こっそり伯父上の印章をお借りして作成しました」

「それって書類偽ぎ造ぞう……」

　リュリシアは口ごもった。そんなことがペルデにばれれば、アンジュの立場が危うくなってしまう。ペルデは身内であっても厳しい男だ。容よう赦しやはしないだろう。

「お気になさらないでください、リリィ様。わたしは、リリィ様の従者であって、ペルデ卿の部下ではありません。誰を優先すべきか、答えは最初から決まっています」

「アンジュ……ありがとう、ございますわ」

　リュリシアは、あらためて自分の従者に感謝して頭を下げた。

「おやめください、リリィ様。それよりも手早く進めましょう」

「えぇ、もちろんですわ」

　図書館内は、さらに複数の部屋に分かれているようだった。それぞれの部屋には無数の本ほん棚だなが並べられ、そこに大量の書類と本が収められている。

「……どうやら、年代と項こう目もくごとにきっちり分類されているようですね。これなら探すのに手間はかからないはずです」

「ですわね」

　二人はさほど時間をかけることなく、目当ての場所にたどりついた。今から三十年前、北方侵略戦争、開戦の年の機密書類だ。

「戦争は最初、バーガント北ほく端たんで始まったはずです。となると、外交関係の文書のはずですね……」

　二人は手分けをして、目当ての書類を読み始めた。

「魔族との戦端が開かれて、我が国も援えん軍ぐんを出すべきとの意見があったようですね」

「ですが戦場となった北の帝てい國こくが援軍を拒きよ絶ぜつしたために各国は静観し──結果、帝國は魔族に全面敗北。直ちに人類同盟軍が組織され、魔族との全面戦争に発展……おおむね、わたくしの知っている通りですわ」

　史実として伝えられている事柄については、リュリシアは正直興味がなかった。二人が危険を冒おかしてまでここへきたのは、一般公開されていない機密情報にこそ、二人の求める真実があると思ったからだ。

　戦争の真実──魔族はなぜ大陸に攻せめてきたのか、最初優勢だった魔族が最終的になぜ敗北したのか、そして魔族は現在どうなっているのか──それらは、王国の王女であるリュリシアでも、くわしくは知らない。魔族は悪の侵略者で、戦争で全ぜん滅めつしたと、子供の時から教えられ、誰だれもがそう信じている。

　だが、リュリシアの学友、ソフィーたちの正体が魔族であると知ったとき──自分は魔族について、なにも知っていないと気づいたのだ。

「……ダメですわね。魔族に関する資料が、ほとんどありませんわ」

「確かに。別の区画にあるのかもしれません……となると、また探し直さないといけないようですね」

　資料の数はあまりに多く、短時間で調べられる量には限界があった。せめて外に資料を持ち出せればいいのだが、さすがにそれは難しいだろう。

　リュリシアは、徒労に終わるかな、と半ば諦あきらめかけたとき──『部外秘』と書かれた冊子を見つけた。カギのかかったガラス戸の中にその冊子はしまってあり、普ふ通つうに本棚に入っている他の資料とは明らかに様子が違ちがった。

「アンジュ。この資料、気になりませんこと？」

「確かに、あやしいですね……ですが、カギがかかっています」

「なんとかなりませんの？」

「おまかせを」

　アンジュがうなずく。さすがアンジュ、カギを持っているのか、とリュリシアは期待して従者を見た。

「はっ！」

　アンジュが腰こしの剣けんを煌きらめかせた。涼しい音と共にガラス戸がスッパリ切断された。

「どうぞ、リリィ様」

「アンジュ……ど、どうする気ですの？　そんな、壊こわすだなんて！」

「リリィ様。秘密図書館へはもう二度と来られないかもしれません。ならば、ここにいるうちにできる限りのことを調べないといけません」

　アンジュの言うことももっともである。リュリシアは気を取り直し、切断されたガラス戸に注意しながら、中の書類を手に取った。

「中身はなんですの……『魔族侵攻によるバーガント西方諸国の推定被ひ害がい報告書』？」

　二人は何冊かの資料を手分けして読み進め──やがて、そこに書かれた内容に、顔色を変えた。

「まさか……これは、事実ですの？」

「ですが、ようやくつながりました。これが事実だとするならば、伯お父じ上うえの目的は……」

　ガチャガチャガチャ、バンッ！

　無数の足音と共に、入り口の扉とびらが荒あら々あらしく開け放たれた。二人はハッとして、そちらを見つめる。入ってきたのは、険しい表情を浮うかべたペルデだった。ペルデは背後に数人の騎き士しを従えていた。

「まったく、困りますな、王女殿でん下か。部屋を勝手に抜ぬけ出したばかりでなく、こんな場所に無断で侵しん入にゆうするとは……」

「ペルデ卿きよう……わたくしは、自分が間ま違ちがっているとは思いませんわ。この国の次期国王として、わたくしは知らねばならぬことがあるはずですわ」

「だとしても、王女殿下。あなたにこの図書館の文書を自由に閲えつ覧らんする権利はありません」

　そこでペルデはリュリシアのかたわらに立ちつくすアンジュを見つめた。アンジュは、はためにもわかるほど、青ざめた顔をしていた。

「アンジュ。この、バカ者が。貴様、あれだけ目をかけてやったというのに、恩を仇あだで返すか！」

「伯父上、わたしは……」

「アンジュは関係ありませんわ！　わたくしがやったことです！」

「だとしても、アンジュは王女殿下の行動を止めるべき立場だったはずです」

「アンジュはわたくしの従者であって、あなたの部下ではありませんわ！　でしょう、アンジュ？」

　リュリシアの問いかけ。ペルデは、敵でも睨にらむような眼でこちらを見ている。

　アンジュは、リュリシアに忠誠を誓ちかっている。だが伯父であるペルデのことも尊敬していた。両親を亡くした自分の後見人となり、王女殿下の従者の地位に推してくれたのもペルデだ。その恩義は、忘れられない。

　二人の板いた挟ばさみになりながら──アンジュは、答えた。

「はい、わたしはリュリシア殿下の従者です──ですが、伯父上。わたしはあなたを裏切った覚えもありません。ここに隠かくされていた資料──これらは、もっと早く、リリィ様が知るべき情報のはずです！」

「それを決めるのはお前ではない」

　ペルデが手を振ふると、ペルデの背後にいた騎士たちが前に出た。その顔を見て、リュリシアは目を見開いた。

「あなたたちは、シトリ卿にアルボワ卿、ティファ卿。〈四天劍キヤドリエム〉が、全員そろって……」

「お前たち。王女殿下をお部屋までご案内しろ。今度は簡単に抜け出せないよう、厳重にな」

「……あなたたちは、全員知っていましたの!?　ここに書かれた事実を！」

　リュリシアが、今まで読んでいた資料を指す。

「大陸西部がすでに魔族の手に落ちているという事実を！」

「…………」

〈四天劍キヤドリエム〉たちは、押おし黙だまっていた。だがその顔に驚おどろきはない。諦てい観かんにも似た表情が浮かんでいた。

「……知っていました、王女殿下」

　答えたのは、シトリだった。

「わたしも正確に知ったのはごく最近ですがね。あの戦争を経験した騎士たちは、みんなウワサしてましたよ……ある時を境に、魔族が激減したと。そのままわたしたちは魔族を全滅させましたが、いなくなった魔族はどこにいったのか、ずっと気になってました」

「その魔族は……」

「魔族は三十年前全滅した、それが事実です」

　硬かたい声で、ペルデが告げた。

「民衆が知るのはその事実だけです」

「ですけど、ペルデ卿。現実には──」

「大衆は全てを知る必要はないし、知るべきではない事実もときにはあるのです、王女殿下。それにどのみち、魔族は今度こそ、大陸から駆く逐ちくされるのです。今さら事実を訂てい正せいする必要などないでしょう」

　リュリシアは、思わず身み震ぶるいをした。ペルデの声に、並々ならぬ決意を感じたからだ。自分の行動に間違いはないという、確固とした信念だ。その信念は、リュリシアの言葉では曲げられないだろう。

「ペルデ卿……あなたは本当に、また戦争を始める気ですの？」

「それが必要ならば、わたしはそれを辞しません」

「そんなこと、わたくしは認めませんわ」

「では、どうするのが正解だと王女殿下はおっしゃるのですか？　この大陸の現状を知って、歪いびつなこの状じよう況きようを静観することが正解だとでも？」

「それは……」

　リュリシアは、口ごもる。新たにわかった事実が、まだリュリシアの中で整理できていないのだ。ペルデに問とい詰つめられても、うまく反論するだけの材料がリュリシアにはそろっていない。

「お前たち。なにをしている！　王女殿下はお帰りだ。はやくお連れしろ」

　ペルデがシトリたちに向かって命令する。シトリは眠ねむそうな目で、わかりました、とうなずいた。

「すいませんね、王女殿下。命令なもので」

「イヤ、ですわ」

　近づくシトリたちから逃にげるように、リュリシアは後じさった。

「このまま、あなたの思い通りになんてさせませんわよ、ペルデ卿！　この国を無む駄だな戦せん渦かに巻き込むなど、王女として、絶対に認めませんわ！」

「……だとしても、王女であるあなたには、国の方針を決定する権利はない」

「お父様なら、そんなこと認めるはず……」

「陛下はお認めくださいました」

「ペルデ卿……あなた、お父様になにをしましたの！　お父様に、会わせなさい！」

「あぁ、これは困ったな」

　ペルデが、嘆なげくように肩かたをすくめた。だがその動作はひどくわざとらしかった。

「見ての通り、王女殿下は錯さく乱らんされてしまったようだ。本当に困ったが、やむをえまい──お前たち。多少乱暴な手段を使ってもかまわん。王女殿下をつかまえて、カギのかかる部屋に閉じこめておけ」

「ペルデ卿、正気ですの！」

　リュリシアの顔が怒いかりと困こん惑わくにそまった。ペルデのあまりに一方的な命令が、信じられなかった。

「ご安心ください、王女殿下。すぐに名医を呼んで、王女殿下の治ち療りように当たらせます。治療を受ければきっと、王女殿下もわたしの言うことを理解してくれるでしょう──陛下も、すぐに理解してくださいました」

　ゾクリ、リュリシアの背筋に怖おぞ気けが走る。ペルデの静かな視線は、リュリシアをまるで下等な虫けらでも見るようだったのだ。リュリシアは嫌けん悪お感かんのあまり、かすかな吐はき気けを覚えた。

「……ま、しかたありませんな」

「そうねぇ」

「むぅ」

　ペルデの命令には逆らえないか、〈四天劍キヤドリエム〉の三人がリュリシアに近づく。リュリシアは、逃げようとしたが、本ほん棚だなが無数に並ぶ室内に逃げ場はない。すぐに追い詰められてしまう。

「おやめください、リリィ様に対して、無礼でしょう！」

　リュリシアをかばうようにアンジュが前に出るが、ペルデがそれを一いつ喝かつした。

「アンジュ、貴様いったい誰だれの味方だ！　まだわたしに逆らうか！」

「伯父上……いえ、ペルデ卿。いかにあなたの命令でも、これはやり過ぎでしょう」

「アンジュ……残念だ」

　ペルデが視線で合図する。次の瞬しゆん間かん、シトリが一いつ瞬しゆんでアンジュの背後に回り込み、その首筋を軽くなでた。

　バチッ、火花が飛び散り、アンジュの体が強ばって、そのまま床ゆかに崩くずれおちた。

「悪く思わないでほしいな、お嬢じようさん。これも命令でね」

「アンジュ！」

　リュリシアが悲鳴を上げるが、アンジュはかすかに体を痙けい攣れんさせるだけで、起き上がらない。シトリの電でん撃げきによって、一時的に体が麻ま痺ひしてしまったのだ。

　リュリシアは、奥歯を嚙かみしめた──このままペルデに捕つかまれば、もう二度と、今回のように部屋を抜け出すことはできなくなるだろう。つまり今は、リュリシアが自由に動ける最後のチャンスだ。なのに今のリュリシアに味方はあまりに少なく、ペルデの力はあまりに大きい。

「わたくしは……無力ですわ」

　思わずつぶやくリュリシア。だが、諦あきらめたわけではない。

「今のわたくしはただの無力な肩かた書がきだけの王女で、あなたたちを大人しくさせることもできない……」

「少しは、自分の立場が理解できましたか？」

「……えぇ、できましたわ。あなたたちこそが、わたくしの本当の敵なのだと！」

　リュリシアが、断言した。

「この国に長く巣くう病びよう原げん菌きん、それがあなたですわ！」

「……ほぅ？」

「すぎ去った遺い恨こんをいつまでも抱かかえたまま、国を再度戦渦に巻き込もうとするあなたこそ、旧時代の象しよう徴ちよう。わたくしが目指す王国に、最も不要な人材ですわ！」

　予想外のリュリシアの言葉に、ペルデは忌いま々いましそうに舌打ちをした。

「この国を救ったのは、わたしたち騎き士しです」

「その考えが間ま違ちがっているのですわ！　国を支えるのは国民。この国が復興できたのは、全ての国民が団結して努力したからですわ！　なのにその国民をないがしろにする騎士が、あまりに多すぎますわ！　だから平気で、国民に負担を押しつけて戦争を再開するなどと気軽に口走れますのよ！」

「理想主義だ。話にならない」




「いいえ、よくぞおっしゃいました、王女殿でん下か！」




　新たな声が室内に響ひびいた。同時に、本棚の陰かげから新たな人物が二人、姿を見せる。

「そんな……シュナブランさんと、ソフィー卿きよう？」

　現れたのは、シュンとソフィー。リュリシアもよく知る学友であった。王宮内の秘密図書館という場所に、なぜこの二人がいるのか、さすがのリュリシアも状況がつかめずに困惑した。

「助けに来たよ、リュリシアさん！」

「助けに？」

「もうおわかりでしょう、王女殿下。本当の敵が誰なのかということが──私達は、ペルデ卿の野望をくじくつもりです。そしてそのためにはあなたの力が必要です。一いつ緒しよに来ていただけませんか？」

　ソフィーが、リュリシアに手を伸のばす。状況はわからない──でも、無力な肩書き王女のリュリシアにも、はっきりとわかることがあった。

　それは──シュンとソフィーは友人であり、その二人の言葉ならば信用に値するということだ。

「わかりましたわ」

　当然だが、ペルデたちも黙って見ているわけではない。現れたのが誰かに気づいたペルデは、顔を赤くして叫さけんだ。

「あの二人は、魔族の残党だ！　王女殿下をさらう気だぞ！　すぐに始末しろ！」

「なんですと！」

「これは、さすがに予想外ねぇ」

「魔族がっ！」

　すぐに動こうとする〈四天劍キヤドリエム〉たち。だが、ソフィーが素速く前に出た。

「妹蹴撃シスター・キツクッ!!」

　ソフィーの長い脚あしが、閃ひらめきとともに上段から放たれた。その鋭するどい蹴けりは、近くにあった本棚に直ちよく撃げきした。本棚はボルトで床に固定されてあったが、あまりにソフィーの蹴りが強きよう烈れつだったか、固定金具が砕くだけ散ちり、書類を満まん載さいした重い本棚がそのままペルデたちめがけて吹ふっ飛とんでいった。

「今のうちに逃げましょう！」

　ソフィーが平然と告げる。でも、とリュリシアが叫んだ。

「まだアンジュが残って……」

「大だい丈じよう夫ぶ、ボクが連れていく！」

　シュンが珍めずらしく速く動いて、床に倒たおれていたアンジュを両手で抱え上げていた。

「逃がすと思ったか、魔族どもっ！」

　叫び声。同時に、ソフィーが蹴り飛ばした本棚が真っ二つに切断。その奥から〈四天劍キヤドリエム〉の一人、隻せき眼がんの巨きよ漢かん、アルボワが飛び出してきた。

「示さねばならぬのだ、民衆に、わたしたちの正義を！　そのためには、貴様たちを殺さねばならんのだっ！」

　巨きよ体たいに似合わぬ動きで剣けんを構え、迫せまるアルボワ。ソフィーが歯がみしつつ、自分の剣を抜ぬいてその攻こう撃げきを受け止めた。

「シラー！　準備はできました、早くなさい！」

　次の瞬間、ソフィーとリュリシア、それにアンジュを抱えたシュンの足下が沈しずみ出す。それは、床が水になったかのような現象だった。

「魔族め、今度こそしとめる！」

　と、叫んだのはシトリだ。シトリは長い鎗やりを構え、ジャキッと〈魔弾テイリユル〉を排はい莢きようした。同時に、バチバチッ、と、鎗が放電をはじめる。

「まて、シトリ卿、やり過ぎだ！　こんな場所で……」

「魔族を逃がすよりはマシでしょう！」

　次の瞬間、室内を凄すさまじい電撃が駆かけめぐった。視界が全て、電光によって白く塗ぬりつぶされてしまう──そして、轟ごう音おんと共に爆ばく発はつが起こり、部屋にあった無数の本棚が根こそぎ吹っ飛ばされていった。

「……逃げた、か」

　床に黒い焦こげ跡あとが刻まれた室内を見て、シトリはつぶやく。ソフィーやリュリシアの姿は、すでに室内にはなかった。

「バカものめ、場所を考えろ、シトリ卿。資料がほとんど焼け飛んだぞ！」

　ペルデが怒りに燃える目でシトリを睨にらむ。シトリは肩をすくめた。

「申し訳ありません。お𠮟しかりは後で受けます──ですが、王女殿下を魔族の手から救うのが先決かと」

「そんなことはわかっている」

「ペルデ卿、ここはわたしにお任せを！　ただちに奴やつらを追いましょう！」

　と、主張するのはアルボワだった。だが、落ち着け、とペルデは答える。

「いや、お前たちは王宮から動くな──王女殿下の救出は、極秘裏に行う」

「なんですと？　どういうことですか？」

「時期を考えろ──今、王女殿下が誘ゆう拐かいされたなどと知られれば、騎士団にも動どう揺ようが広がる。幸いこのことを知るのはわたしとお前たちだけだ──わたしの言いたいことは、わかるな？」

「黙だまっていろ、ってことね」

「そうだ」

「それでいいのですか、ペルデ卿？」

「いいも悪いもない。まったく、本当に厄やつ介かいな王女殿下だ」

　そうつぶやくペルデの眼には、王女の誘拐事件であるにもかかわらず、どこか冷めたような輝かがやきが宿っていた。

「そろそろ交こう換かんせねばならんか」

「なんですって？」

　その言葉を聞いた〈四天劍キヤドリエム〉の三人は、さすがに驚おどろいたような顔になった。だがペルデは平然と、部下たちに告げる。

「民衆も騎士も王女も、国王ですらも、ジュヴレーヌという大国家を形成する歯車の一つにすぎんのだ。そして──壊こわれた歯車は、速やかに交換せねばなるまい？」








第二章　本音と建て前と王女の決意









「……驚きましたわ。どうして……」

「いや……があって……」

　自分の体をゆする震しん動どうで、アンジュは目を覚ました。

（ここはいったい……）

　確か秘密図書館で、アンジュはリュリシアをかばおうとして、シトリの手であっさりと気絶させられたはずだ。そのあとどうなったのだろう？

　薄眼を開けて、状じよう況きようを確認する──アンジュは、誰だれかの背中におぶわれている状態だった。先ほどからの震動は、そのためのものだ。

（いったい誰が……この声は、シュナブランさん？）

　聞き覚えのあるその声は、間違いがなかった。つい先日、自分たちの前から姿を消した、シュンのものだった。自分はシュンの背中にのっているのだと、アンジュは気づいた。

（どうしてこんなことに？　リリィ様は……無事ですね）

　リュリシアの声も聞こえるので、まずは一安心である。しかし状況が全くわからない。アンジュは意識を取り戻もどしながらも、まだ気絶している振ふりを続けて情報を集めることにした。

「それで、二人がなぜ王宮にいましたの？」

　と、たずねたのはリュリシアだ。それにシュンが答える。

「リュリシアさんが自分の部屋に軟なん禁きん状態だって聞いたから、助けに行ったんだよ」

「それだけの理由で？」

「もちろんそれだけではありません。今の王女殿下なら、私たちの味方になってくれるだろうという下心もあります」

　この声はソフィーのものだ。ソフィーまで合流していたのか、と驚くアンジュ。同時に、この二人ならばリュリシアに危害を加えることはないだろうとも、安心していた。どうやらシュンたちのおかげで、ペルデたちのところから逃にげることに成功したらしい。

「王女殿下も気づかれたはずです、ペルデ卿の目的に──私たちはそれを阻そ止しするために行動しています」

「あと、モニカ姉様を助けるためにね」

「モニカ……あの、〈魔王コシユマル〉の娘むすめだとペルデ卿きようがいう人ですわね。いったいあなたたちとどういう関係がありますの？」

「それはこの後、私たちの隠かくれ家がに着いたらくわしく説明させていただきます」

　その隠れ家というのが目的地らしい。アンジュが薄眼で周囲の様子をうかがうと、どこかの山道らしき場所を一行は歩いているようだ。王都からはだいぶ離はなれた場所のようである。いったいどうやってこんなところに？

　それにしても──アンジュは思う。自分を背負うシュンの背中は、随ずい分ぶん大きいな、と感じる。線が細くていつも頼たよりない雰ふん囲い気きのシュンだけど、こういうところはさすがに男の子ということか。こうやって直接体に触さわってみると、シュンの全身に引き締しまった筋肉がついていることがよくわかる。学園の落ちこぼれと言われ続けたシュンだが、普ふ段だんからマジメに鍛たん錬れんをしているようだ。そうでなくては、こういった体つきにはならない。

「それはそうとリュリシアさん。一つ聞いていい？」

「なんですの？」

「なんでメイドさんのかっこうなんてしているの？」

　リュリシアは、見張りをごまかすために着き替がえた侍じ女じよ服のままである。言われて思い出したように、リュリシアは口元に手を当てた。

「これはその……わたくしにも、色々事情がありますのよ」

「そうなんだ～」

「あまり見ないでいただけます？」

「どうして？」

「だって……こんなみすぼらしい姿、恥はずかしいですわ……」

「みすぼらしくなんてないよ。むしろすごくかわいいと思うよ」

　さらりとシュンが言う。この人は平然とこういうセリフを言いますね、とアンジュは内心でつぶやく。

「メイドさんの服って、かわいいのが多いよね。リュリシアさんが着ると、普段の王女様っぽい服とは違ちがう魅み力りよくがあると思うよ」

「そ、そうですかしら？」

「うん、思わず見とれちゃうくらいだよ」

「なるほど……どうやらわたくしの抑えきれない高貴なオーラが、みすぼらしい侍女服すらも輝かせてしまうのですわね」

　リュリシアは満まん更ざらでもない様子だった──というか、アンジュでもあまり見たことがないくらい上じよう機き嫌げんだった。

　それが正直あまりおもしろくなかったので、アンジュはシュンの背中に乗ったまま、こっそりシュンの脇わき腹ばらをつねってやった。

「いたっ!?」

「どうしましたの？」

「いや……別になんでもないよ」

　シュンは首をかしげつつ、アンジュを背負ったまま歩いていく。アンジュが起きていることにまだ気づいていないようだ。あいかわらず鈍にぶい男だ、と内心であきれるアンジュ。

　しかしこれ──今さら気づいたけど、自分はけっこうひどい姿なのではないだろうか？

　シュンに背負われているという体勢はつまり、自分の胸がシュンの背中に思いっきり押しつけられているということで、しかもシュンは自分の脚あしをしっかりと抱かかえている。女子として、これはかなり恥ずかしい気がする。

　自分が気絶していたのだから、運ぶためにはこうするしかなかったという事情はわかるのだけど……もう少し、他の手段はなかったのだろうか？

　それになにより腹が立つのは──自分を背負うシュンが、平然としていることだ。こんな姿の女子を背負うのだから、少しくらいドキドキしたりしてもいいのではないか？　いや、別にシュンに好かれたいとか、そういう思いは全くないけれど、でも完全な無反応というのは非常に腹が立つ。

　シュンにおぶわれたまま、ちょっとだけ、強く抱だきついてみるアンジュ。

「あれ？」

　シュンは、首をかしげてふり返るが、アンジュは目をつぶったままである。気のせいか、とシュンは前を見て歩き出す……アンジュはシュンの背中で、あぁっ、とうめく。するとシュンは、居い心地ごこちが悪そうに体を震ふるわせた。

　アンジュは、さらに強く、シュンの背中にしがみつく。アンジュの胸とシュンの背中がさらに強く密着する。気のせいか、シュンの体温が上がって熱くなってきた気がする。いや、もしかしたらアンジュの体温が上がったのかもしれない。ドキドキと、アンジュの胸に、シュンの心臓の脈動が強く伝わってくるけれど、これも自分の心臓なのかもしれない。あまりに強く密着しすぎて、アンジュ自身、自分とシュンの境界がよくわからなくなってきたのだ。

「……というか、アンジュさん起きてますよね？」

「っっっ!!」

　声にならない悲鳴がアンジュの口から漏もれる。ソフィーの言葉に、アンジュの体がかすかにビクンと反応した。

「アンジュ、気がつきましたの？」
















「おそらく……ですが、いったいなぜ彼女は私の兄さんに強くしがみついているのでしょうか？」

「なっ、ア、アンジュ！　それはいったいどういうことですの？」

「ウソ、アンジュさん起きてるの？」

　全員の注目が集まってしまう。アンジュは、全身に冷ひや汗あせを浮うかべながら、覚かく悟ごを決めた。

「……はっ、ここはどこでしょう？　わたしはいったいなんでこんなところに！」

　体を起こすや、いかにも今気づいた、とでも言わんばかりのサル芝しば居いを演じたのである。自分でもわざとらしいと思うが、この場をごまかすにはこれしかない！

「…………」

　ジトッとした視線を感じて背後をふり返り──そこに黒い人ひと影かげが立っていたことに、アンジュは驚いた。

「あなたは確か、ミリオン社の！」

「…………」

　無言で立つのは、シュンたちの妹、シラーである。いつものごとく、なにを話しかけられても無言のまま、じっとアンジュのことを見つめている。シュンの背中にのっているとき、シラーの気配には全然気づかなかったため、アンジュはかなり驚いていた。

「リリィ様、いったいこれはどういう状況なのですか？　いなくなったはずのシュナブランさんやソフィー卿が、なぜここに!?」

「それはわたくしもくわしく知りたいところですけど……」

　ソフィーが、ヤレヤレ、とでも言いたげに肩かたをすくめて見せた。

「こんな場所で立ち話もなんですから、私たちの隠れ家へ行きましょう。もう少し歩けば到とう着ちやくしますので」

　そういうことならば、とアンジュもうなずき、一行は隠れ家へと向かった──もちろんアンジュは自分の足で歩いた。







『リュリシア殿でん下かを助けに行きましょう』

　と、ソフィーがシュンたちに言ったのは先日のことである。

　ソフィーは隠れ家に逃げ込んだ後も、色々と情報収集を続けていた。その結果、救出されたはずのリュリシアとアンジュが騎き士し学園に戻っていない、ということがわかったのだ。

『状況からして、二人はペルデ卿の手によって、王宮に軟禁状態にあると推測されます。ペルデ卿が計画を進めるには、王族であるリュリシア殿下に大人しくしていてもらわなくてはなりませんからね』

　と、ソフィーはシュンと他の姉妹たちを前に説明する。

『そして私たちがペルデ卿の野望をくじき、勝利するためには、リュリシア殿下をこちらの味方につけなくてはなりません。それができなければ、私たちは最終的に敗北以外の道がなくなります』

　シュンとしても、ソフィーの意見に異論はなかった。むしろ大賛成だ。リュリシアはシュンのことを騎士に誘さそってくれた親友である。そのリュリシアがピンチだというなら、助けに行くべきだろう。

『お姉ちゃんは～、王女殿下のことをよく知らないのよね～。その人は本当に信用できるの～？』

　と、もっともな疑問を浮かべたのはアリアである。

『正直、私とはあまり仲がいい人ではありません──でも親友です』

　ソフィーが確信を込めて言う。確かに二人は顔をあわせればいつもケンカをしてはいたけれど、それはケンカするほど仲がいいというやつだ。

『いいんじゃないの？　あのお姫ひめ様ならぁ』

　と、なぜかヴィオが賛同した。

『珍めずらしくシラーがなついてたから、いい人なんだと思うよぉ』

　コクコクと、隣となりでシラーもうなずいていた。なにがあったかは知らないが、シラーもリュリシアを助けたいらしい。

　そういったやりとりの末、リュリシアと面識のあるシュンとソフィーが王宮へと救出に向かったのだった。もちろんシュンたちは現在、騎士団によって追われる身である。見つかればそのまま逮たい捕ほされてしまうので、こっそりと王宮に侵しん入にゆうできるシラーもついてきた。

　シラーの持つ《滅神咒具エスカトロイ》は、影かげの神〔影えい焉えんオギュセィ・デュレィ〕の力を宿した《獄牢影套ブリゾネル》。その力でシラーは影の中の世界を自由に行き来できる。まさに潜せん入にゆう工作にはうってつけの能力なのだ。

　ただし、モニカが捕とらえられていると思われる王宮の地下には、シラーでも侵入できないらしい。なんらかの対策がほどこされているらしい。さすがにそこまでうまくはいかないようだ。

　ともあれ、シラーの力であっさりと王宮に侵入したシュンたちは、そこでたまたま秘密図書館に侵入したリュリシアを発見、タイミングを見計らって救出後、シラーの力で脱だつ出しゆつしたのである。

　そして現在、王都から離はなれたシュンたちの隠かくれ家がまで、一行は戻もどってきたところである。

「えぇっと、最初に言っておくと、あの家にはボクの家族がいるんだ」

　と、シュンが説明する。

「シュナブランさんの、家族ですって？」

「うん、そうだよ。ボクの姉さんと妹が」

「ご両親は？」

「もういないよ、死んだから」

　そう説明すると、リュリシアはなぜかあわてた様子で傍かたわらのアンジュをふり返った。

「ど、どうしましょう、アンジュ？　シュナブランさんのご家族にアイサツをするなんて、わたくし、心の準備がまだ……」

「落ちついてください、リリィ様」

「アンジュ、わたくしどこか変ではありません？　髪かみが乱れてませんこと？」

「御お髪ぐしに乱れはございません」

「髪よりも服装の心配をなさったらいかがですか？」

　ソフィーが呆あきれたように言う。

「友人の家を訪ねるのにメイド服というのは、正直常識外れかと思います」

「そうでしたわ、どうしましょう、アンジュ！」

「まぁ、大だい丈じよう夫ぶでしょう」

　ソフィーが、ニヤリと笑みを浮かべる。

「なにしろリュリシア王女殿下には、抑えきれない（笑）高貴な（笑）（笑）オーラ（笑）（笑）（笑）（笑）があるらしいですからね」

「ちょっと、ソフィー卿きよう。あなたわたくしをバカにしていますの!?」

「とんでもありません。私は王女殿下のオーラにただただ感服しているだけですよ（笑）（笑）（笑）（笑）」

　バチバチ、いつものごとく、ソフィーとリュリシアが視線で火花を散らし始めた。シュンはあわてて、まぁまぁ、と二人をなだめる。

「ま、まぁあれだよ。ボクの家族がいるけど、あまり気にしないでってことで」

「……えぇ、わかりましたわ」

　リュリシアがうなずく──なぜか歩きながら、髪が乱れていないかしきりに気にしながら手て櫛ぐしで整えていた。女の子はみだしなみに気を遣うよね、とシュンはなんとなく微笑ほほえましく見つめる……なぜかそのとなりのアンジュまで髪を手で押さえていた。

　山の間、木と岩で囲まれた目立たない場所にある家が、今のシュンたちの隠れ家である。

　シュンは、そういえば自宅に友人を連れてくるなんて、もしかしなくても生まれて初めてのことだな、と改めて気づいた。その相手が王女であるリュリシアというのも、なんとも数すう奇きなものだ。

　シュンは小声でソフィーに尋たずねた。

「家にはみんないるんだよね？」

「ヴィオニエやアリア姉さんはもちろん、ティンも到着して、クロロも合流したとさっき連れん絡らくがありました」

　現状、協力してくれる姉妹が全員そろっているわけだ。

「ソフィー。ボク、ちょっと先に帰ってるね」

「どうしてですか？」

「少し気になって」

　と言って、一足先にシュンは隠れ家へ向かった。

　シュンの姉妹はよくいえば皆個性的、身も蓋ふたもない言い方をすれば、変わり者が多い。そんな家族をいきなりリュリシアに会わせても大丈夫かな、と土ど壇たん場ばで急に不安になったのである。

「帰ったよ……」

「妹蹴撃シスター・キツクッ!!」

　ドゲシッ、隠れ家のドアを開けた瞬しゆん間かん、シュンの腹部に衝しよう撃げきが走った。何者かがいきなりシュンめがけて飛び蹴げりを放ったのだ。と言っても、シュンに向かっていきなりこんな理り不ふ尽じんをする妹なんて、一人しかいない。

「ちょっ、クロ、いきなりなんなの？」

「うっせーのです。せっかくあたくし様が来てやったのに出で迎むかえもなしに留守にしてるなんて、シュンのクセにナマイキなのです！」

　と、騒さわぐのはシュンの妹、クロロである。小こ柄がらな体をフリル付きの黒いドレスで包んでいて、黙だまっていれば人形のようにかわいらしい妹だ──クロロが大人しくしているところなんて、兄であるシュンでも見たことがないけれど。

「クロロ、お客さんが来てるんだから、暴れないでよ」

「客ってどこのどいつなのですか？」

「聞いてない？　リュリシア王女殿下。ボクの友達」

「王女って……女なのですか!?」

　それはまぁ、男の王女はいないだろう。いたらそれは変態だ。

「シュンが女を家に連れてくるなんて天変地異なのです！　この世の終わりなのです！」

　ショックを受けたようにクロロは頭を抱かかえる……正直傷つく。この妹は、シュンのことをなんだと思っているのだろうか。

「へっ、まぁシュンの女友達なんて、どーせブサイクに決まっているのです」

　クロロがシュンに反発するのはいつものことだけど、今日はいつも以上に不ふ機き嫌げんそうだ。なんでだろう？　なにか、気に入らないことがあったのだろうか？

　ただ、クロロの態度が目にあまるので、たまには兄としてガツンと言っておくことにする。

「クロロ。ボクに悪態つくのはいいけど、お客さんに同じコトしたら、ボク怒おこるよ？」

「へっ、シュンごときが怒っても怖こわくねーのです」

「お尻しりぺんぺんするよ？」

「ロリコン！　そんなことしたら児童相談所に駆かけ込んで訴うつたえてやるのです！」

　この子は……子供だがなまじ知能が高いだけに、口が達者だった。

「ま、シュンの女がどれだけブサイクなのか一目見てやるのです！」

　と、クロロがシュンの横をすり抜ぬけて外へ飛び出る。ちょうど、足音も近づいてきたので、ソフィーたちも到とう着ちやくしたようだ。

　このままだとマズイ、とシュンはあわてる。クロロの態度はどう考えても王女であるリュリシアに対して失礼だ。シュンは、普ふ段だんの自分の態度のほうがよほど問題があるのだが、そんなことはすっかり頭から抜け落ちていた。

「ちょっと、クロ……」

　あわてて追いかけるが、少し遅おそかった。すでにクロロはリュリシアやアンジュたちの前まで行っていた。

「あら、かわいらしい子ですわね。どなたですの？」

「はて、どこかで見た覚えが……」

　リュリシアがクロロの外見を誉ほめ、アンジュは首をひねっている。そんな二人を見回し、クロロは、口を開いた。

「はじめまして、お姉ちゃんたち。シュンお兄ちゃんの妹の、クロロです。いつもお兄ちゃんがお世話になってます♡」

「え……えぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!!」

　子供らしい、甘い声でアイサツするクロロを見て、思わずシュンは叫さけんだ。なんだ、あの声、あの笑顔、あの態度。アレは本当に、いつもシュンと顔を合わせるたびに飛び蹴りと毒しか吐はかないクロロなのか？

「あら、丁てい寧ねいなアイサツありがとうございますわ。わたくし、リュリシア・ルショット・シャンベルと申しますわ。あなたのお兄様の学友をさせていただいておりますのよ」

　と、リュリシアも慣れた様子で優ゆう雅がにアイサツを返す。するとクロロはつぶらな眼を見開いて、さも驚おどろいた、という表情を作った。

「もしかして、リュリシア様って、ジュヴレーヌ王国王女殿でん下かの？　うわぁ、あたし、お姫ひめ様さまってはじめて見ました。すっごく美人！　うちのお姉ちゃんたちよりもキレイです！」

「ほほほ、そんなことありませんわ。それに、あなたもとてもかわいらしいですわよ。あなたも大きくなったら絶対美人になりますわ」

「うわわ、誉められちゃった、ありがとうございます、王女様──あ、あたしのこと、お兄ちゃんはクロ、って呼んでくれるんです。だから王女様も、クロって呼んでくれたら嬉うれしいな♡」

「えぇ、クロさん、ですわね。あなたのお兄様には、いつもお世話になっていますわ」

「そんな。うちのお兄ちゃんって、いっつもダメダメなんですよ？　ぜったい王女様にも迷めい惑わくかけてますよね？　ごめんなさい。不出来な兄に代わって、謝らせていただきます」

　頭を下げるクロロを見て、リュリシアは感心したように何度も頷うなずいている。アンジュにいたっては、ジトッとシュンを睨にらんでいる。『こんなにできた妹がいるのにあなたは本当に不出来ですね』とか、そんな感じの視線だった。

　しかし、なんだろう、この違い和わ感かん。あまりにも普段とちがいすぎるクロロの態度に、シュンは寒気さえ感じるほどだった。

　だが、ソフィーとシラー、二人の妹たちは平然としていて、全然驚いた様子がない。

「ねぇ、ソフィー。今日のクロ、変じゃない？」

「あの子は外面がいいというか、ティンとちがって要領がいいんです」

　ソフィーは、呆あきれたような声を漏もらす。

「あの子の場合、極きよく端たんな人見知りと言ったほうがいいですがね」

「人見知り？　クロが？」

　和やかな雰ふん囲い気きでリュリシアと会話するクロロは、子供とは思えないくらいなじんでいた。少なくとも、シュンよりよほど世慣れしている。

「あの子は私たち家族以外に素の自分を見せないと言いますか……正直、あの子が本心でぶつかる相手は兄さんくらいです」

　本心で、というか、クロロはシュンのことをバカにしているから、遠えん慮りよがないだけの気がする。

「あの子もあれで色々、内心思うところがあるのですよ」

　ソフィーが言うが、シュンにはピンと来ない……まぁ、女姉妹の間でしかわからないニュアンスというものもあるだろうな、と思った。

「ねぇ、クロ。姉さんはどこ？」

「お姉ちゃんならさっきから奥でなにかやってましたよ」

　笑顔で告げるクロロがすごく不自然だったけど、シュンはもう一度入り口のドアを開けて声をかけた。

「えっと、姉さん？　リュリシアさんたちを連れてきたんだけど」

「…………」

　妙みようだ。隠かくれ家がの中は静まりかえっていて、なぜか人の気配がない。いったいどこにいるのだろう、アリアたちは？

　と、そこで外から異音が響ひびいた。

　ドルルルルルルルル

「な、何の音ですの？」

「これは、ドラムロール？」

　何事かと、シュンもあわてて外に飛び出す。するとどこからともなく煙けむりが噴ふき出てきた。

「煙？　まさか火事!?」

「いえ、これはおそらく演出用のスモーク……」




『みんな～～♡　会えて嬉しいわ～～～♡♡　宇宙いっぱい、愛してる～～～～～♡♡♡』




　林の中、いきなり大きな声が響く。いったい何事か、と一同が反射的に身構えたとき、パッ、と強きよう烈れつなスポットライトが照射され、いつのまに設置されていたのか、木製のステージの上に立つ人物を照らし出した。

「って、え？　え？　ね、姉さん？」

『今日は我が家に来てくれて、ありがと～～～～☆』

　ステージの上に立つのは見み間ま違ちがいようもない、シュンの姉、アリアだった。だが今日のアリアは普段と様子が違ちがった。シュンがこれまで見たこともないような、きらびやかで露ろ出しゆつの多い衣装をアリアは着ていた。いつも以上に甘い声でキャイキャイと笑うアリアの姿に、シュンは度ど肝ぎもを抜かれ、呆ぼう然ぜんと立ちつくすことしかできなかった。

『それでは聞いてください！　「純愛ジュテーム」！』

　誰だれもが言葉を失っている中、どこからともなくイントロが流れ出した。同時に、アリアは異様なまでにキレのある動きで踊おどり出した。

『♪は～いはいはいはいはい♪』

　満面の笑みを浮かべたまま、すさまじい運動量のダンスを踊りながらアリアは歌い出した。恐おそろしいことに、拡声器とかマイクの類たぐいを使っていないのに、その声はシュンたちの耳にしっかり届いていた。屋外なので声は拡散しているはずなのだが、アリアの声量が段だん違ちがいなために普ふ通つうに美しい歌声が聞こえる。

「な、なんなのですの、これは、いったい？」

　いきなり始まったアリアのステージパフォーマンスにあっけにとられた様子のリュリシア。

「あのかたが、シュナブランさんのお姉さんですの？」

　確かにアリアは姉だけど……さすがのシュンも、ジュヴレーヌ王国の騎き士したちから隠れなければいけないというこの状じよう況きようで、いきなり何の脈みやく絡らくもなく林の中でワンマンショーを開始する人物を、姉です、と紹しよう介かいするのは抵てい抗こうがあった。

「えぇっと……じ、実はあの人は通りすがりのシンガーソングライターで、ボクとは無関係……」

『お姉ちゃんの大好きなシュンちゃんが、今日はお友達を家に連れてきてくれました♡　どんなおもてなしをすればみんなが喜んでくれるか、ずっと考えていたけど、お姉ちゃんの得意な歌とダンスでお出で迎むかえしてみました～～～♡』

　アリアのアナウンスが入る。

「……お姉さん、ですわよね？」

「えっと……ソ、ソフィー？」

「……いい天気ですね」

　ソフィーは露ろ骨こつにシュンから視線をそらした！　シラーを見るが、シラーはどうせしゃべらないから頼たよりにならない。クロロは、シュンが見る前からそっぽを向いていた。ダメだ、全員他人のフリしてる！

「………………………………………………………………うん、ボクの姉です」

　認めるしかなかった。こんなにアリアを姉だと言いたくなかったのは、シュンの人生でも初めてのことだった。

「ま、待ってください……まさか、もしかしなくても、彼女はアリア・ニコ・ブルトゥレではないですか？」

　と、アンジュが尋たずねる。シュンはうなずいた。

「アリア……確か、モレサンド合衆国の、副大統領でしたわよね？」

「それだけではありません、リリィ様！」

　アンジュが、興奮と共に告げる。

「アリア・ニコ・ブルトゥレと言えば、デビュー曲がいきなり十週連続売り上げ一位を獲かく得とく、以来、出す曲全てがギガヒットという超ちよう新星の音楽家！　戦後世代の絶大な人気を後うしろ盾だてに政治家として選挙に出馬し、合衆国副大統領に就任、そこでも非ひ凡ぼんな政治手しゆ腕わんを発揮しているというまさに生きる伝説です」

「……アンジュさん、くわしいね」

「なにを言っているのですか。これくらい、一いつ般ぱん常識レベルです！」

　鼻息荒あらく語るアンジュ──明らかに、いつもよりも声に熱がこもっている気がする。

「シュナブランさん。彼女が本当にあなたの姉なのですか!?」

「う、うん、いちおう」

「そんな……こんな身近に関係者がいただなんて……」

　ショックを受けた様子のアンジュ。なにがあったのだろう？

『それでは続いて新曲「恋れん愛あいレミっとミゼラブル」をいきま～～～す♡』

「なんですって、先週発表されたばかりの新曲ではないですか！　発表するやバーガント主要十カ国のランキングで一位を獲得したという！」

「アンジュさん、やっぱりくわしい……」
















「こんなことは常識レベルです！」

　その常識は（アリアのファンにとっての）という注ちゆう釈しやくがつく気がする。

「ハイッ！　ハイッ！　ハイハイハイハイハイッ!!」

　あろうことか、アリアの振ふりつけにあわせてアンジュまで踊り出した。二人の動きがみょうにシンクロしていて、素人しろうと目にもすごいと思うシュンだった。

「……ア、アンジュ、あなた……」

　アンジュの一番身近にいたはずのリュリシアは、従者の意外な一面を目の当たりにして、さっきまでとは違った意味で驚きよう愕がくしていた。

「確かにいつもなにかの音楽を聴きいていたことは知ってましたけど、こんなに……」

　シュンも驚おどろきだった。普ふ段だんは堅かた物ぶつなイメージのアンジュが、まさかアイドルオタクだったなんて……

　そういえば、今さら気づいたけど、ステージの上のアリアを照らすスポットライト。よく見たら、木の間に設置されたライトを手動で動かしているのはシュンの妹、ヴィオとティンだった。

　ヴィオは『なんであたしがこんなことしないといけないのさぁ』とでも言いたげな表情でしぶしぶと、ティンはいつも通りの無表情でたんたんとライトを動かし、アリアのステージパフォーマンスを彩いろどっていた──二人とも、どうやらアリアに言われて手伝っているようだ。

「アリアァァァァァァァ、アァァアァァアアアァアアァア、アァッアッァァァアアァア!!」

　アンジュが異様なくらい興奮していて、それを見たアリアはイヤな顔一つせずアンコールにこたえていく……林の中のライブは、その後もしばらく続くのだった。







「あらためまして……あたくしが、シュンちゃんたちの姉の、アリア・ニコ・ブルトゥレです～」

　ライブ終しゆう了りよう後ご仕切り直して、隠れ家の中、普通の衣装に着き替がえたアリアがリュリシアとアンジュにアイサツする。

　室内にはシュンとその姉妹たち、アリア、ソフィー、ヴィオ、シラー、ティン、クロロが勢ぞろいしていた。

「姉さん、なんでいきなりあんなことしたの？」

「お姉ちゃんなりの歓かん迎げいのアイサツよ～。それよりシュンちゃん。外から帰ったら？」

「ただいま……って、そうじゃなくて、やり過ぎだよ、あんなの！」

「え～、本心ではシュンちゃんも嬉うれしかったでしょ？」

「正直、恥はずかしかったよ……」

　リュリシアは、そんな会話をするシュンとアリア、そして室内の面々を見回して、尋ねてきた。

「確認させていただきますけど……全員がシュナブランさんのご姉妹きようだい？」

「うん」

「ソフィー卿きようも？」

「実はそうなんだ」

「えっと……」

　リュリシアが、チラリと横を見る。その視線の先に座っていたのは、ティンだった。

　だが今日のティンは明らかに異様だった。

　なぜなら、四角い紙かみ袋ぶくろを頭からかぶって、顔を隠しているからだ。袋には二つの穴があいていて、そこから眼がのぞいていた。

　おそらくティンは、剣聖である自分の正体を隠かくすために顔を隠しているのだろう──もう少し他にやりようはなかったのかと思うが。

「えっと……ティン。この二人はボクの友達だから、顔を見せてもらえないかな？」

「……ん、わかった」

　ティンは素直にうなずき、覆ふく面めんをとった。紙袋から、さらさらした美しい銀ぎん髪ぱつがこぼれ落ち、それをみたリュリシアとアンジュが目を見開いた。

「……もしかしましたら、あなたはシャンミュニ皇国の剣けん聖せい様？」

「ん」

　うなずくティン。面識があるため、リュリシアはティンの正体に一目で気づいたようだ。

　そしてリュリシア以上に驚おどろいているのは、アンジュのほうだった。先ほどから眼を白黒させている。

「これは、本当に、なんというか……錚そう々そうたる顔ぶれですね」

　確かに、アリアやティンはリュリシアたちも知る有名人だ。表向き他人であるはずの面々が、実は姉妹だった、と言われれば驚くだろう。

「そしてここにはいない、モニカ・ディス・アルトゥスも、私たちの姉妹です」

　と、ソフィーが告げる。

「それは、つまり……」

「単刀直入に言えば、私たちは全員、〈魔王コシユマル〉の子供になります」

　さらりと、重要な発言をする。リュリシアたちは、ここまででも十じゆう分ぶん驚いていたせいか、表情の変化は少なかった。

「……驚いてないの、リュリシアさん」

「驚いてますわよ。ただ……ソフィー卿が魔族だという話は先日聞きましたし、あの後わたくしなりに色々考えて、ある程度予想していましたの」

「……よろしいでしょうか？」

　アンジュが挙手する。アリアが微笑ほほえみながらうなずいた。

「サインかしら～？　もちろんいいわよ～」

「ち、ちがいます。聞きたいことがあります！」

　と言うアンジュだったが、その顔は微び妙みように名残なごり惜しそうに見える。アリアのファンらしいので、サインは欲しいのだろう。後で渡わたしてあげればいいかな、とシュンは考える。アリアのサインくらい、頼たのめばいくらでももらえるし。

「わたしたちをここに呼び寄せた理由を教えていただきたいのですが」

「リュリシア王女殿でん下かが困っているってソフィーちゃんから聞いたから、それが理由かしら～」

「……わたしとリリィ様を、これからどうする気ですか？」

「別にどうもしませんよ～。ただ、協力してくれたら嬉しいな～、って思ってはいますけど～」

「……アリア姉さん。ここは私が話します」

　と、ソフィーが手を挙げた。

「簡単に言えば、私たちはペルデ卿の野望を阻そ止ししたいと考えています。そしてこの目的は、リュリシア王女殿下の考えとも合がつ致ちしていると思います。ですので、ご協力いただけないでしょうか？」

「……自分たちが魔族であると名乗った、ということは、リリィ様が断われば、秘密を知ったわたしたちは殺される、と解かい釈しやくすればいいのでしょうか？」

　ソフィーは静かに首を振った。

「私たちが魔族だと名乗ったのは、こちらの誠意を見せるためです。もちろん言いふらしてもらっては困りますが、仮に王女殿下の協力を得られなかったとしても、口くち封ふうじなどと無ぶ粋すいなことをするつもりはありません」

「……けっこうですわ、アンジュ。わたくしが直接話しますわ」

　と、リュリシアもアンジュに告げ、改めてソフィーと対たい峙じした。

「……まずはソフィー卿。あなた、今までずいぶんと、多くの秘密をかかえていたのですわね」

「人間誰だれしも秘密をかかえているものです」

「あなた、人間ではないのでしょう？」

「いいえ、人間だと自分では思っています。実際、私たちは魔族と人間のハーフです」

「……いいですわ。ならばソフィー卿。この際、単刀直入に話しませんこと？　あなたたちの、本当の目的は何ですの？」

「目的、ですか」

「仮に、わたくしがあなたたちと手を結んだとして、わたくしはなにをどうすればよろしいのかしら？」

「……私たちは、バーガント全土の恒こう久きゆう的てきな平和こそが最終目標だと、認識しています」

「それは誰もが願うことですわね」

「そのためには、現在の国家の垣かき根ねを越こえての協力が必要不可欠だと思っています。だから私たち姉妹は、それぞれ別の国家に所属しています」

「つまり、バーガント大陸を陰かげから支配する、ということですの？」

「支配するつもりはありません。あくまで、大陸全土の平和を目指し、世界の秩ちつ序じよと安定を保全することを目的としています」

　テーブルの席につきながら、シュンは二人の話を聞いてうなずいた……うん、正直話がまどろっこしくて、なにが言いたいのかシュンの頭ではよくわからない！

「……剣聖様にお尋たずねしますわ」

「ん？」

　急に、リュリシアはティンを見た。

「こういったことを、エルは……エルミタージュ皇こう帝てい陛下は、ご存じですの？」

「だいたい知ってる」

　と、ティンが答える。

「剣定が終わってから、エルにはだいたい説明した」

「そうですの……話はわかりましたわ。わたくしももちろん、大陸の平和と安あん寧ねいは望むところですわ。けれどそのために、具体的になにをするといいますの？」

「ペルデ卿の野望を砕くだきます」

　ソフィーが、決意と共に告げる。

「ペルデ卿は現在、バーガント全域での大同盟を締てい結けつしようとしています……ご存じでしょうか？」

「……いいえ」

　悔くやしそうに、リュリシアは首を振ふる。本来ならば、王国王女であるリュリシアは知っていなくてはならないことである。だが、ペルデの手で自室に軟なん禁きんされていたリュリシアは、手に入る情報も制限されていたのだ。

「ここにその草案があります」

　ソフィーが、一束の書類を取り出した。

「大陸の主要国家にジュヴレーヌの外交筋から提出されたものです」

「そんなものをどこから……いえ、あなたたちの立場でしたら、簡単な話ですわね」

　リュリシアは書類に目を通しはじめるが、けっこう分厚いので、全てを読むのには時間がかかりそうだった。

「簡潔にその内容をまとめますと、バーガント大陸の全ての国家が団結し、魔族の脅きよう威いに対たい抗こうするための同盟を結成する、というものです」

「……えぇ、そのようですわね」

「これにはいくつかの問題があります。一番の問題は、この部分ですね。『この同盟に参加しない国家は、悪質な魔族幇ほう助じよ国家と認定し、同盟による武力介かい入にゆうの対象とする』つまり、同盟に反対する国家は力ずくで屈くつ服ぷくさせる、という内容です」

「…………」

「さらには、『この同盟の盟主は、発案者であるジュヴレーヌ王国とする』とあります。これはもはや、ジュヴレーヌ王国による世界征せい服ふく宣言も同然です」

「……お父様は、どうしてこんなものを……」

「魔族と人類の対立は、そう簡単に解決できるものではないと私たちも考えています。ですが、ペルデ卿のこの大同盟は、認められません。もしこの計画が進められれば、大陸は東と西で二分されます……なぜなら、現在の大陸西部は、魔族勢力に当たるからです」

「え、そうなの!?」

　思わず声を漏もらすシュン。シュンにとっては初耳のことだが、リュリシアは苦しげな顔でうなずいていた。

「事実ですわ──わたくしも、今日知ったばかりですけど」

「三十年前の戦争で、人類は大きく傷つきました。特に主戦場だった大陸西部の被ひ害がいは大きく、もはや国家を存続することが不可能だったと言われています──それを復興したのが、生き残った魔族たちです。魔族は人間として大陸西部にとけ込みつつ、大陸を現在の状態にまで復興させました」

「魔族はなんでそんなことをしたの？」

「魔族は、もともとバーガントへの移住を目的としていたそうです。ただ、バーガントの先住民である人類と対立してやむをえず戦争に突とつ入にゆうした、というのが、魔族側の見解です」

「その辺りについては、わたくしもくわしくは知りませんわ。資料がなかなか見つからなくて……」

　リュリシアも嘆たん息そくしている。

「バーガントには現在も魔族がいます。重要なのは、その魔族たちは人間として生活し、平和を望んでいるということです。ペルデ卿きようはその隠れた魔族勢力をあぶり出し、根絶やしにするつもりです」

　それを阻止できるのは私たちしかいません、とソフィーは締しめくくった。

「……わかりましたわ。ペルデ卿のやろうとしていることは、わたくしの望むことではありません。そのために協力できることがあるのならば、あなたたちと手を結びましょう」

「ありがとうございます、リュリシア王女殿下」

　ソフィーとリュリシアが固く握あく手しゆを交わすのを見て、シュンは、とりあえず第一段階は成功したな、と思った。シュンたちの目的を果たす上で、リュリシアが味方になってくれるかどうかは重要な要素だったのだ。




　その後、シュンたちは具体的にどう動いていくのか、という内容をその場にいた全員で話し合った。いくつかシュンも知らなかったような情報が新たに語られたりもして、話し合いは深夜になっても終わらなかった。

　状じよう況きようが状況なので、リュリシアとアンジュはこのままシュンたちの家に泊とまり、翌日もさらに打ち合わせをした後、具体的な行動に移っていく、という方針でその日は解散した。

　食事は、簡単に食べられるものを話し合いをしながら食べたので、シュンも空腹ではない。正直時間の余よ裕ゆうはあまりないので、今日のところは早く寝ねて、明日あしたに備えないといけないだろう。

　けれど、寝る前に胸の包帯を新しいものに取とり替かえておくことにした。自室で一人、服を脱ぬいで古い包帯をほどく。包帯に血はついていないので、傷はほぼ完全に塞ふさがっているが、念のため、もうしばらくは包帯をつけておくことにする。

　そこでシュンは思い出し、机の上に置いてあった端末を手に取った。魔導端末である。騎き士しにとって必ひつ需じゆ品ひんといわれるその品だが、シュンの手の端末の真ん中には穴があいていた。表面にも亀き裂れつが走っており、スイッチを入れても動かない。完全に壊こわれていた。

「これ、リュリシアさんにもらったばかりだったんだよね……」

　制服の胸ポケットに入れていたら、偶ぐう然ぜんそこに短たん剣けんが刺ささり、シュンは負傷した。この端末が剣けんを食い止めたおかげで、シュンの命は助かったと言える。

　その点でも、端末をくれたリュリシアには感謝しないといけない──だが、もらったその日にいきなり壊してしまったという事実は、さすがにマズイ気がする。けっこう高価なものだし、リュリシアもいろいろ考えてシュンにプレゼントしてくれただろうに……

　このままリュリシアに黙だまったままにしておくのは、色々と後味が悪い。

「よし、この機会に、正直に話して謝ろう」

　決意するシュン。リュリシアとはこれから協力していくのだし、隠かくし事ごとをするのはよくないと思う。素直に謝れば、ゆるしてもらえるだろう。アンジュあたりが激げき怒どしそうな気がしないでもないけど、そんなときは〈天聖騎士エヴアンジル〉であるシュンの父親直伝の必殺技、土下座を炸さく裂れつさせればなんとかなるだろう。なにしろあの必殺技は、怒いかり狂くるうシュンの母親、〈魔王コシユマル〉すらもなだめたほどの効果があるのだ。

「えっと……リュリシアさん、いる？」

　隠れ家がはけっこう広く、部屋も余裕がある。リュリシアたちが使っている客室をノックして声をかけるシュンだったが、中からの返事はない。

「……あれ？　いないのかな？」

　部屋の中に人の気配がない。ちょっとだけ扉とびらを開けて中をのぞいてみたが、やはり中には誰もいなかった。どこにいったのだろう？

「兄さん、なにをやっているのですか？」

　いきなり声をかけられ、ふりかえるとソフィーがいた。ソフィーはなにやら怪け訝げんな顔をしている。

「そこはリュリシア王女殿でん下かの部屋ですが、こんな時間にいったいなにを……ま、まさか夜よ這ばいに……」

「な、なにいってるのさ、ソフィー。ちょっとリュリシアさんに話したいことがあったんだけど、どこに行ったか知らない？」

「王女殿下なら、先ほど、少し散歩すると外に出ましたが」

「そう、ありがとう」

　ソフィーはなんとなくスネているような顔をしていたが、ここはとりあえず当初の目的を優先して、シュンも隠れ家の外へと飛び出した。

　周辺に人家はない林の中である。さらに隠れ家の性質上、中の明かりが外に漏れないようになっているので、外はけっこう暗かった。

　ただ、夜空に皎こう々こうと月が輝かがやいているおかげで、ある程度周囲の様子は見み渡わたすことができた。

　シュンはそのまま周辺を探たん索さくしながら歩いていく。それほど遠くへ行っていないと思うけど……そんなことを考えながら歩いていると、林の切れ目。ちょうど広場となった場所にリュリシアが一人でいるのを発見した。

　リュリシアさん、と声をかけようとしたが、できなかった。一人で立つリュリシアは、もの憂うげな表情で月をながめていて、その姿があまりに幻げん想そう的で、声をかけるタイミングを失ってしまったのだった。

　さえざえと輝く月光を見つめるリュリシアの姿は、どこかもの悲しげで、シュンごときが気軽に声をかけられる雰ふん囲い気きではなかったのだ。

「リリィ様、こちらにいらっしゃいましたか」

　と、リュリシアの背後からアンジュがやってきた。シュンは物もの陰かげに隠れたまま、様子をうかがった。

「えぇ、アンジュですの」

「いかがなさいましたか？　あまり外にいては、お風か邪ぜを召めされますよ」

「……あなたは、どう思いますの？」

　リュリシアの質問の意図が、シュンにはよくわからない。だが付き合いの長いアンジュには、十じゆう分ぶん伝わったようだ。

「正直驚おどろきましたね。ソフィー卿とシュナブランさんが兄妹きようだいだったというのも驚きましたが、あのメンバー全員が姉妹というのは……ましてや、半ば伝説になっている〈天聖騎士エヴアンジル〉と〈魔王コシユマル〉が戦後も生き残っていて、しかも子供を作っていたなどという話、正直今でも信じられません」

「そうですわね。けれど事実は事実として受け入れなくてはなりませんわ」

　シュンは、ゴクリと口の中のツバを飲み込んだ。完全に出て行くタイミングを逃のがしてしまった。どうしよう？　盗ぬすみ聞きを続けるのは、さすがに問題が……

「なにやってるのさ、シュン兄ぃ」

「っ!!」

　いきなり背後から声をかけられ、シュンは思わず悲鳴を上げかけた。見ると、なぜかヴィオがシュンのすぐ後ろに立っていた。

「なんでヴィオがいるの？」

「シュン兄ぃが出てくのが見えたからさぁ……って、あれ、お姫ひめ様じゃん」

　ヴィオがそのままリュリシアたちのもとへ出て行こうとする。シュンは、あわてた。ここにシュンがいると知られたら、今まで盗み聞きしていたことまでバレてしまう。そうなればきっと、アンジュは激怒するだろう。ただでさえ端末の件があるのに、これ以上状況を悪化させたくはない。

「なにして、ムグッ……」

　シュンはとっさにヴィオの体をつかみ、背後から妹の口をふさいで黙らせた。

「ふみゅっ！　みゅ～！」

　当然だが、ヴィオがシュンの手の中で暴れ出す。でも怒おこったアンジュは本気でシュンを剣で斬きろうとしてくるのだ。ヴィオには悪いけれど、命にはかえられない。シュンはより一層手に力をこめ、ヴィオを大人しくさせようとする。

「っ！　みゅ～、んぅっ、んっ！　ん～～～、んンッ、うふぅぅぅッ、ンふぅ……うっふぅぅぅ、うっ、ひっ、ひっ、イッ、イッ、ンぅ、あっ、やっ、ああっ」

　ヴィオがしゃべろうとするので、口元をしっかりとおさえ、暴れるヴィオの小こ柄がらな身体を反対の手でしっかりと抱だきかかえる。

　幸いというか、周囲は夜の林である。人ひと里ざと離はなれたこの辺りは、夜になると大量の動物や虫たちが活動をはじめるので、ヴィオが多少暴れても、物音でリュリシアたちに気づかれることはなかった。

「魔族とは、本当に優ゆう秀しゆうなのですわね」

　リュリシアの声が聞こえる。

「三十年前、人類が敗北寸前まで追おい詰つめられたというのも納得ですわ」

「確かに……ソフィー卿の優秀さは以前から知っていましたが、シャンミュニ皇国の剣聖様、モレサンド合衆国の副大統領まで同じ血筋だったとは……」

「もし今、魔族と人類の間で戦争が起こったとして……人類は、勝てると思います？」

「……わたしにはわかりかねます」

「でもペルデ卿は、それをしようとしている……わたくしは、正直、人類に勝ち目なんてないと思いますわ」

「リリィ様！」

　アンジュが驚いたような声を出す。シュンも同様だった。

「わたくし、ソフィー卿は特別な存在だと思っていましたけど……魔族にとっては、あれくらい普ふ通つうのことなのかもしれませんわ。そんな魔族と人類がぶつかりあったとして、人類が勝てる要素なんて、わたくしには見つけられませんわ」

　リュリシアが悲しげに息を漏もらす。

「三十年前から、人類の中に魔族がとけ込んで生活しているという話も……このままだと、人類は戦うことなく内側から魔族にのっとられる、ということですわ」

「そんなこと……」

「事実、あの姉妹は、各国の権力の中ちゆう枢すうについてますわよ」

　だんだんと、話の雲行きがあやしくなってきた気がする。シュンは息を潜ひそめてリュリシアの声に意識を集中させた。

「わたくしは、ジュヴレーヌの次期国王として決断しなくてはなりませんわ。魔族とどう向き合うかを……アンジュ、あなたはどう思います？」

「確かに、魔族を無視はできませんが……こうやってみると、伯お父じ上うえの考えもわかります。伯父上は手て遅おくれになる前に、魔族と決着をつけたいのですね」

「そう、戦うというのも選せん択たく肢しの一つですわ」

　まさか、リュリシアはこのままペルデのもとへ戻もどる気なのか！

「ですが、魔族が優秀なのも事実……わたくしは今、大きな好機を得ているとも言えますわ」

「と、言いますと？」

「魔族の力を受け入れ、それを利用するのですわ。ジュヴレーヌ王国の発展のためには、むしろそうすべきだとも思いますわ」

「ですが、それでは……」

「アンジュ。些さ細さいなこだわりは捨てて、大きく見なさい。ソフィー卿きようたちに協力することは、彼女たちに貸しを作ることになるはずですわ。優秀な彼女たちの力を得ることができれば、ジュヴレーヌは、他国に先んじてさらなる発展を手に入れることもできるはずですわよ」

「ですが、危険な賭かけです。ソフィー卿のことは信しん頼らいしていますが、全ての魔族がソフィー卿のような人物だとは思えません」

「わかっていますわ。でも現状、わたくしたちがなすべきことは、彼女たちと協力し、同時に彼女たちを味方につけることですわ。魔族の力をどれだけ取り込めるか──ジュヴレーヌの未来は、それによって決定するはずですわよ」

　リュリシアは、そろそろ戻りますわよ、と告げ、アンジュを連れて隠れ家のほうへと戻っていった……隠れていたシュンは、二人が完全に見えなくなったのを確認して、ふぅ、と息を漏らす。

「リュリシアさんも、いろいろ考えているんだな……」

　さすがは王女様である。シュンなどとは、視点が全然違ちがった。国の未来のこととか、正直シュンはそんなこと、考えたこともなかった。今までのシュンは、ただ家族を護りたいだけの気持ちで、父と同じジュヴレーヌ王国の騎き士しを目指していた。

　けれど、それじゃダメなんだと、最近ようやくわかってきた。リュリシアたちのいる場所に行くには、もっといろんなことを知って、考えて、力をつけないといけないのだとわかった。今のシュンは、あまりにも無力だ。ただ、ソフィーたち姉妹の後ろをついて歩くだけの自分では、世界を変えることなんて絶対にできない。世界を変革するには、まず自分自身が変わらないといけないのだ！

「まぁとりあえずの目的は、モニカ姉様を助けることだけど、その後は……」

「んぅ～……にゅ～……」

　そこで思い出した。シュンは、ヴィオを力ちから一いつ杯ぱい抱だきしめて口元を押さえていたのだった。

「あ、ごめんね、ヴィオ。もうしゃべってもいいよ」

　手をはなすと、ヴィオは、ほぅ、と息を漏らした。

「んぅ……シュ、シュン兄ぃ……大だい胆たんすぎぃ……」

　ヴィオは、熱っぽい視線をシュンに向けてきた。あれ？　どうしたんだろう？　なんだか、いつものヴィオと様子が違うような……むにっ。

「あンっ……シュン兄ぃ、もっとぉ……」

　甘えた声を出すヴィオ。シュンは、今さらながら気づいた。ヴィオを抱きしめた自分の手が、ヴィオの大きくふくらんだ胸をしっかりと握にぎりしめていることに。むにむにょん、シュンの指の動きに合わせて、ヴィオの乳ち房ぶさがやわらかく形を変えていく。

「ご、ごめん、ヴィオ、こんなつもりじゃ……」

　あわてて手をはなすシュン。だが、なぜかヴィオは、シュンのその手を摑つかんだ。

「いいよ、別にはなさなくてぇ……」

　ヴィオは、熱のこもった視線でシュンを見上げてくる。本当に、どうしたのだ、ヴィオは？　頰ほおが紅潮し、呼吸も荒あらい妹は、あきらかにいつもと様子が違った。

「これ以上焦じらされたら、あたし、頭おかしくなっちゃぅ……」

　シュンの手が、ヴィオの胸元に誘さそわれ、またもやわらかい感かん触しよくが伝わってくる。

「ねぇ、もっと、気持ちいいことしてぇ……」

　とろん、と蕩とろけた表情でヴィオはシュンにすり寄ると、ちゅっと、シュンの首筋をついばむように口づけしてきた。

「ヴィ、ヴィオ、どうしちゃったの、変だよ？」

「シュン兄ぃが、したんじゃん。ここでおわったら、あたし生ゴロしだよぉ……」

　やばい、せつなそうな声を漏らすヴィオの顔を見ていると、なんだかシュンの胸もドキドキしてきた。いつもはシュンのことを嫌っているはずのヴィオが甘える姿は、おどろくほどかわいい。

「ここなら、誰だれもこないしさぁ、ねぇ、いいでしょ、シュン兄ぃ……」

「ダメだよ、ヴィオ、こんなことしたら」

　むに、もみゅん、たゆっ、シュンの手が、ヴィオの大きな胸を揉もみしだいた。次の瞬しゆん間かん、体に電流が走ったかのように、ヴィオが体を震ふるわせた。

「ひあんっ！」

「どうしたの、変な声出して？」

　むにゅっ、むぎゅっ、むにゅぅん。

「ひあぁぁぁん、らめぇ、あたし、そこ、ビンカンにゃのぉぉぉ、ヴィオの恥はずかしいとこ、そんな、むにむにってしたららめぇぇぇぇぇぇぇ」

「ヴィオ、だったらボクの手をはなしてよ」

　むにゅもにゅ、ぷるっ、たぷん、もみんっ。

「あぅ、らめっ、ひんっ、ひぃぃぃ、やぁ、あっ、んぅ、あひィ、あああっ、いいっ、イいっ、いいッ、イックぅぅぅぅぅぅぅぅっ!!」

　びくっ、びくびくんっ、ヴィオの身体が痙けい攣れんし、次の瞬間シュンの胸の中に倒たおれてくる。シュンはあわてて妹の体を支えた。

「あっ、ひゅぅん、んっ、気持ち、よかった……」

　涙なみだをにじませたトロ顔のヴィオを見て、シュンはまた、無意味に胸が高鳴った。

「どうしよう……とんでもなく、いけないことをやってしまった気がする……」

「…………」

「えっと……とりあえずヴィオの部屋にいって寝ねかせておけばいいよね、たぶん？」

「…………」

「えっ？」

　視線を感じてふり返ると、木の陰かげに立つシラーと視線があった。

「シ、シラー、なんでこんなところに！」

「…………」

　シラーはいつもどおり無言のままだ……ただどういうわけか、シラーの顔までもが紅潮していた。長い脚あしをすりあわせて、なにやらもじもじしている。

「も、もしかして、ずっと見てたの？」

「…………」

　シラーは無言だけど、その顔を見れば答えは明白だった。

「ち、ちがうんだよ、シラー。これは不ふ可か抗こう力りよくであって、ボクはなにも……」

「…………」

「お願い、このことは誰にも言わないで！」

　思わず妹に土下座するシュン──口止めなんてしなくてもシラーがしゃべるわけはないのだが、そんなことにも気づかないくらい、そのときのシュンは動転していた。




　ジュヴレーヌ王国、王都にて──

「ぬぅ、ペルデ卿はなにを考えているのだ！」

　と、叫さけんだのはアルボワである。アルボワは黄金色の液体を一息に飲み干し、空になったグラスを荒あら々あらしくテーブルにおいた。

「ジイさん、少しは落ちつきなさいよ」

　と、なだめながらティファが空いたグラスにおかわりの酒を注ぐ。

「わたしはそんなに飲みませんよ。あんまり飲むと眠ねむくなる……いや、瞑めい想そうしたくなるのですよ」

「それ、わざわざ言い直す必要あった？」

　言いながら、シトリにもお酌しやくをするティファ。〈四天劍キヤドリエム〉の三人は、王宮内の一室に集まってささやかな酒しゆ宴えんを開いているのだった。

　今の王都の状じよう況きようを考えると、羽は根ねを伸のばしている場合ではないのだが、いろいろと不満もたまってきたので気晴らしに集まった三人である。本来なら酒場にでも行きたいところだが、王都の一いつ般ぱん市民は避ひ難なん中であるため、全ての酒場が閉店状態である。やむをえず、備び蓄ちくされていた酒をかきあつめてこの部屋にきたのだった。

「王女殿でん下かの行方ゆくえはつかめないらしいわね」

「非公開捜そう査さでは限界があるだろう。もっと大々的に人数を割かなくてはダメだ！」

　ペルデは事件を表おもて沙ざ汰たにしたくないらしく、王女の誘ゆう拐かい事件はまだ知れ渡わたっていない。知っているのは、シトリたちの他、少数の上級騎士たちだけである。

「マルス卿きようがいないのが残念ですね」

「マルス卿……あぁ、〈宵月ソワール〉の？」

「彼女はかなり優ゆう秀しゆうな人材だったな。惜おしい人物をなくしたものだ」

「ペルデ卿も彼女を重用してましたからね。その彼女がいなくなって、現在王国の諜ちよう報ほう能力が激減してしまっているようです。王女殿下が見つからないのも、そこが原因らしいですね」

「むぅ、こんなことで大だい丈じよう夫ぶなのか、我が国は」

「だからあたしたちがしっかりしなきゃいけないってことでしょ」

「そうですね。ペルデ卿の言うとおり、〈魔王コシユマル〉の娘むすめの処しよ刑けいが実行されれば、本気で大陸は東西に二分しかねないですからね。そうなれば大昔のような世界大戦が勃ぼつ発ぱつしますよ」

「我が王国の正義を世界に知らしめるためには、必要な戦いだな」

「魔族の残党と戦うのはわたしも賛成ですが……」

「なんかいまさらってかんじなのよね～。正直めんどーだわ」

　ティファがぼやいた。アルボワが片目で同どう僚りようを睨にらむ。

「情けないぞ、ティファ卿。我らが正義を示さなくて、いったい誰がやるというのだ！」

「ジイさんだって、忘れたワケじゃないでしょ。また三十年前と同じことになるなんて、あたしはイヤよ」

「戦争が怖こわくて騎き士しがつとまるものか！」

「怖いワケじゃないわ。ただひたすらめんどーなのよ、戦争って」

「まぁまぁ、アルボワ卿もおさえて、もう一いつ杯ぱいいかがですか？」

「むぅ、いただこうかな」

「ペルデ卿もくればよかったのにねぇ。昔はよく一いつ緒しよに吞のんだのに、さっき誘ったらつきあってられないって言われたわ」

「そうだな。戦争が起こる前は、ペルデ卿やアローズ卿と共に夜通し国の未来について語り、吞みあかしたものだが……戦後は、ペルデ卿も人が変わったように仕事にのめり込むようになったな」

「昔とは立場がちがいますからね。あのおかたはわたしたちとは、視点がちがいます」

「そりゃそうだけどさ、ちょっとつれないわよねぇ」

「まぁしかたあるまい。今は色々と忙いそがしい時期だ」

「むしろあたしらって、本当に酒盛りしてていいのかしら？」

「このお酒は、ペルデ卿が提供してくれたものですよ」

「え？　ウソ、そうだったの？　な～んだ。ペルデ卿もいいとこあるじゃない」

「まぁ事後承しよう諾だくですがね」

「つまり、無断で持ってきたの!?」

「ペルデ卿の執しつ務む室にかざってあったものを何本か」

「それってヤバくない？」

「もう吞んでしまったぞ！」

「空あき瓶びんにお茶でも入れて、こっそり元に戻もどしておけばわからないでしょう。どうせ本人だってめったに吞まないんですから」

「それもそうね」

「むぅ……正義執しつ行こうの英気を養うため、ペルデ卿のお酒には貴い犠ぎ牲せいになっていただくか」

　三人だけの酒盛りは、深夜まで続けられた。







　翌日──シュンたちは再度話し合い、今後の予定と互いの役割を決めた。

　そしてリュリシアは、打ち合わせに従って、己のなすべき役目を果たそうとしていた。

「……エル、ですの？」

『おぉ、なんじゃ、リリィか。そなたから余に直接連れん絡らくしてくるとは珍めずらしいのぉ』

　魔導端末でリュリシアが会話をする相手はエルミタージュ──隣りん国ごく、シャンミュニ皇国の皇こう帝ていだ。リュリシアとは幼なじみである。

「実は、あなたにお願いしたいことがありますの」

『ほぅ……それはもしや、そなたの国で行われるモニカの処刑と、なにか関係があるのかの？』

「エル。隠かくさなくてもけっこうですわ──ティン卿から、話は聞きましたわよ。あなたも魔族と人類の事情については、知ってますのよね？」

『無論じゃ』

「あなたは魔族を、どうしたいと思っていますの？」

『難しい話じゃな。一言でまとめられる話題ではないのぅ』

「そうですわね。その件に関しては、今度直接会ったときにでも話すとして……本題に入りますけど、我が国の筆頭騎士、ペルデ卿とわたくしは今、対立していますの」

『じゃろうな。余がヴァントと対立したのと、同じ道をたどっているわけじゃな』

「その件に関して、あなたの力を借りたいのですわ」

『水くさいぞ、リリィ。余とそなたの仲ではないか。余の力ならいくらでも貸そうではないか』

「ありがとうございますわ」

『それで、なにをすればいいのじゃ？　我が国の騎士を何十万か送ればよいか？　我が国の精せい鋭えいは、そなたの国の騎士にも負けぬ猛も者さぞろいじゃぞ』

「それはけっこうですわ」

　キッパリ、リュリシアは断言した。

「ペルデ卿とわたくしの対立は、あくまでジュヴレーヌ国内の問題。その問題解決のために他国の軍隊を引き入れては、わたくしは自力で自国の問題も解決できない無能者と大陸中に知れわたってしまいますわ」

『ほほぅ。リリィ。そなたもだいぶ、君主としての目線がわかってきたようじゃの』

「あなたほどではありませんわ、エル。そして、あなたにお願いしたいことは……」

　リュリシアが語った内容を聞き、エルは、ふむ、と唸うなった。

『なるほどのぅ……なかなか厄やつ介かいなことを頼たのむものじゃな』

「お願い、できませんこと？」

『それをやったとして、余にどんなメリットがあるのじゃ？』

「ジュヴレーヌ王国の次期国王であるわたくしに、借りを作れますわ」

『じゃが、それはそなたが次期国王になるという前提での話じゃ』

　エルの声は、リュリシアの真意を探っているかのようだった。

『ペルデ卿が実権を握にぎっているそちらの状況を見るに、場合によってはそなたの国王即そく位いも危ういのではないか？　即位したとしても、かなり力を削そがれると余は見ておる』

「それは……」

『余も、皇国皇帝としての立場がある。空手形で我が国の益にもならぬことをするわけにはいかんのぅ』

「……あなたは、ティン卿をこちらに派は遣けんしていますわよね？　わたくしを応おう援えんしてくれているのではなくて？」

『ティンを送ったのは、ティン本人が望んだからじゃ。しかし剣聖一人を動かすのと、大々的に軍を動かすのでは意味が違ちがう。それくらいはそなたにもわかろう』

　エルが固かたく告げる。エルはリュリシアと同い年で、互たがいに似たような立場ではあるが、エルにはすでに皇帝としての実務経験がある。そのせいか、エルはリュリシアよりも現実的な見方をしていた。

『じゃが……先日の剣定の件で、そなたたちに大きな借りがあるのも事実じゃ』

　と、エルが少し口調を和らげた。

『その借りを返すためにも、そなたの言うとおりにするとしよう』

「エル……ありがとうございますわ」

『礼には及およばん──ティンに、しっかりがんばれと伝えておいてくれ。それと、シュンのやつに、またいつでも我が国に遊びに来いと伝えておいてくれぬか』

「ティン卿の件は、うけたまわりましたわ。ですけどシュナブランさんには、伝えられませんわね」

『なぬ？』

「あなたがシュナブランさんを引ひき抜ぬこうとしているのは、知っていますのよ。彼は我が国の騎士になるのですから、あなたに渡すことはできませんわ」

『うぬぬぬぬぬ、おのれ、リリィ。シュンには前々から余が目をつけておったのに……』

「それならわたくしなんて、十年も前から目をつけていましたわ」

『なんじゃと？　それはどういう……』

「ではごきげんよう。さっきの件、よろしくお願いしますわよ」

　リュリシアは強引に通話を打ち切り、ふぅ、と息を吐はいた。




　──シュンは、そんなリュリシアの様子を少し離はなれた場所で見守りつつ、会話が終わったタイミングを見計らって話しかけた。

「えっとリュリシアさん、ちょっといい？」

「あら、シュナブランさん。どうなさいましたの？」

　怪け訝げんな顔のリュリシアを前に、シュンは、意を決して頭を下げた。

「その……ごめん。この前もらった端末、壊こわしちゃった、本当に、ごめんなさい！」

　昨夜謝りそびれてしまったので、今日こそは謝ろうと、先ほどからタイミングをうかがっていたシュンである。

　壊れたと聞いて、リュリシアは驚おどろいたように目を見開いていた。

「騎士用の端末は、よほど乱暴な使い方をしない限り壊れないはずですわよ？」

「さすがに剣が貫かん通つうしたらダメみたい」

　シュンは、壊れた端末を取り出して見せた。リュリシアは穴のあいた端末を見て目を丸くする。

「どういう使い方をしましたの？」

「いやぁ、胸のポケットに入れていたら、偶ぐう然ぜんそこに剣が刺ささって……」

「大変ではありませんこと、ケガをしたのではなくて？」

「ちょっとケガしたけど、たいしたことないよ。それよりも、端末壊してごめんね」

「端末なんて、いくらでも新しい物を買えばいいですわ。それよりもあなたは本当に大だい丈じよう夫ぶですの、シュナブランさん？」

　リュリシアはシュンの胸の部分を心配そうに見つめている。なによりも自分のことを心配してくれる王女様の気づかいが、シュンは嬉うれしかった。同時に、そんなリュリシアの会話を昨夜盗ぬすみ聞ぎきしてしまったことに、チクリと良心がいたんだ。

「ボクなら大丈夫だよ。傷もふさがったからね」

「ならいいのですけれど……」

「でも、本当にごめんね。リュリシアさんがせっかくくれた端末だったのに……」

　リュリシアは、ふぅ、と嘆たん息そくすると、自分の胸元から端末を取り出し、シュンに差しだした。

「なら、かわりにこれをさしあげますわ。今度は、壊さないことですわね」

　リュリシア自身が使っていた魔導端末である。

「え、いいの？　これがなくなったらリュリシアさんが困るんじゃ……それにこれ、個人情報とか、そういうの大丈夫？」

「これはあなたへの、信しん頼らいの証しですわ。わたくしは端末がなくとも、アンジュが持ってますから大丈夫ですわ。中身の情報も、他人に知られて困るようなことは入れないようにしてますから、問題ありませんわ」

　でも、いいのだろうか？　王女様がたった今まで使っていた端末である……しかもよく見ると、表面に金銀の飾かざりがあって、複雑なエングレーブが施されていた。明らかに高価そうな一品である。シュンがこの前もらったものよりもさらに豪ごう華かだった。

「その……そ、それをわたくしと思って、大切にするのですわよ」

「え？」

「では、わたくしは行きますわ」

　赤くなった顔を隠すように、リュリシアはシュンに背中を向けた。ありがとう、とシュンはその背中にお礼を言う。

「リュリシアさん──今回の件が終わったら、勝負をしない？」

「勝負？」

「昔、約束したよね、確か」
















「……思いだして、くれましたの？」

　リュリシアがチラリとシュンを見る。その顔は、ますますまっ赤になっていた。

「こ、こんな時に言うなんて、ズルイですわ……」

「ごめんね、ボクもようやく思い出したんだ。だってあの時、リリィっていう名前が本名だと思ったんだもん」

　リュリシアという名前を聞いていれば、もうちょっと早く思い出しただろう。

「シュナブランさん。わたくしは……」

「リリィ様、なにをなさっているのですか？」

　アンジュが来た。リュリシアは、不ふ機き嫌げんそうな顔で従者を睨にらみ、アンジュはなぜそんな顔をされるのか理由がわからずに戸と惑まどっていた。

「ど、どうされたのですか、リリィ様？」

「……なんでもありませんわ。いきますわよ、アンジュ。シュナブランさんも、ごきげんよう」

　なぜかぷりぷり怒おこりながらリュリシアは去っていき、アンジュがあわててそれを追いかけていった。

　残されたシュンは、ずっと言いたかったことが言えたという解放感から、だいぶ気が楽になっていた。

　自分も行こうかな、とシュンが考えていると、どこからともなくいい香かおりがしてきた。たとえるなら、さわやかな花のような香りだ。

　なんのにおいかな、と周囲を見回して、気づいた。たった今、リュリシアからもらったばかりの魔導端末が芳ほう香こうを放っているのだと。

　そしてその香りは、リュリシアの香りだった。








第三章　処しよ刑けいと決戦と新たな真実









　大陸暦七百九十五年、六の月──

　バーガント大陸南なん端たんの国、ジュヴレーヌ王国は、重大な節目を迎むかえつつあった。

〈魔王コシユマル〉の娘むすめであるモニカの、公開処刑の日である。

　ジュヴレーヌ王国の王都には、国中から選えりすぐられた精せい鋭えいの騎き士したちが勢ぞろいしていた。その数、約一万人。騎士以外の一いつ般ぱん兵力も含ふくめれば、総勢十数万にも及ぶ大軍勢である。王都の住民はすでに全員が避ひ難なん済みであり、王都全域を騎士たちは何度も巡じゆん回かいし、猫ねこの子一いつ匹ぴき入り込む隙すきがないほどの厳げん戒かい態勢がしかれていた。

　王都の中心にそびえるベルナルデ・ピィ王宮。その正面の広場に断頭台が設置されていた。その周囲は数千人の騎士たちが列になって囲んでおり、まさに鉄てつ壁ぺきの布ふ陣じんであった。

　処刑の様子は魔導カメラによって全世界へと中ちゆう継けいされる手はずとなっており、処刑の瞬しゆん間かんを、世界中が緊きん張ちようと共に見守っていた。

「……ついにこの日が来てしまいましたか」

「うむ、今日が大陸の歴史を変える一日になるやもしれんな」

「めんどうだわぁ」

〈四天劍キヤドリエム〉の三人は、断頭台のすぐ前に陣じん取どって周囲を警けい戒かいしていた。人間性に問題ありといわれる彼らも、さすがに緊張のためか、いつもより口数が少なくなっていた。







「もうすぐ処刑の時間だな」

　そうつぶやいたのはシュンの学友、ブイ・イ・バンゼである。

　ブイは学園の食堂にいた。そこに設置されている大型の魔導モニタには、処刑場の様子がリアルタイムで映しだされていた。

　本日の騎士学園は、午前で授業が終わっていた。普ふ段だんなら自己鍛たん錬れんなどにはげむ生徒たちも、この時間だけは鍛錬を休み、近くにあるモニタの前に移動していた。誰だれもがわかっているからだ。この処刑を皮切りに、大陸は大きく変動する。最悪の場合、世界規模の大戦争が勃ぼつ発ぱつするかもしれないと、生徒の間ではウワサになっていた。

　そしてさらに一部の人間は、ウワサだけでは終わらないと理解していた。

「公開処刑なんて、見るの初めてだぜ」

　ブイはつぶやき、かたわらを見る。本来なら、そこには親友であるシュンがいるはずなのに、今はどこにも姿が見えない。一週間ほど前、シュンは学園から姿を消してしまった。その理由について、教師はなにも教えてくれない。王女であるリュリシアがいなくなったのと同じタイミングだったため、シュンはリュリシアと一いつ緒しよに王都に戻もどっているのではないかというウワサも流れていた。

「シュン……お前もどこかで、この映像見てるのかよ」

　そうつぶやくブイの横で、うめく声があった。

「うっ……いたたたたたた」

　見ると、大きくふくらんだ胸を苦しげに押さえる学園の教師、ミュスカ・ニャン・フロンティだった。ミュスカはうめきながらも慣れた様子で薬ケースを取り出し、中の錠じよう剤ざいを口の中に放り込んでいた。

「ミュスカ先生、また胃い炎えんっすか？」

「そうよ。最近ひどいのよね……いろいろと心配事があるから」

「そんなにひどいなら、部屋で休んだらどうっすか？」

「そういうわけにはいかないわ。これから起こることは、わたしたちの運命にもかかわることなんだからね」

「そんなオーバーな……」

「あなたにとっても、他ひ人と事ごとじゃないのよ」

　そう告げるミュスカの顔は、ブイが今まで見たことがないほど真しん剣けんなものだった。

「あなたが本気で騎士になりたいと思うなら、これから起こることから絶対に目をそらしてはダメよ。そして考えなさい、自分がこれからなにをすべきかを」

「はい、わかりました」

　ミュスカの勢いに押されてうなずくブイ。今日のミュスカは普段の授業以上に緊張しているように見えた。

　そしてなぜか、ミュスカは先ほどから、しきりに時間を気にして時計を何度も見ていた。処刑の時間がそんなに気になるのだろうか？　ブイは首をひねったが、まぁいいか、とあまり深くは考えなかった。

　と、そこでブイと同じくモニタを見つめていた生徒の一人が指をさした。

「見ろよ、護送車が来たぜ」




　処刑場となっている広場に、ゆっくりと護送車がやってきた。全面を金属板で覆おおった護送車は、至し近きん距きよ離りで爆ばく弾だんが爆ばく発はつしてもビクともしないほど頑がん丈じようである。

　その護送車から、一人の人物が降りたった。ペルデである。現在、実質的にジュヴレーヌ王国を支配している騎士は、いつもどおりの険しい表情で車から降り、処刑場の様子をゆっくりと一いち瞥べつした。

　そしてペルデの背後、護送車から、新たな人物が降りたった。

　誰もが待ち望んでいた人物──モニカである。

　モニカは手に枷かせをはめられ、目め隠かくしをされた状態で二人の騎士に両側をはさまれ、地上に降りたった。同時に、処刑場周辺の騎士たちの緊張が強まった。

「……一週間ぶりの外気か」

「気分はどうだ、モニカ」

　と、尋たずねたのはペルデである。モニカは口元を歪ゆがめて答えた。

「最高に最悪な気分だな、ペルデ卿きよう」

「そうか。だが安心しろ。どうせすぐ終わる。苦しい思いも、あと少しの辛しん抱ぼうだ」

「それはどうかな。言っておくが、我わたしは今日、死ぬ気はない」

　モニカは、確信を込めた口調で告げる。

「我たしの計画は未だかつて、失敗したことはタダの一度もないのだ。そして我たしは今日、死ぬことにはなっていない」

「強がりをいうな、モニカ。今日が貴様の命日だ」

　ペルデは、確信を込めて告げる。

「王都には現在、十数万もの大軍勢が集結している。もはや何者も、お前の処刑をジャマすることは不可能だ。運命を、受け入れろ。お前の両親が、地じ獄ごくで待っているぞ」

「ペルデ卿。強がっているのはそちらだろう……いなくなったリュリシア王女殿でん下かは、発見できたのか？」

「貴様、なぜそれを！」

　ペルデが、わずかに動どう揺ようする。ついさっきまで、モニカは王宮の地下に厳重に閉じこめられていたのだ。外部の情報を得ることは不可能なはずである。なのになぜそれを知っているのか。

「我たしの妹たちは、逮たい捕ほできたのか？」

「無論だ。すぐにお前の跡を追わせてやる」

「ウソだな。お前ごときに捕つかまるほど我たしの妹はバカでは、ない」

　モニカの口元の歪みが深まった。

「お前は全て自分の計画通りに進んでいると思ったか？　違ちがうな。ここまで全て我たしの描えがいた計画通りに事は運んでいる。先ほどの言葉、そっくりそのまま返させてもらおう、ペルデ卿──今日が貴様の命日だ」

「なにを世よ迷まい言を……」

　次の瞬間、ペルデの背後で爆音が轟とどろいた。

　その場にいた誰もが、そちらの方向を見る。王都の一角から、火の手が上がっていた。断続的に爆発が起こり、同時に黒こく煙えんと火炎が舞まい上がる。

『どうした？』『いったいなにごとだ！』『警備隊はなにをしている！』『すぐに消火しろ！』『この大事なときに、なにをやっているのだ！』

「全員落ち着けっ！」

　ペルデの一いつ喝かつが、広場に響ひびき渡わたった。

「動揺するな！　全員、自分の持ち場を動くな！　あらゆる事態に対処できるよう、王都中に騎士を配置してある。全員動揺せず、自分の役目をキッチリ果たせ！」

　その時、爆発音とは別にザザァッ、と耳障りな音が響いた。

「今度はどうした！」

「ペルデ卿……生なま中ちゆう継けい用の回線が切れました。何者かが妨ぼう害がいしているようです」

「なんだとっ！」

　居ならぶ騎士たちの間にも、さすがに動揺が走っていく。なにが起こっているのかを把は握あくできているものはその場にいなかったが、なにか想定外の事態が発生していることだけは、誰もが理解していた。

　そんな状じよう況きようを楽しむように、目隠しをされたままモニカは、皮肉げな笑みをこぼした。

「どうした、ペルデ卿。周囲がずいぶん騒さわがしいが、我たしの処刑を記念して花火でも打ちあげているのか？」




　騎士学園で処刑の様子を見ていた生徒たちにも動揺が走っていた。なにしろ、いきなりなんの前まえ触ぶれもなく画面が真っ暗になったかと思ったら、砂すな嵐あらしのようにざらついた映像しか映らなくなったのだ。

「おいおい、なんだよ？　壊こわれたのか？」

「いや、他のところのモニタも同じらしいぜ」

「こりゃ、放送元のほうでなにかあったな」

「直前に王都で爆発が起こっただろ？」

「いったいなにがどうなっているんだ？」

　誰もが好き勝手にしゃべり出し、学園内は騒そう然ぜんとなった。

　ブイもまた状況が摑つかめなかったが、とりあえずジタバタしてもなにも変わらないのだから、このまま映像が回復するまで気長に待つしかないかな、と悠ゆう長ちように構えていた。

「そろそろね」

　ミュスカのそんな呟きが、ブイの耳に届く。ミュスカは時計を見つめていた。先ほどからミュスカの様子が変だった。いったいなんでそんなに時間を気にしているのだろう？

　ピンポンパンポーン、と、聞き慣れた音が学園内に響いた。校内放送の呼び出し音だった。

『……騎き士し学園に在籍する全ての騎士見習いのみなさん。ごきげんよう。わたくしはジュヴレーヌ王国第一王女、リュリシア・ルショット・シャンベルです』

　校内に響いたのは、ブイも聞き覚えのあるリュリシアの声だった。しかし、いったいなぜ？　いつのまにリュリシアは学園に戻ってきたのだろうか。

　処しよ刑けいの中ちゆう継けいが中断されたこととあいまって、生徒たちの混乱は、ますます激しくなっていった。ともすれば収拾がつかなくなるかと思えたその時──

「全員、静かにしなさい！」

　大きな声が響く──ブイのかたわらのミュスカが声を張り上げたのだった。ミュスカは教師らしい威い厳げんに満ちた姿で、周囲の生徒たちを見回していた。

「今は静かに放送を聞くのよ」

　有無を言わせぬミュスカの口調に、生徒たちは互たがいの顔を見合わせながらも、大人しくなっていった。

『突とつ然ぜんの放送、失礼いたします。ですが、みなさん、事態は一刻を争いますわ──率直に申しあげて、現在、王都に魔族の手が迫せまっています』

　生徒たちの間に動揺が走る。ブイも、マジかよ、と思わずつぶやいていた。

『王国内には現在、魔族が侵しん入にゆうして、王都に攻せめ込んでいるという情報をわたくしは入手しました。処刑の映像が中断されたのも、それが原因ですわ。王都には現在多数の正規騎士が集まっていますけれど──正直それだけでは心こころ許もとないと、わたくしは思います。ですからこそ、ここに義勇兵を募ぼ集しゆうさせていただきます』

　リュリシアの声が、生徒たちに呼びかける。

『王国の未来を担う生徒のみなさん。我こそはと思う人は、わたくしに続きなさい。わたくしはこの後直ちに王都に向かい、王国をおびやかす敵を倒たおすつもりです。わたくしと志を同じくするものは、直ちに正門前に集結なさい』

「マジか？」「いったいどうなってんだ？」「どうする？」「いきなり言われてもどうすればいいのか……」「でも本当ならヤバくない？」「けどオレたちになにができるんだよ？」「でも王女様の呼びかけだし……」

『あなたたちは、今までこの学園でなにを学んできたのです？　全ては騎士になるため、ひいては、王国の未来を築くためだったのではなくて？　そして今、王国は未み曾ぞ有うの危機にさらされていますのよ。ここでなにもしなければ、王国そのものが消しよう滅めつしてしまうかもしれませんのよ。真に王国をうれえるならば、今行動しなくては全てが手て遅おくれになりますのよ』

「よっしゃ、オレは行くぜ！」

　生徒たちが動揺する中、ブイは勢いよく立ち上がって大声で叫さけんだ。

「なんかよくわからねーけど、王女殿下がここまでせっぱ詰つまった声出してんだ！　よっぽどとんでもねーことが起こってるんだろ？　だったらオレたちが動くしかねーだろ！　ここでやらなきゃ王国騎士の名が廃すたるってもんだ！　そうだろ、みんな！」

「それもそうか……」「王国騎士の名っていっても、オレらまだ見習いじゃん」「けどま、ブイの言うとおりだな」「王都でなんか事件が起こってるのはマジっぽいし」「よし、行くか！」「行こう行こう」

「みんな、いったん落ちつきなさい」

　と、ブイの横でミュスカが告げる。

「行くなら当然武器が必要よね。学園に備び蓄ちくしてある騎き士し剣けんを全員にくばるから、まずは武器庫に行きなさい」

　と、手際よく生徒を誘ゆう導どうしていくミュスカ。よっしゃ行くぜ、とブイが勢いよく飛び出すと、それに続いて他の生徒たちも走り出し、食堂の中には一人の生徒も残らなかった。

　その様子を見届けて、ミュスカは小さくつぶやいた。

「よし、まずは第一段階成功、と」







「いやはや、さすが王女殿下。見事な演説でしたよ」

「茶化さないで欲しいですわね」

「いえいえ、本心からの賛辞ですよ」

「これで生徒たちも動きますかしら？」

「おそらくは動くでしょう。見習いとはいえ、全員準騎士以上の実力がある生徒たちです。全学年を動かせば、ちょっとした軍団になりますよ」

「えぇ、わかっていますわ」

「まぁ、それでも王都にいる総勢十数万の軍団には及およびませんが」

「それもわかっていますわ。わたくしは、内乱を望んでません。王都の正規軍と争うつもりはありませんわ。ただ、生徒たちには、この国の未来を担うものとして、全ての真実をその目で確認して欲しいだけですわ」

「なるほどなるほど。ま、荒あら事ごとは我々にお任せください」

「頼たのみますわよ」

　王都での事件と並行して、新たな勢力がこの動乱に加わるべく動こうとしていた。







　王都では──

「また次の爆ばく発はつが起こったぞ！」

「えぇい、いったいなにが起こっているんだ！」

「とにかく消火作業、急げ！」

「いや、待て、三班からの連れん絡らくが途と絶だえた！」

「敵てき襲しゆうか!?」

「いや、敵なんてどこにもいな、ぐあっ！」

「なに、ぅあっ！」

　王都に集結した騎士たちは、混乱しつつあった。

　最初に、王都の住宅地で何度も原因不明の爆発事故が発生した。付近に展開していた騎士たちは、その原因を調べようと現場へと急いだが、その騎士たちが次々と連絡を絶って行方ゆくえ不明となっているのである。

　魔族が攻めてきたのかもしれない──事前に流れていたウワサが、騎士たちの脳裏に浮うかぶ。だが当然ながら、王都内に敵の姿は全く見えない。

　そもそも何日も前から、王都には十万もの兵力が集結し、防備を固めていたのだ。敵が密かに潜せん入にゆうするスキなどどこにもなかったはずである。

「クソッ、なにがどうなって、むっ」

　一人の騎士が爆発現場付近で、なにかの気配を感じてふり返った。次の瞬しゆん間かん、騎士の肩かたを焼け付くような痛みが襲おそう。

「これは、矢だと？」

　まっ赤な矢が飛来し、騎士を襲ったのだった。しかし、どこからこの矢は飛んできたのだろう？　周囲を住宅に囲まれたこの一帯、遠くから狙そ撃げきすることなど不可能なはずなのに……

「……寝ねてて」

　騎士の耳元で、声がした。同時に、ガツンと、騎士の脳に衝しよう撃げきが走り、それっきり騎士はその場で意識を失ってしまった。

「なんだ、そっちでなにかあったか！」

「…………」

　物音が聞こえたか、他の騎士がやってくる。その騎士も次の瞬間には失神していた。

　騎士たちを音もなく倒していくのは、小こ柄がらな人ひと影かげだった。片手に巨きよ大だいな剣を軽々と握にぎりしめ、そして顔にはなぜか大きな紙かみ袋ぶくろをかぶっていた。袋にあいた二つの穴から、つぶらな瞳ひとみがのぞいている。

「……次、これで百七十六人目」

　静かに人数をカウントしながら、覆ふく面めんの人物は音もなく王都の中を駆かけ抜ぬけていった。




「ティンとヴィオは、上手くやってくれているようですね」

　ソフィーの呟つぶやきに、シュンはうなずいた。今のところ、シュンたちの計画は上手くいっている。

　計画とはもちろん、モニカ救出計画のことである。

　話し合いをしたのは二日前──隠かくれ家がでのことである。

　計画にあたって、シュンたちは何人かずつのグループに分かれることにしていた。

「じゃ、説明するのですよ」

　シュンたちのブレーンともいうべきクロロが告げる。

「王女には先に動いてもらったのです。あの女には主に、戦力確保のために動いてもらうことにしたのです」

　リュリシアはつい先ほど、アンジュを連れて旅立っていった。騎士学園を味方にするのだと、シュンは聞かされていた。

「状じよう況きようは最悪なのです。あたくし様たちたった七人で十数万の軍隊を相手にするなんてムチャすぎなのです」

　ムチャなのは最初からわかっていたことだ。だがそれでもシュンたちは、モニカを見捨てるわけにはいかなかった。

「ま、この大天才であるあたくし様の卓たく越えつした頭脳をもってすればそのムチャも不可能ではないのですけどね！」

「さすがクロ！」

　シュンが合いの手を入れてあげると、クロロはふふん、と得意そうな顔で胸をはった。とりあえずクロロのご機き嫌げんを取っておいたほうが、話が早く進むのだ。

「とりあえず、あたくし様は後方支し援えんにまわるのです。作戦開始時間になったら、王国の放送と通つう信しん網もうを全部のっとって、メチャクチャにしてやるのです」

　シャンミュニ皇国のときにもやった手口である。現代の騎き士しは魔導端末を介かいした情じよう報ほう網もうで連絡を取り合っているので、クロロの能力でそれを攪かく乱らんしてやれば、騎士たちの連れん携けいはたちまちとれなくなってしまうだろう。

「そしてティンとヴィオの二人で、王都の中を逃にげ回りながら適当に暴れて、とにかく騎士たちを混乱させるのです！」

「まー、やれっていうならやるけどさぁ」

　ヴィオがいう。

「あたしら二人だけでやったって、たいした効果ないんじゃないのぉ？」

「王都は近年人口が急に増えた影えい響きようで、住宅がかなり密集しているのです。隠れる場所ならいくらでもあるから、お前たち二人なら逃げ回りながら深追いした騎士たちを始末することもできるのです」

　ティンはいわずとしれた剣聖だし、ヴィオだって並の騎士など蹴け散ちらせるだけの実力を持っている。確かに可能だろう。

「問題があるとすればティン、お前なのです──お前の正体が相手にばれると、さすがにマズイのです。剣聖がジュヴレーヌの正規騎士と戦っていることが知れ渡わたったら、国際問題なのです！」

「ん。エルは、好きにすればいいって言ってた」

　エルミタージュ皇こう帝ていの許可があるからといって、好き放題やっていいわけではない。シュンたちの目的は、バーガント全域の平和なのだから、無用な混乱は避さけておきたい。

　一番いいのは、ティンも後方支援にまわって顔を出さないようにすることだ。しかし剣聖であるティンの実力は姉妹の中でもずば抜けている。その貴重な戦力をつかわないでいられるほど、今のシュンたちには余よ裕ゆうがない。

「じゃ、顔隠してる」

　と、ティンは、紙袋の覆面を取り出して頭にかぶった──見た目子供なティンが覆面をつけると、体とのミスマッチもあって不気味な迫はく力りよくがあった。

「でもティン、それじゃ戦いにくいんじゃない？」

「全然大だい丈じよう夫ぶ」

「前が見にくいような……」

「別に見えなくても戦える」

「……もしかして、ティン、その覆面気に入ってるの？」

「…………」

　覆面のまま、ティンがかすかにうなずいたように見えた──ティンのセンスは正直よくわからないな、とシュンは思った。天才って変わった人が多いけれど、ティンもそのクチらしい。

「ティンとヴィオは陽動なのです。この二人がとにかく暴れ回るのと同時に、あたくし様がジュヴレーヌの情報網に、大軍が攻せめてきたとウソ情報を流しまくるのです！　どんなに統制のとれた軍隊でも、これだけやってやればしばらくはまともに機能しなくなるはずなのです！」

　王都に集結している騎士たちは精せい鋭えい揃ぞろいではあるが、王国全土から集められた騎士たちである。つまり普ふ段だんはバラバラに活動している騎士たちだ。総勢十数万の大軍勢とはいっても、実際はあまり連携がとれていないだろう、とクロロは告げた。

「で、混乱したところで本命の出番なのです！」

「つまり、ボクたちだね！」

「シュンなんて正直オマケなのです！　本命はソフィーとシラーに決まってるのです！」

　まぁ、そうだよねぇ、とうなずくシュン。この中で一番役立たずだという自覚もあるので、クロロの言葉は耳にいたかった。

「ペルデだって、処しよ刑けい場になる王都の中心部は、一番防ぼう御ぎよを固めているはずなのです！　どんなに混乱させても、中心部の防御までは崩くずせないのです。そこでモニカが処刑場に連れてこられたタイミングで奇き襲しゆうをかけるのです！　シラーの力で処刑場の目前まで一気に接近。その後はソフィーの高速でモニカに近づいて、救出！」

　と、そこでソフィーが手を挙げた。

「その後は、どうするのですか？」

「なんのことなのです？」

「モニカ姉さんを助けるのはいいです。ですが助けた後はどうするのです？　そのまま全力で逃げますか？　確かにそれでペルデ卿きようのメンツは丸つぶれになりますが、かといってペルデ卿が全ての権力を失うほどの大打だ撃げきかというと、まだ弱いですね」

　そう、モニカを助けるだけでなく、ペルデの野望も砕くだくというシュンたちの目標を達成するには、それだけでは不十分だった。

「わかっているのです。その辺りは、前も話したとおり──カギはモニカなのです。モニカさえ助け出せば、それでペルデは破は滅めつするはずなのです」

　クロロは確信を込めた口調でいう。シュンもうなずいた。

「そうだね。モニカ姉様は、ボクに言っていたよ。ボクたちが助けにいくことも、計算に含ふくんでいるって」

「あいかわらずあの女は、先の先まで読んでいやがるのです」

「そもそも、モニカ姉様が失敗して敵に捕つかまった、っていうこと自体が変なんだよね。ボクの知っているモニカ姉様は、そんなヘマしないよ」

「つまり兄さんは、なにが言いたいのですか？」

「たぶんだけど、モニカ姉様が捕まったのは、わざとだと思うんだよね。きっとなにか考えがあって、敵に捕まっているんだと思う」

　それがここ何日もシュンがなやんで出した結論だった。

「ふふん、シュンにしてはなかなか鋭するどいのです。大天才であるあたくし様も、そこのところは気づいているのです。おそらくですけれど、モニカの最終目的は……」

　そこで告げられた事柄には、さすがにシュンも驚おどろいた。だが同時に、モニカの行動が全てつながったとも思う。やはりモニカは……

　ともあれ、だいたいの方針は決定した。




　王都中心の処刑場にて、ペルデは不ふ機き嫌げんそうに部下からの報告を待っていた。

「さっきからいったいどうなっているのだ！　状況はまだわからんのか!?」

「申し訳ありません。現在、一時的に通信が使用不能になっており、連れん絡らくが滞とどこおっています」

「技術者はなにをしている！　通信の復旧を急がせろ。あと、騎士たちは通信に頼たよるな。伝令をこまめに送って互たがいの状況を把は握あくしろ！　うろたえるな！　混乱を引き起こすのが敵の狙ねらいだ！　事前に決められた手はず通りに動けば、問題なく対処できる！」

「ぬぅ、ペルデ卿。ここはわたしにお任せを！」

　と、勢いよく大声で叫さけんだのはアルボワだった。彼は、迫力のある顔を興奮に染めながら、ペルデに進言してくる。

「何者が攻めてきたのかは知りませんが、この警けい戒かい厳重な王都に来るとはまさに飛んで火にいる夏の虫！　このわたしに任せていただければ、ちょこざいな敵など一ひねりにしてくれましょう！」

「待て、アルボワ卿。そうやってこちらを分散させるのが相手の狙い……」

「ご安心ください。行くのはわたし一人で十分です！　ペルデ卿はここで吉きつ報ぽうをお待ちください！　しからば行って参ります！」

　叫び、アルボワの全身を〈魔ス元ク素レ〉の輝かがやきが包み込み、〈皇覇刻オーバー・クロツク〉を発動。アルボワの姿は、住宅街の奥へと一いつ瞬しゆんで消えていった。残されたペルデは、苦々しげに頭を抱かかえる。

「あのイノシシ頭め。あっさり敵の陽動にのりおって」

　アルボワは〈四天劍キヤドリエム〉の中では唯ゆい一いつやる気に燃える男だが、いかんせん、その情熱が暴走しがちなのである。優ゆう秀しゆうな騎士であることは間ま違ちがいないが、出世できなかったのはその辺りが原因だ。

「あーあ、ジイさん行っちゃった──しかたないから、あたしも行きますね、ペルデ卿」

　と、今度はティファまでのんびりと告げてくる。

「ジイさん一人、放っておいたらいつまでたっても戻もどってきませんよ。めんどーだけど、あたしも行って、少し手伝ってきますよ」

「ふん……やむをえまい。二人がかりで敵を始末してこい」

「はいはーい。ほんじゃ、ま、適当に倒たおしてきまーす」

　けだるげな雰ふん囲い気きのまま、ティファもアルボワの跡を追って飛び出していった。ペルデは、残った最後の〈四天劍キヤドリエム〉、シトリを見た。シトリは自前の長い鎗やりを持ったまま、いつも通り、眠ねむそうな目で立っている。

「貴様まで飛び出す気ではあるまいな、シトリ卿」

「まさか。わたしらが全員飛び出したら、それこそ敵の思うつぼですよ。ご安心を。この広場は、わたしが死守します──ま、給料分の働きはしますよ」

「たのもしい言葉だ」

　皮肉っぽくつぶやくペルデ。ペルデは続いて、配下の騎士に命令を飛ばした。

「断頭台の準備はどうなっている！」

「準備は問題ありません。ただ、中ちゆう継けい用のカメラが、全て使用不能になっていて……」

「構わん。わたしの合図でいつでもこの女のクビがはねとばせるよう、準備をしておけ」

　ペルデは、拘こう束そくされたモニカのことを指さす。

「放送用の回線を急いで回復させろ。一瞬でもいい。処刑の瞬しゆん間かんさえ中継できれば、どうとでもなる」

「ん～……ペルデ卿。どうやら敵が来たようですなァ」

　と、シトリが眼を細めてつぶやく。いつもの眠そうでやる気のない態度とは、別人のように鋭い眼まな差ざしだった。

「お前たち、そこを少しどけ」

　鎗を前に突つき出し、広場の一角にいる騎士たちに動くように指示を出すシトリ──そして次の瞬間、バリンッ、シトリの鎗の先から紫電が放たれた。同時に、爆ばく発はつ。地面がえぐれとび、ガチャッ、シトリの鎗がスライドして〈魔弾テイリユル〉が排はい莢きようされた。

　そして多数の騎士たちが包囲した、爆発の中心部分。そこには、先ほどまでいなかったはずの人物が三人、立っていた──シュン、ソフィー、シラーである。

「やはり貴様が来たか、ソフィー卿！」

　それを見たペルデが、大きく手をふった。

「直ちに奴やつらを始末しろ！　殺しても構わん！　奴らこそ、王国に攻め込んできた魔族勢力だ！」

　シュンたちめがけて、たちまち、広場中から騎き士したちが殺さつ到とうしていった。




　王都、住宅街にて──

「これで、三百人くらい倒したかなぁ？」

　屋根の上を飛び回りながら、ヴィオがつぶやいた。その片手には朱しゆ色いろの巨きよ大だいな弓、《天楼閣弓ドンジヨン》が握にぎられていた。ヴィオはこの弓を使って、物もの陰かげに隠かくれながら、矢の軌き道どうを曲げて追ってくる騎士たちを次々と戦せん闘とう不能に追い込んでいるのだった。全く予想していない方向から飛んでくる矢を回かい避ひできる騎士はほとんどおらず、今のところ一方的な展開が続いていた。

「ま、しばらくは余裕だけど、さっさと終わらせてよ、シュン兄ぃたち。あたしだって、いつまでも戦い続けられるワケじゃないしさぁ」

　今は混乱しているので少数のヴィオたちでも引っかき回すことができるが、時間がたてばたつほど、相手は落ち着きを取り戻していくだろう。そうなれば圧あつ倒とう的てきな物量差で、いかに強力な《滅神咒具エスカトロイ》を持つヴィオたちでもいつかは潰つぶされてしまう。できるだけ短時間のうちに、決着をつける必要があった。

　ヴィオは走りながら弓ゆ弦づるを引ひき絞しぼった。すると弓に自動的にまっ赤な矢がつがえられる。ヴィオの使う《天楼閣弓ドンジヨン》は、無む尽じん蔵ぞうに矢を生み出すことができるのだ。そのため、矢切れの心配をする必要はない。

　ヴィオはそのまま、住宅の間にある細い路地めがけて、矢を放った。矢は一直線に吸い込まれるように路地の中に突とつ入にゆう。路地は内部で複雑に入りくんでいるのだが、曲がり角に来る度に、矢が通常はあり得ない挙動で曲がっていき、最終的に、路地の中に入った騎士たちの足を貫かん通つうし、戦闘不能に追い込んだ。

「むぅ、見つけたぞ、貴様かぁぁぁぁぁっ!!」

　胴どう間ま声ごえが響ひびく。同時に、ヴィオが足場にしていた家が、いきなり崩れだした。

　なんなの、と驚きつつもヴィオは屋根の残ざん骸がいから跳ちよう躍やく、そのまま軽やかに地上へと降り立った。

「貴様がわたしのかわいい部下たちを傷つけるテロリストかぁぁぁぁぁ!!」

「……だれ、このオッサン？」

　ヴィオの前に現れたのは、アルボワである。小こ柄がらなヴィオと比べると、実に倍近い巨きよ軀くを誇ほこる大男だ。アルボワは片目でヴィオを睨にらみながら巨大な剣けんを両手でにぎりしめ、頭上でグルグルと、無意味に回転させた。

「だが残念だったな、テロリスト。小こ娘むすめといえど容よう赦しやはせん！　この王国第三騎士団所属、〈鉄壁アシエ〉の異名を持つアルボワ・ヴィル・フリュエールが、正義の名の下に成敗してくれるぅぅぅっっ!!」

「うわ、なんか変なオッサンが来ちゃったぁ……」

　ヴィオは顔をしかめつつも、素早く弓を引き絞り、目の前のアルボワめがけて放った。だが。

「効かんわっ！」

　カンッ、固い音と共に、アルボワが手の大剣でヴィオの矢をはじき飛ばす。次の瞬間、巨体に似合わぬ素速い動きでヴィオめがけて大剣が振ふり下ろされた。

　ドバンッ、と、轟ごう音おんが響く。大剣が叩たたきつけられた地面が、えぐれとんでいた。とてつもない破は壊かい力である。ヴィオに命中していれば、全身が挽ひき肉にくになっていただろう。

「オッサン強そうだね……けど、当たらなければどうってことないさ！」

　素速く後退しながらヴィオはさらに矢を放つ。矢はまっすぐアルボワめがけて飛んでいくが、アルボワは大剣を回転させ、盾たてのように構えながら全ての矢をはじいた。

「そんな小細工、わたしには通用せん！」

「それはどうかなぁ？」

　はじかれた矢だが、空中でその軌道がねじ曲がり、アルボワの背後から襲おそいかかった。さすがにこれは予想していなかったか、アルボワの無防備な背中に矢が突き刺ささる。

「ぬぅ……」

「にゅふっ、オッサンも、ここまでみたいさぁ」

「まだだ、この程度で、わたしの正義はゆるがないっ！」

　アルボワは叫び、背中に刺さった矢を鷲わしづかみにするや、力ずくで引き抜ぬいてしまった。

「うわ、マジ……」

　驚くべきことに、アルボワの背中に刺さった矢の傷口からは、ほとんど出血がなかった。

「わたしの二つ名は〈鉄壁アシエ〉！　わたしの肉体はジュヴレーヌ王国最さい高こう峰ほうの防ぼう御ぎよ力を備えている。小娘ごときの小さな攻こう撃げきなど、わたしには効かん！」

　アルボワの巨体には、並の騎士をはるかに上回る筋肉が鎧よろいのようについている。その筋肉が分厚すぎて、ヴィオの矢では十分なダメージを与あたえることができなかったようだ。

「小娘、おとなしくしろ！　貴様に勝ち目はない！」

「ちぇっ、あんまオッサンの相手ばっかしてるわけにはいかないのに……」

　ヴィオとアルボワ、二人の激戦が、繰くり広ひろげられた。




「ゆけ、〈撃滅剣ランスア〉!!」

「ん？」

　鎧がい袖しゆう一いつ触しよくの戦いを繰り広げるティンだったが、ふと足を止めて頭上を見上げた。

　次の瞬間、上空から飛来した無数の剣が、矢のように地面に突き刺さっていく。ティンはすばやく後方へと跳躍し、その攻撃を難なくかわした。

「あぁ……ヤバいわねぇ。あたし、もしかして、とんでもなくめんどくさそーなのと、戦わなきゃいけないわけ？」

　ティンの前に現れたのは、ティファである。ティファはふぅ、とこれみよがしに嘆たん息そくしている。しかもこんな状じよう況きようであるにもかかわらず、両手をポケットに入れたまま、めんどうそうな態度を隠そうともしない。

「……誰だれ？」

「それはこっちのセリフよ。あんた、覆ふく面めんなんてはずしたら？」

「…………」

　今のところ、覆面のおかげでティンの正体はばれていないようだった。しかもこの覆面、見た目の異様さのせいか、対たい峙じした騎士たちはみなティンの姿に驚おどろいて一いつ瞬しゆん動きが止まってしまうのだった。思わぬ副作用のおかげでティンは危なげなく戦ってきたのだった。

　しかし──ティンはティファと対峙して、あらためて手の大剣を構えなおした。新たに現れたこの女性、いかにもやる気のなさそうな態度とは裏腹に、強敵だ。気配でわかる。これまで相手をしてきた一いつ般ぱんの騎士とは、格が違ちがうようだ。

「ま、なんだっていいわ。正直めんどーだし……〈撃滅剣ランスア〉」

　ティファがつぶやいた瞬しゆん間かん、先ほど地面に突き刺さった剣たちが、宙に浮ういた。そして次の瞬間、弾だん丸がんのような勢いで次々と射出される。

「ん……っ」

　ティンは短くうめきつつ、飛来する剣を次々と叩き落としていく。だが、剣ははじいてもすぐさま軌道を変え、再度ティンに襲いかかるだけだった。

　攻撃をしているらしいティファは、ダルそうな表情でポケットに手を入れたまま立っており、なにもしていなかった。だがティンに襲いかかる剣はティファの雰ふん囲い気きとは裏腹に、本気の殺意がこもった激しい攻撃だった。

「あたしはティファ。ティファ・トゥーレ・ボワーズ。〈翠星エメロード〉なんて恥はずかしい呼ばれ方もあるけど、ま、呼び名なんてどーでもいいわ。どーせ、あんたもすぐに死ぬだろうしね」

「……死なない、よ？」

　ジャリンッ、かん高い音と共に、ティンの大剣が、飛来する剣のうちの一本を砕くだいた。金属の破片が、周囲に飛び散っていく。

「あら？　あたしの〈撃滅剣ランスア〉を迎げい撃げきするなんて、あんた何者？」

「…………」

　無言でティンは、目にもとまらぬ速さで手の剣を振り回す。次の瞬間、空中を飛来するティファの剣が全て、粉々になってしまった。

「あーあ、こりゃ、ヤバいわねぇ。なんであたしっていっつも貧びん乏ぼうくじ引くのかしら……こんな強い相手と戦うなんて、戦争以来だわ」

　どこか気の抜けたセリフをつぶやくティファ。ティファはやはり立ちつくしたまま、視線を横に動かす。そこには、先ほどティンが戦闘不能にした騎き士しが何人か倒たおれていた。

　次の瞬間、その騎士たちが使っていた剣が宙に浮き、そのままティンへと襲いかかってきた。

「んっ」

　これまでと同様に、迎撃するティン。だがティファは気にせず、そのまま次々と、周囲の倒された騎士たちから剣を補ほ充じゆうしつつ、ティンへの攻撃を続ける。

「ま、幸い剣のおかわりはいくらだってあるし、ここは一つ持久戦をしてあげるわ、めんどーだけど」

「……んっ」

　ティンは、覆面の奥で歯がみしていた。持久戦は、ティンたちが最も避さけなければいけないことである。いつまでもティファ一人の相手をしているわけにもいかないのだが、やる気のなさそうな外見とは裏腹に、ティファは常に複数の剣を飛ばしてティンを牽けん制せいし、自分に近づけないようにしていた。おかげでティンでも簡単に突とつ破ぱできず、膠こう着ちやく状態に追い込まれていた。

　そして足を止めているスキに、周囲には次々と一般の兵士たちも集結し、ティンを包囲しつつあった。

「あんたたちは手を出したらダメよ。そこで見ていなさい」

　と、なぜかティファが他の騎士を足止めしている。

「なぜですか、ティファ卿きよう！　タイミングを見計らって、全員でかかりましょう」

「ダメよ。あのお嬢じようちゃん、アホみたいな見た目なのに、信じられないくらい強いわ……たぶんあんたたちだと、間合いに入った瞬間秒殺されるわよ」

　ティファは冷静にティンの実力を見み抜ぬいていた。無数の剣けんが四方八方からティンに襲いかかっているにもかかわらず、ティンは最低限の動きで攻撃をかわし、ティファの剣を確実に砕いていた。ティファが圧おしているように見えるが、実際はティンにダメージを与えることができない状態だった。

「こんな強い騎士、うちの国にはいなかったわよね。それどころかこんな強さ、それこそ剣聖クラスなんだけど、まさか、ねぇ……」

　さすがに信じられなかったか、自分の考えを自分で否定するティファ。実は剣聖で大正解なのだが、正体がばれなくてよかった、と密かに覆面の奥で安あん堵どするティン。

　二人の戦いは決着がつかないまま、時間が浪ろう費ひされていく状態となっていた。




「参りましたね。まさかこんなあっさりと発見されるとは……」

「どうする、ソフィー？」

「…………」

　ソフィー、シュン、シラーの三人は断頭台の目前へと迫せまりながら、多数の騎士たちによって完全に包囲された状態となっていた。さすが中心部だけあって、防備は堅かたい。居ならぶ騎士たちも、誰もがすさまじい気き迫はくを放っており、歴戦の猛も者さを思わせるものばかりだった。

「敵兵、ざっと千人少々をのりこえれば、モニカ姉さんのところにまでたどりつけますね」

　多くの騎士たちの向こうに、断頭台が見えた。そのそばにモニカがいるのはまちがいないだろう。

「シラー。兄さんをしばらく、護っていてもらえますか？」

「…………」

　シラーがこくりとうなずく。シュンは、ソフィーを見た。

「どうする気？」

「私の足の速さならば、モニカ姉さんのところまで、ほんの一瞬です──申し訳ありませんが、その間、なんとか持ちこたえていてください」

　ジャキジャキジャキジャキジャキ──ソフィーの構える剣の柄つかがスライドし、大量の〈魔弾テイリユル〉を排はい莢きようした。同時に、ソフィーの全身を、銀色の輝かがやきが包みこんだ。

「超シユペル・〈皇覇刻オーバー・クロック〉！」

　ソフィーの《滅神咒具エスカトロイ》、《聖堂光剣カセドラル》の持つ特とく殊しゆ能力である。大量の〈魔ス元ク素レ〉を消費するかわり、騎士が使う高速移動、〈皇覇刻オーバー・クロツク〉の速度をはるかに上回る超々高速で動くことが可能という、反則級の技である。

　全身が光と化したソフィーの体は、地面を蹴けり、音もなく跳ちよう躍やく。いや、ソフィーの動きがあまりに速すぎるため、音の速度すらも追おい越こして、ソフィーは移動しているのだ。

　居ならぶ騎士たちの頭上を飛び越え、前方にある断頭台に向かって、ソフィーは空中を進んだ。あたかも、空中にある見えない道を走っているかのように、宙を疾しつ走そうする。

　居ならぶ騎士たちは、誰もが凍こおり付いたように動きを止めている。いや、遅おそすぎてソフィーの目には、止まっているように見えるだけだ。誰もソフィーに追いつくことなど、できるはずが……

「行かせるわけには、いかんなァ」

　ドゲシッ──ソフィーの体を衝しよう撃げきが襲おそった。そのまま地面に叩たたきつけられ、ソフィーの　超シユペル・〈皇覇刻オーバー・クロック〉が強制的に解除される。

「残念だったな、魔族。この前、その技をわたしに一度見せたのは失敗だな」

　バチッ、バチンッ。全身を電光が包み込み、放電しながら宙に浮かぶ人物がいた。〈四天劍キヤドリエム〉、シトリである。片手に長鎗を構えたシトリは、不敵に笑いながらソフィーを見下ろしていた。ソフィーを迎撃したのも、シトリである。

「確かにお前は速い。このわたしより速く動く騎士など、初めてだ──けど、どんなに速くとも、所しよ詮せんは直線的な動き。タイミングさえ見切れば、迎撃など造作もない」
















「そんな、ソフィー」

　シュンも思わず息を吞のんでいた。姉妹最速。《聖堂光剣カセドラル》を使いこなすソフィーの動きについてこられた者は、未だかつて存在しなかった。なのに、この土ど壇たん場ばでそれを見切る者が現れたというのか？

「全員かかれ！　ジュヴレーヌ騎士の実力を、見せつけるのだ！　奴やつらを生きて帰すなっ!!」

　ペルデの号令で、今まで様子をうかがっていた無数の騎士たちが、一いつ斉せいにシュンたちめがけて襲いかかってきた。

「シラー、兄さんをっ！」

「…………」

　シラーはこくりとうなずき、両手に持った小剣を自在に振ふり回して、襲いかかる騎士たちを次々と蹴け散ちらしていった。あいかわらずこの妹は強い。

　けれど、シュンだって、ただ妹に護られるためだけにここまで来たわけではない！

「ボクだって、姉様を助けるために、ここまできたんだっ！」

　叫さけび、シュンも手に剣を構え、目前に迫った騎士に斬きりかかった。ギンッ、剣同士がぶつかり合い、火花が飛びちる。

「魔族ども、容よう赦しやせんぞ！」

　敵意をむき出しにして、騎士たちはシュンへと襲いかかってくる。不思議と、恐きよう怖ふはない。これまで何度か実戦経験を積んだことで、命のやりとりに対する恐怖が薄うすれてきたようだ。だが怖こわくないかわりに、今は悲しかった。魔族を敵視し、魔族だからという理由だけで相手を殺そうとする人間が、この世界にはあまりにも多すぎる。しかたないかもしれないけれど、それでもやはりシュンにとっては悲しいことだった。

「けれど、それでもボクの姉様を、殺させるわけにはいかないんだ！」

　騎士の剣が押し込まれ、シュンの体勢が崩くずれる。シュンは、歯がみした。やはり普ふ通つうに戦っても、シュンの力では、並の騎士にすらおよばないのか？

「《凱旋門兜ドウリオンフ》……」

　シュンは、《滅神咒具エスカトロイ》の名を呼んだ。シュンの『敵』『家族に危害を加える存在』を倒すことのできる無敵の力。だが同時に、『敵』以外には必ず敗北してしまうというシュンにとって最大の足あし枷かせにもなってしまう力。

【　マスター登録者、［シュナブラン・ノーブ・ハーベスト］の要よう請せいを確認。　】

【　前方の生命体の敵性如何いかんの審しん議ぎを開始します。　】

「力を貸してよ、《凱旋門兜ドウリオンフ》！　今ボクには、姉様を助ける力が必要なんだ！　目の前にいる人達を倒して進まないと、姉様を助けることができないんだよ！」

【　──審議中、審議中、審議中、審議中、審議中──審議完かん了りよう。　】

【　周辺の個体群を、敵性郡勢と認定します。　】

【　《滅神咒具エスカトロイ》〔絶勝クロウ・バルラッシェ〕の《凱旋門兜ドウリオンフ》の使用を承認します。　】

【　《滅神咒具エスカトロイ》、《凱旋門兜ドウリオンフ》本体を召しよう喚かんします。　】

　シュンの頭部を、黄金色の兜かぶとがおおった。同時に、シュンの全身を、力が駆かけめぐっていく。

「全員、そこを、どけっ!!」

　力任せに、シュンは両手で構えた剣を横なぎに振るった。次の瞬しゆん間かん、剣の先から半はん透とう明めいの波のようなものが放出され、目前にせまった多数の騎士たちが、その一いち撃げきで枯かれ葉はのように吹ふっ飛ばされていった。

「え？　す、すごい……前より、明らかにパワーアップしている？」

　理由はわからないけれど、前回戦ったときより明らかに力が強まっていた。もしかして、今回は敵の数が多いから、その分《凱旋門兜ドウリオンフ》の力も強まっているのだろうか？　だとしたらシュンにとって好都合だ！

「モニカ姉様、今行くよ！」

〈皇覇刻オーバー・クロツク〉──シュンは居ならぶ騎士たちを蹴散らしながら、断頭台へと一直線に突つき進すすんでいった。

「兄さん、すいません、お願いします！」

　シトリとぶつかり合いながら、ソフィーが叫ぶ。シトリもシュンの存在に気づいてはいたが、目の前のソフィーの相手をするだけで手て一いつ杯ぱいだった。

「ふむ、あっちの奴も強いなァ。魔族を相手にするのはこれだからイヤだ」

「…………」

　シュンの背後からも、騎士たちが襲いかかってくるが、そちらはシラーが無言のまま、次々と蹴散らしていく。

　シュンが剣を振ふるう度に、目前に迫った騎士たちが倒たおれていく。まさに破竹の勢いである。今ならなんだってできそうな気がする。シュンの快かい進しん撃げきを止めることなど、誰だれにも……

「〈撃滅剣ランスア〉!!」

　ドドドッ、シュンの目前に無数の剣が、雨あられと降り注いだ。とっさに回かい避ひしたものの、一振りの剣がシュンの鼻先をかすめ、ポタリ、血のしずくがシュンの鼻から流れ落ちた。

「行かせると思ったか？　ここは、このわたしが護まもっているのだぞ！」

　そう叫んだのはペルデであった。両手に剣を握にぎり締しめた臨戦態勢で、シュンに向かって足を進めてくる。

「貴様、確かシュナブランだったな。まさか貴様までもが魔族の一味だったとは、さすがに予想外だぞ。もっとはやくわかっていれば、始末しておいたものを」

「ボクは、モニカ姉様を助けに来たんだ。ジャマをするなら、誰であっても容赦しないよ！」

「ほざくわ、小童こわつぱが！　貴様ごときがわたしに敵かなうと、本気で思ったか！」

　ペルデの背後に、無数の剣が浮うかび上がった。それらの剣が、一斉にシュンめがけて四方から襲いかかってくる。

「うっ！」

　シュンは手の剣で、その攻こう撃げきをはじいていった。だが、数が多い。縦横ナナメ、あらゆる方向からシュンのスキをつくように剣が飛来してくる！

「その程度でわたしに挑いどむなど、片腹痛い！」

　しかも剣に気をとられていると、ペルデ本人が風のような速さでシュンに迫り、両手の剣を叩きつけてきた。受け止めたシュンの手が、雷らい撃げきをうけたかのように痺しびれる。すさまじい威い力りよくだった。ペルデもかなりの高こう齢れいのはずなのに、老いを感じさせない鋭するどさと力が攻撃に宿っていた。

　強い、と歯がみするシュン。さすが、世界を救った英えい雄ゆうと呼ばれるほどの騎き士し。その強さは、明らかに段だん違ちがいだ。

「小こ僧ぞう。貴様では力不足だ。わたしと戦う資格すらない！」

　ペルデの剣けんが閃ひらめき、シュンのにぎる剣を頭上へと撥はね上げた。がら空きとなったシュンの胴どう体たいに、ペルデの蹴りが叩き込まれる。まともに受け身すらとれないままシュンは背後に吹っ飛ばされ、地面に半ばめり込むように叩きつけられた。

「こんなザコどもにいつまで手間取っているのだ！　さっさと始末しろ！」

　ペルデ自身は断頭台から一定距離以上離はなれようとせず、配下の騎士たちに命令してシュンを追い込んでくる。

「まだ、こんなことで終わるわけにはいかないんだよっ！」

　叫び、シュンは勢いよく立ち上がった。ペッ、ツバを地面に吐はき捨すてると、血が混ざっていた。今のは効いた。ただの蹴りなのに、意識がとぎれそうになった。

「もっと、力を貸して、《凱旋門兜ドウリオンフ》！　あの人を、ペルデを倒せる力を、ボクに！」

【　──解かい析せき中、解析中、解析中、解析中──　】

【　当システムは現在、敵性個体の詳しよう細さい情報を解析しています。　】

　シュンの脳裏で《凱旋門兜ドウリオンフ》が答える。

「カメラ！　中ちゆう継けいはどうなっている！　放送はまだ再開できんのかっ!!」

「現在全力で復旧作業を進めていますが、まだ少し時間が……」

「えぇい、もういい。モニカを連れてこい！　予定より早いが、ただちに処しよ刑けいを断行する！　国民には、モニカの亡なき骸がらをあとで見せればそれでいい！」

　ペルデの叫びが、広場に響ひびき渡わたる。そんな、とシュンは声を漏もらした。シュンたちがやってきたため、ペルデもグズグズしていられないと焦あせっているのかもしれない。

「クロ、そっちはどうなっているの！」

『わかってるのです、こっちはこっちで大変なのです！』

　シュンの耳元、クロロの声が響いた。シュンは新しく手に入れた魔導端末を介かいして、クロロとの通話回線を接続しておいたのである。ちなみにクロロだけでなく、ソフィーたち他の姉妹とも通信は繫つながっており、耳にいれたイヤホンで互たがいの声は聞こえる。

『うがー！　妨ぼう害がいしてるジュヴレーヌの通つう信しん網もう、凄すさまじい勢いで復旧されていくのです！　たぶん、腕うで利ききの技師が百人単位で作業してやがるのです！　いくらあたくし様が大天才でも、一人じゃ手が足りねーのです！』

　クロロはクロロでせっぱ詰つまっているようだ。実際問題、相手の通信網が回復すれば、大量の騎士たちが連れん携けいをとれるようになり、少数のシュンたちなどあっというまにすりつぶされてしまうだろう。今なんとか互ご角かくに戦えているのは、クロロの妨害あってこそのことだ。

『ティンもヴィオも、なんか強い奴に足止め食らってるのです！　そっちはそっちでなんとかしろ、なのです！』

　クロロから伝えられる情報も、暗いものばかりだった。

【　──解析中、解析中、解析中──解析失敗。　】

【　情報解析に障害が発生しました。　】

【　敵性個体の詳細情報、解析不能。　】

《凱旋門兜ドウリオンフ》の声が告げる。シュンは、思わずうめいた。こんなこと、初めての反応だった。これはつまり、ペルデを倒すことができない？　よりによって、こんな土壇場で、一番重要なときに！

　シュンは歯を食いしばり、再度断頭台をめざしてかけだした。しかし、倒しても倒しても、後から後から次の騎士が襲おそいかかってくる！　無む尽じん蔵ぞうとも思えるような騎士たちが殺さつ到とうし、先ほどのように突き進むことが、シュンにはできないでいた。それはソフィーやシラーたちも似たような状じよう況きようで、断頭台には近づけなかった。




「ぬぅりゃぁぁぁぁぁぁっ!!」

　アルボワの気合いの攻撃が、ヴィオの体をかすめた。強きよう烈れつな攻撃がヴィオの小こ柄がらな体を吹っ飛ばし、ヴィオは住宅の壁かべを突き破やぶって倒れ込み、その住宅は激しい衝しよう撃げきで倒とう壊かいを開始した。

「見たか、小こ娘むすめ！　世にジュヴレーヌの正義を知らしめるため、わたしは絶対に負けられんのだ！」

　アルボワが咆ほう哮こうをあげる。ヴィオとの戦せん闘とうによって、アルボワの制服は破れ、皮ひ膚ふがむき出しになっていた。制服の下の肉体も、アルボワの顔と同様、傷だらけだった。それはアルボワがこれまで歩んできた激戦の人生を物語る傷きず跡あとだった。

「……この、筋肉ダルマのオッサンめぇぇぇぇぇぇ!!」

　うめき声を漏らし、ヴィオはガレキの間から這はい出てきた。荒あらく呼吸を繰くり返す、ヴィオの体にも無数の傷が刻まれていた。右手の震ふるえが止まらない。今日、何百、何千本の矢を放ったか覚えていないが、弓を引きすぎて手の感覚がだんだんとなくなってきたのだ。

「ぬぅ、まだ生きていたか、小娘」

　アルボワは隻せき眼がんを凶きよう悪あくに細めながら、手の大剣を振ふり回した。

「だが忘れるな、小娘、わたしは絶対に負けん、負けられないのだ！　わたしが万が一にも負ければ、いったい誰が民衆を護るというのだ！　民衆の平和を護るため、わたしは自分がどんなに傷つこうとも決して倒れるわけにはいかんのだ！」

「あたしだって負けられないさ……モニ姉ぇを助けるまでは、たとえ殺されたって死ぬわけにはいかないんだよっ!!」

　叫さけび、ヴィオは震える手をむりやり持ち上げ、《天楼閣弓ドンジヨン》を再度構えた。

「ぬぅ、敵ながらあっぱれな気き概がいよ！　その心意気に応え、わたしも全力で……む？」

　アルボワが、なにかに気づいたように頭上を見上げた。王都の上空に、なにかの映像が映しだされていたのだ。

「あれは……」







「しぶといわねぇ、この子。いったいどんだけ強いのよ」

「……ん」

　ジャッ、ギンッ、キンッ！

　ティンは、雨あられと襲いかかる無数の剣をかわすことで、攻撃をしのいでいた。時折スキを見て剣を砕くだいているが、ティファはすぐ次の剣を補ほ充じゆうするため、あまり効果はない。

「…………」

　そしてティンは、紙かみ袋ぶくろの中で歯がみしていた。他の姉妹やシュンたちの状況は端末越ごしに聞いているが、誰もが追おい詰められている。助ける余よ裕ゆうがあるとすればティンだが、ティファ相手に手こずっているうちに周辺を騎士たちによって完全に包囲されてしまった。このままでは、ティファに体力を削けずられた後、無数の騎士たちによって押しつぶされてしまうだろう。

　いや……ティンの実力ならば、ティファを倒し、力ずくで包囲を突とつ破ぱすることもできる。だが……

「恐おそろしい子……あんた、まだ実力隠かくしてるでしょ」

「…………」

　剣を飛ばす遠えん距きよ離り攻こう撃げきは休むことなく、ティファはポケットに手を入れたまま、ティンを見つめている。

「隠したってわかるわよ、あんたはまだ本気を出していない……あぁ、ほんと、あたしって貧びん乏ぼうくじね。なんだってこんな強いのを相手にしなきゃいけないのよ、めんどーだわぁ」

　ぼやくティファだが、その口調には余裕が感じられた。実際問題、ティファは超ちよう能のう力りよくじみた力で剣を飛ばしてはいるが、自分自身は戦闘に加わっていないのだ。

「けど、なんで本気を出さないのかしら？　もしかして、出せない理由でもあるの？」

「…………」

　残念ながら、目の前の女騎士は、ティンでも手加減しながら勝てる相手ではないらしい。しかし、ティンが本気を出せば、顔の覆ふく面めんに気を遣う余裕がなくなってしまう。そうなればティンの正体もばれてしまう。

　ティンの主、皇国皇こう帝ていエルミタージュは、ティンの好きにすればいいと送り出してくれた。ティンがなにをしても、エルはその責任を取るとも言っていた。だがティンは、エルが自分を信しん頼らいしてくれたからこそ、エルに迷めい惑わくをかけたくなかった。正体を隠すために覆面をかぶっているのはそれが理由だ。

　だからこそ、今正体を明かすわけには……

「けど、あんたの正体、だんだんわかってきたわよ」

　ティファが、ふふっ、と笑みを零こぼす。

「顔は見えなくても体格からしてどう考えても子供。なのにその実力は並の騎士をはるかに超こえている……バーガント広しと言ったって、そんな子供がそう何人もいるはずないわよねぇ」

「…………」

「あんたが正体を隠し続ける理由も、なんとなくわかったわ」

　ダメだ──ティンは思う。ティファは、やる気のなさそうな見た目に反し、なかなか洞どう察さつが鋭い。おそらくティンの正体にも気づいている。このままでは……

「さぁて、このまま……あら？　あれは？」

　ティファが頭上を見上げる。ティンも視線を持ち上げると、王都の上空になにかの映像が投とう影えいされていた。あれは……




『ヤベーのです！　敵の放送が復帰しそーなのです！』

「なんとかならないの!?」

『ムチャゆーな、なのです！　あたくし様だって限界なのです！』

　シュンの耳元で、クロロの悲鳴じみた声が響く。

　王都の中心の広場で激戦を繰り広げるシュンたちを見守るペルデのもとに、一人の騎士が駆かけ寄よった。

「ペルデ卿きよう！　まもなく放送の一部が復帰します！」

「ならば直ちに断頭台の映像を流せ！　王都の上空にも、映像を投影しろ！」

　ペルデの指示により、王都上空に巨大な映像が投影された。それは現在の断頭台の様子を映しだしたものであり、王都にいる者ならば全員が見ることのできる映像だった。

　そして今、ペルデの指示で、拘こう束そくされたモニカが断頭台へと連れて行かれる、その様子は、シュンたちからもはっきりと確認できた。

「モニカ姉様！　クソ、どけよ、お前たちっ！」

　ののしりながらシュンは、目の前の騎き士しをはじき、前に進んだ。だが、無数の騎士はすぐさまシュンの目の前に立ちふさがり、次々と襲いかかり、シュンを足止めしてくる。すでに騎士たちは、《滅神咒具エスカトロイ》を使うシュンを倒たおすことは難しいと気づき、ひたすら足止めをする戦法に切り替かえていた。それはシュンたちにとって、最悪の状況だった。

「そうだ、王都で暴れる愚おろか者どもにみせつけるのだ、モニカのクビが刎はねられる瞬しゆん間かんをな！　それを見れば奴やつらも気づくだろう、自分たちの無力さに！」

「……ちっ」

　舌打ちしたモニカが、自分を連行する騎士を蹴けり飛ばした。ここまで従順だったはずのモニカが急に暴れたことで、騎士たちは虚きよを突つかれた。だが──

「愚かだな、モニカ。これ以上生き恥はじをさらすか！」

　ペルデが、あざけりを通り越して、あわれむように告げる。モニカは足だけは動かせるものの、手には拘束具がつけられ、そこから伸のびる鎖くさりの先はしっかり騎士が握にぎっている。〈反魔導素エル・スクレ〉製の拘束具で、モニカは《滅神咒具エスカトロイ》が使えない。そして常人にすぎないモニカの蹴りでは、騎士はビクともしなかった。

「ふんっ……弟と妹たちが奮戦しているのに、我わたしだけなにもしないでいるのは気がひける」

　吐はき捨すてるようにつぶやき、モニカが暴れ出した。とは言っても、手に拘束具をつけられた状態である。周囲の騎士たちの手で、すぐさま押さえ込まれてしまった。

「まったく見苦しいな……かまわん、強引に連れていけ。どうせすぐ死ぬんだ、多少手て荒あらなことをしても構わん」

　ペルデの指示で、騎士がモニカの手足をつかんでつれていく。残念ながら、モニカがどれだけ抵てい抗こうしようと、騎士の万力のような腕うでから逃のがれることは不可能だった。

「そうだ、モニカ。お前たちがどれだけわたしに逆らおうとムダだ。世界は、わたしの意志の下で統一されるのだ。そしてわたしは今度こそ、〈魔王コシユマル〉にかわって……」

「ペルデ卿、一大事です！」

「なにごとだ！　今はいそがしい、後にしろ！」

「ですが、緊きん急きゆう事態です！　大至急お知らせしなくては……」

「えぇい、なんだというのだ！　今がどういう状じよう況きようか、わかっているのか！」

　ペルデが伝令の兵士をにらみつけた。兵士はその迫はく力りよくに若干おびえつつ、頭を下げた。

「その、東より、新たな軍勢が出現しました。すでに王都の鼻先まで迫せまっていると報告がありまして、どう対処すればいいのかと各部隊から指示を求める声が……」

「なんだと!?」

　ザザッ──その時、王都上空の映像が乱れた。同時に映像が切り替わり、美しい金きん髪ぱつをもつ少女の姿が映しだされた。

『みなさん、ごきげんよう。わたくしはジュヴレーヌ王国第一王女、リュリシア・ルショット・シャンベルです』




『なんとか間に合ったのです！』

　クロロが、端末越しに安あん堵どの声を漏もらす。

『持っていかれた放送を、もう一度取とり戻もどして王女様の映像に切り替えたのです』

「さすがクロ！　助かったよ！」

　シュンたちの見上げる先、王都の上空には、リュリシアの大きな姿が映しだされ、ジュヴレーヌ王国に住む人間なら誰だれもが知っているリュリシアの登場に、王都の騎士たちも今の状況を忘れ、映像に見入っている。

『現在、王都にいる全ての王国騎士に命令します。ただちに全ての戦せん闘とう行こう為いを停止しなさい。これ以上の戦闘行為は、わたくしの望むところではありません』

　リュリシアの言葉を聞いた騎士たちの間に動どう揺ようが走る。突とつ然ぜんの事態に、どう対処すればいいのか、誰もが迷いを見せていた。

「えぇい、なんなのだ、あの映像は！　ただちに回線を切断しろ！」

「はい、ただちになんとかします！」

　予想外の事態に、ペルデも顔を赤くして怒ど声せいをあげていた。そのペルデのもとに、新たな報告が届けられる。

「ペルデ卿、王都周辺に迫る軍勢の正体がわかりました！」

「いったいどこの軍だ！　待て、東と言ったな……まさか、王女がシャンミュニ皇国の軍勢を引き入れたのか!?」

「いえ、違ちがいます。現れたのは我が国の正規軍──極東方面軍です！　その数、数万！」

「なん、だと!?」







　極東方面軍──それはその名の通り、ジュヴレーヌ王国において最も東側に配置された軍団である。

　ジュヴレーヌ王国の東側にはシャンミュニ皇国が存在する。二つの国の間には昔から良好な国交が続いていた。よって、本来ならばジュヴレーヌは、東側に大規模な軍団を配置する必要はなかった。

　だが、二つの国の国境上には、『絶望の樹海』と呼ばれる広大な森林地帯が広がっていた。そしてこの樹海は、バーガント大陸有数の、魔ま獣じゆうの生息地だったのである。

　極東方面軍とは、この樹海を監かん視しし、樹海の外に迷い出た魔獣を駆く除じよするために設置された軍団なのである。

　極東方面軍はその性質上、魔獣を倒すことよりも、魔獣を樹海の外に出さないことに重点をおいた軍隊である。よって、必然的に人目につかない場所での戦せん闘とうを繰くり返すことになり、華はなやかなイメージをもたれる騎士の任務の中では苦労の割に目立たない、汚よごれ仕事に分類されていた。

　そのためいつのころからか、極東方面軍は、他の騎士団になじめなかった問題児や、はぐれものなどが送られる左さ遷せん先と、騎士たちの間では認識されるようになったのである。

　数ヶ月前、樹海に生息する魔獣が一いつ斉せいにあふれ出すという魔獣事件では、最前線で最も激しい戦いを繰り広げることになり、その戦いで極東方面軍は壊かい滅めつ的な打撃を受け、現在は再編中の状態である。

　また、魔獣事件で一時的に魔獣が減ったとはいえ、樹海内にはまだまだ多数の魔獣が残っており、それがいつ暴れ出すかはわからない。そのため、王国中から精せい鋭えいが王都に集められた現状でも、極東方面軍の人員だけは手つかずのまま残っていたのである。




「数万だと？　バカな、現状、極東方面軍には、せいぜい一万程度の戦力しかないはずだぞ！」

　ペルデが苦々しげに告げる。自分の予想外のことが発生したことが、不ふ愉ゆ快かいなのだ。

「それが、報告によりますと、正規軍に交じって、若い騎士、未成年らしきものが多数いると。おそらくは……」

「騎士学園か」

　騎士学園には大勢の騎士見習いがいる。それは一つの軍隊と見てもいいほどである。

「王女殿でん下かめ、どこまでもわたしのジャマをしてくれる……だが、極東方面軍を動かすとは、なんと愚かなマネをしたのだ、王女殿下は」

　ペルデが吐き捨てる。

「極東方面軍は、魔獣から国土を護まもるための防ぼう波は堤ていなのだぞ。それを動かしてしまっては、もし今魔獣が暴れ出せば、いったい誰がそれを食い止めるのだ」

「その件なのですが、別の報告が……」

　ペルデのかたわらの騎士が告げる。

「『絶望の樹海』に、シャンミュニ皇国の正規軍が侵しん攻こうしたとの情報が」

「なん、だと!?」

「もちろん国境を越えてはいませんが、樹海内の魔獣を皇国軍が掃そう討とうしている模様です」

「そういうことか」

　ペルデの脳裏で、全てが一つに繫つながった。

　リュリシアは現役の騎士学園の生徒である。当然、学園内では顔がきく。生徒たちを引き連れてくることも可能だろう。

　また、リュリシアと隣りん国ごくの皇こう帝ていエルミタージュは親友といってもいい関係だ。そのコネを使って、リュリシアは皇国軍を動かし、極東方面軍を動かす余よ裕ゆうを作り出したのだ。皇国軍を自国内に呼び込めば最悪外がい患かん罪を疑われるが、このやり方ならば問題ない。

　そして、思い出す。現在の極東方面軍の司令官は、エフィ・ペール・ア・コルトン。剣定のとき、皇国のクーデターでジュヴレーヌ王国のチームが独断行動をとった責任を取って、左さ遷せんされたのだった。エフィは、数週間前まで騎士学園の学園長であった騎士である。

『くり返します。これ以上の王都での戦闘は、わたくしの望むところではありませんわ。直ちに全ての戦闘行為を停止しなさい』

　王都中にリュリシアの声が響ひびき渡わたる。騎士たちは驚おどろきと共に手を止め、どう行動すべきかの指示を求めていた。

「この放送を今すぐ止めろ！　回線を強制的に打ち切れ」

「はい。ですが、今すぐにはムリ、とのことです」

　部下からの報告に、ペルデは地じ団だん駄だを踏んだ。

「ならば、音声だけでもいい！　わたしの声が王都中に聞こえるようにしろ！　大至急！　今すぐにだ！」

「それならば直ちに……」

　騎士の一人がマイクを持ってくる。ペルデは剣のかわりにマイクをにぎった。

『わたしはジュヴレーヌ王国第一騎士団〈終末騎士団デルニエ〉団長、ペルデ・ダン・サンブリだ。全ての騎士諸君に告ぐ。余計な言葉に耳を貸すことなく、自分の責務を果たして欲しい！』

　ペルデの野太い声が、王都中に響き渡った。

『現在、王都には処しよ刑けいを阻そ止ししようとする魔族勢力が侵しん入にゆうしている。魔族を殲せん滅めつすること、それこそが我々騎き士しの責務である。王女殿下は、現在の王都の状況をわかっておられない。全ての責任はわたしがもつ。諸君は、余計な言葉に惑まどわされることなく、自らの責務を果たして欲しい』

『くり返します。王国第一王女、リュリシア・ルショット・シャンベルの名において、全ての戦闘行為の停止を命じます！』

『また、全ての騎士への命令権は、第一騎士団団長であるわたしが持っている。この命令を取り消すことができるのは、国王陛下ただお一人である。王女殿下に騎士への命令権はなく、この行こう為いはれっきとした越えつ権けん行為であり、違い法ほう行為に該がい当とうする。諸君は動揺することなく、己の与あたえられた役割を果たすのだ！』

　ペルデとリュリシア、双そう方ほうから、相反する命令が出されていた。王都中に動揺が走っていく。




「ふむ、予想通りではありますが、反応はかんばしくありませんね」

　とつぶやいたのはエフィである。

　エフィが現在いる場所は王都の外がい壁へきのすぐ外の平野部。そこには極東方面軍と騎士学園の生徒を寄せ集めて作った即そく席せきの軍隊、数万が集結していた。

　多くの騎士がひしめく中心部付近に、指揮官であるエフィ、そしてリュリシアとアンジュたちはいた。リュリシアは、魔導カメラに向かって先ほどから同じ言葉を繰り返している。その映像は、王都の上空に、この場所からでも見えるくらいはっきりと投とう影えいされていた。

「王女殿下の言葉で確かに王都の騎士たちは動揺していますが、かといって大人しくこちらに従うそぶりはなさそうですな」

「……やむを得ません。伯お父じ上うえのほうが正論です」

　アンジュも悔くやしげにうなずく──そうだ、ペルデのいうとおり、リュリシアに騎士団への命令権はない。リュリシアの呼びかけにはなんの拘こう束そく力もないのだ。

「いかがいたしますか、王女殿下？」

　エフィはちらりと、リュリシアの様子をうかがった。

「このままここにいても、状況は変わらないどころか、こちらにとって悪くなるばかりですね。やはり言葉だけで王都の騎士を説得するのは難しいですね」

「そんなこと、わかっていますわ」

　リュリシアも苦々しげな様子だが、どうしようもなかった。

「むしろ、エフィ卿きようはよく信じてくださいましたね」

　アンジュの言葉に、そうかね、とエフィはとぼけたような表情を浮うかべた。

　リュリシアはペルデの野望を砕くだくために力を貸して欲しいと、極東方面軍にいたエフィに協力を要よう請せいした。交こう渉しようは長引くかと思いきや、エフィはあっさりとリュリシアに従ったのだった。

「わたしが王女殿下の味方をするのが、そんなに不思議ですか？」

「今さらではありますが、エフィ卿にはそのままわたしたちを捕とらえ、ペルデ卿に引き渡すという選せん択たく肢しもあったはずです。その手て柄がらで、エフィ卿は王都に返り咲ざくこともできたはずですが……」

「なかなか面白いことをいうね、ペティ君」

　エフィはアンジュを見つめた。その表情が急に引きしまり、真ま面じ目めな顔つきとなる。

「君は、わたしが教え子をあっさり売り渡すような人物だと思っていたのかい？」

「いえ……失礼しました。失言です」

「いや、いいんだよ。王女殿下の従者なら、当然そういうことも考えないといけないからね……確かに王女殿下の話はかなり突とつ飛ぴでしたね。ソフィー卿やハーベスト君の正体が魔族で、大陸の西部はすでに魔族の手に落ちているという話、正直にわかには信じられない話です」

「ならば、なぜ？」

「なぁに。わたしとて、これでも教育者のはしくれで、王女殿下はわたしの教え子です──教え子が真しん剣けんに話す言葉を教育者が疑うようになったら、おしまいですよ」

　肩かたをすくめてみせるエフィ。リュリシアとアンジュは、この元学園長が自分たちの味方になってくれて本当によかった、と思った。騎士学園でも、エフィは元学園長の人脈であらかじめ教師たちに話をつけ、生徒の誘ゆう導どうを迅じん速そくにすすめたのだった。

「今は、待つのですわ」

　リュリシアが告げる。

「わたくしたちに今できることは、それだけですわ」

「それだけで、うまくいきますかね？」

「……王都には、わたくしが最も信しん頼らいする友人たちがいますわ。彼らなら、きっと、わたくしたちが作ったこのスキを衝ついて、うまく動いてくれますわ」

　そうつぶやくリュリシアの声には、確信めいたものがこもっていた。




　王都の中央広場では──

「王女殿下は、つくづくこちらの手を焼かせてくれる……だが、所しよ詮せんできることはこの程度だろう。騎士たちが多少混乱したところで、大勢に影えい響きようはない」

　騎士たちの様子を眺ながめてつぶやくペルデには、まだ余裕があった。

「ペルデ卿、極東方面軍は、いかがいたしましょう？　王都へ入ろうとしているらしいと、先ほどから伝令が……」

「惑わされるな！　王女殿下に騎士団への命令権はない！　極東方面軍の行動は、明確な軍紀違い反はんだ！　すぐに向こうの指揮官と王女殿下をここへ呼び出せ！　極東方面軍はもちろん、王都の外で待機だ！　命令に従わないようなら、多少の実力行使もかまわん！　間ま違ちがっているのは向こうだと、教えてやれ！」

「了りよう解かいしました！」

「たかが数人のザコを相手に、いつまで遊んでいるのだ！　さっさと始末しろ！」

　ペルデが大声を張り上げている前で──シュンたちは、互たがいに合図をしあった。

「今がチャンスだね」

『えぇ、王女殿下が絶ぜつ妙みようなタイミングで騎士たちにスキを作ってくれました。やるなら今です』

『…………』

　魔導端末を介かいして、シュンは広場にいるソフィー、シラーに合図を送る。そして三人は、懐ふところから取り出したボールのようなものを同時に地面に叩たたきつけた。次の瞬しゆん間かん、三人の足下から真っ白な煙けむりが立ち上り、広場全域に広がっていった。それこそ一瞬で、周辺が霧きりに包まれてしまったかのような状態である。

「なんだ、これは!?」「煙えん幕まく？」「どうなっている！」「敵はどこにいった！」

　リュリシアの登場で多少の動どう揺ようがあった騎士たちに、煙幕の追い打ちである。騎士たちはさらに混乱した。

「あわてるな！　こんなものはただの目くらましだ！」

　ペルデが、大声で叫さけぶ。

「苦し紛まぎれの子供だましにすぎん！　この混乱に乗じて、敵は断頭台に迫せまるぞ！　全員、手はず通りに防備を固めろ！」

　ペルデの指示で、煙幕で視界が悪い中、騎士たちは統制のとれた動きで、断頭台を幾いく重えにも囲むように整列していった。

「なにものも絶対に近づけるな！　あやしいそぶりをしている者はかまわん、見つけ次第斬きり捨てろ！」

　突とつ然ぜんの事態にも冷静に対処していく。『騎士の王国』と呼ばれるジュヴレーヌの騎士は、その優ゆう秀しゆうさを遺い憾かんなく発揮していた。

「この程度の小細工、わたしが想定していなかったとでも思ったか。甘く見られたものだ……む!?」

　ペルデは、そこで遅おそまきながら気づいた。

「待て。貴様！　そこの貴様だ！　なにをしている！」

　見ると、煙幕の中、モニカを断頭台とは微び妙みように違ちがう方向へ連れ出そうとする兵士がいたのだ。

「貴様いったい何者だ！」




『マズイのです！　アリアが気づかれたのです！』

「わかっているよ！」

　耳元でクロロの声が響き、シュンは断頭台の方向を見る。煙幕で視界が悪いが、思っていたよりも風が強く、煙はみるみるうちに薄うすれていった。

　薄くなった煙の向こう、断頭台の近くでは、とある人物がモニカを連れ出そうとしていた──それは今まで戦せん闘とうに参加していなかったアリアである。アリアはジュヴレーヌ王国一いつ般ぱん兵の制服を着込み、兵士に紛れ込んでいたのだ。

　そう、これがシュンたちの計画である。

　シュンたちが王都内で暴れ回っているのも、リュリシアが軍勢を引き連れてやってきたのも、全ては陽動のためだ。ペルデの気を少しでもそらすことこそが、シュンたちの狙ねらいである。

　また、現在騎き士したちの魔導端末による通つう信しん網もうは使用できない。その状態で王都の外に見慣れない軍勢が現れたため、騎士たちは状じよう況きようをペルデに知らせるために、伝令を走らせて情報を伝えていた。必然、ペルデの周囲には大量の兵士が入り乱れることになる。オマケに、各地から兵力を集めたため、普ふ段だんは見かけない顔であっても騎士たちもあまり気にとめなくなってしまっていた。

　そのため、兵士の姿のアリアは断頭台付近にまで接近することに、まんまと成功したのである。

『全員さっさと、アリアを援えん護ごしやがれ、なのです！』

「わかっているよ！」

「了解です」

「…………」

　そして、シュンとソフィー、シラーの三人。処しよ刑けい場にいる三人はこれまで、騎士にジャマされて断頭台まで近づけない、フリをしていた。そのおかげで、ペルデも多少は油断したようだ。しかしもはや演技の必要はない。三人は、今度こそ全力で、断頭台めがけて突き進すすんでいく。

「くっ、こいつ、いきなり強くなった？」

「悪いのですが、お遊びは終わりです。あなたの動きはだいたい見切れました──もう、あなたの相手をする必要も、ありません」

　ソフィーが《聖堂光剣カセドラル》を一いつ閃せん。鎗やりを構えたシトリの体をはじき飛ばすや、かたわらにいた騎士の肩に飛び乗り、それを足場に空中に飛び上がり、目にもとまらぬ速さで断頭台へと接近していく。

「モニカ姉様っ！」

　シュンもまた、全身の力を振ふり絞しぼって、周囲の騎士を蹴け散ちらして進んでいく。

「モニカの拘束具のカギは、わたしが持っている！　この状態で逃にげられると思ったか！」

　叫び、ペルデが逃げようとするアリア、モニカへと迫る。モニカの手には拘束具がつけられており、これは〈反魔導素エル・スクレ〉と呼ばれる特とく殊しゆな素材でできている。これをつけられたものは、騎士の能力が使用不可能になってしまう。

「モニカちゃん、手を上げて！」

　と、アリアがむりやりモニカの手を高く掲かかげる。周囲からは、ペルデと大量の騎士たちが、二人を拘こう束そくしようと迫る。

「モニカ、こうなれば、わたし自らの手で始末してくれるわ！」

　ペルデは手に剣を構え、そのままモニカを一刀両断しようと迫った。まさに絶体絶命の状態である。

『──位置情報、北東方向一四七、八一五、五九二──ヴィオ、今の位置に、さっさとうちやがれ、なのです！』

『わかってるさ──いくよっ！』

　端たん末まつから、クロロとヴィオの声が聞こえた。次の瞬間、ビュッ、と、上空から一筋の光が、モニカの手て枷かせを貫つらぬいた。地面に突き刺ささったのは、まっ赤な矢だ。ヴィオの武器、《天楼閣弓ドンジヨン》から放たれた矢である。

　ヴィオは矢の軌き道どうを、自由に曲げることができる。中央広場からだいぶ離はなれた場所にいるヴィオだが、現場にいるシュンたちがモニカの位置を伝え、クロロが計算することで、正確にモニカの手枷を狙そ撃げきすることに成功したのだ。




「……礼は言わんぞ、アリア。お前たちは所詮、我わたしの思おも惑わく通りに動いたに過ぎん」

　手が自由になるや、モニカは目め隠かくしを自分ではずし、立ち上がった。かたわらのアリアは、あらあら、といった顔で立っている。

「あいかわらずね～、モニカちゃん。せっかくみんなで助けに来たのに～」

「助けに来た？　面白いことを言う。我たしに助けてもらいに来た、の間違いだろう！」

　モニカは右手を高く掲げた。次の瞬間、モニカのその手が輝かがやき出す。

「見るがいい、我が最強の《滅神咒具エスカトロイ》、《廃墟無錠リユインゼラブル》の力を！」

　処刑場を、眩まばゆい輝きが覆おおった。次の瞬間、広場を埋うめ尽つくさんばかりにいた無数の騎士たちが、一いつ斉せいに苦しみながらその場に崩くずれた。

　モニカの《滅神咒具エスカトロイ》、《廃墟無錠リユインゼラブル》は、あらゆる〈魔ス元ク素レ〉の反応を無効化する。これにより、騎士たちは一時的に騎士としての力を失い、常人と同レベルにまで能力が落ち込んでしまう。またその副作用として、精神に異常な過負荷がかかり、並の人間は、恐きよう慌こう状態に陥おちいってしまうのだ。

　モニカの枷が破は壊かいされたことでモニカを縛しばるものはなくなり、《廃墟無錠リユインゼラブル》の力は遺憾なく発揮された。その結果、騎士たちはなすすべなく倒たおされることとなった。

　王都の中心、処刑場で未いまだに自意識を保っていられるのは限られた者たちだ。シュンにソフィー、シラーにアリア、モニカというシュンの家族たちであり、それに対してジュヴレーヌ側は、ペルデとシトリの二人だけである。

「くっ、これは、頭が……」

　シトリもかろうじて意識は保っているものの、頭痛をこらえるようにふらふらしている。

「モニ姉ぇ、助かったの！」

「……ん、よかった」

　すたっと、建物の屋根をとびこえて、離れた場所にいたはずのヴィオとティンがシュンたちに合流してきた。

「ふん、お前たち。気を抜ぬくな。まだ、我たしは目的を達成して、ない」

　モニカが鋭するどい目でペルデを睨にらんだ。ペルデは手に剣を構えたまま、油断なくこちらを睨んでいる。

「シトリ卿きよう！　まだ戦えるな？」

「……もちろんです、ペルデ卿。わたしはまだまだいけます」

「ペルデ卿、ご無事ですかっ!!」

「あらら、これはヒドイわねぇ」

　と、〈四天劍キヤドリエム〉の三人がこの場に集合する。シュンたちとペルデたち、二つの勢力が、改めて対たい峙じした。

『わたくしたちがこの王都へやってきた目的はただ一つ──それは裏切りの奸かん臣しん、ペルデ・ダン・サンブリの野望を打うち砕くだくことですわ！』

　と、シュンたちの頭上から大きな声が響ひびく。王都の上空には相変わらず、リュリシアの巨きよ大だいな映像が投とう影えいされていた。そのリュリシアが、確信を込めた口調で告げる。

『ペルデ卿は大陸に無用な戦乱を広め、おのれの野望のまま、ジュヴレーヌは愚おろか、世界の全てを支配しようと画策しているのです！』

『騙だまされるな、王女殿でん下かの言葉は全てまやかしだ！』

　ペルデの声がリュリシアに反論するように、周囲に響いた。

『わたしは人生の全てを、王国の繁はん栄えいのために捧ささげてきた！　それは誰だれもが知っているはずだ。これから先に起こる戦乱も、全ては我らが愛する祖国にさらなる繁栄をもたらすため、愛国故の行動だ！　わたしのこの志、王女殿下といえど、とやかく言われる筋合いはない！』

　ペルデはさらに言葉を重ねる。

『魔族は倒すべき存在！　わたしは今度こそ、魔族との戦争に終しゆう止し符ふをうつためにここまで準備をしてきたのだ。そこになんの問題がある？　わたしが裏切ったという証しよう拠こがどこにあるというのだ』

「証拠ならここにある！」

　新たな声が響く。それは、モニカの声だった。

「クロロ！　見ているのだろう！　さっさと映像を切り替かえろ」

『わかってるのです。今やってるのです！』

　上空の映像が変化する。リュリシアの映像だったものが、王都の映像に切り替わる。そしてその映像の中心には、ペルデの姿が大きく映しだされていた。

「むぅ……」

「さぁ、ペルデ、決着をつけよう。我たしは、この瞬しゆん間かんをずっと待っていた！」

　モニカが叫さけび、地面に倒れた騎士たちを尻しり目めに、ペルデめがけて一直線に駆かけだした。

「させんっ！」「待ちなさい」「それはこっちのセリフ！」「なんだ、貴様ら……」

〈四天劍キヤドリエム〉たちがモニカを阻そ止ししようとするのを、今度はシュンたちが妨ぼう害がいする。モニカの動きを止めることができるものは、もはやどこにもいなかった。

「ぬぅ、バカめ、貴様ごときの力で、わたしを倒せると思ったか！」

　ペルデは剣を構え、駆け寄よってくるモニカを迎むかえ撃うった。だが──

「そっちこそ忘れたか、ペルデ。《廃墟無錠リユインゼラブル》の効果で今のお前は一いつ般ぱん人も同然だ。そして──」

　モニカの長い脚あしが閃ひらめき、ペルデの握にぎっていた剣を、弾はじきとばした。

「今まで隠かくしていたが、我たしはこれでも体術は得意なんだ」

「なんっ」

「ペルデ。ここが貴様の終着点だ！　その本性を、さらけだせっ！」

　駆け寄った勢いのまま、モニカの固く握りしめた拳こぶしが、ペルデの顔面をまともにとらえた。ペルデの巨きよ体たいがきりもみしながら宙を舞まい、地面に転がっていく。

　場を、静せい寂じやくが包み込んだ。誰もが、予想外の展開に息を吞のんでいる。

　モニカが素手でペルデを殴なぐり飛とばした、その映像はカメラを通じて、世界中へと中ちゆう継けいされたのだ。誰もがなにが起こっているのか理解できず、固かた唾ずを吞んで成りゆきを見守っていた。

　そして──その静寂をやぶったのは、絶ぜつ叫きようだった。

『グアァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッッ!!』

　ペルデである。ペルデが自分の顔を押さえてすさまじい叫び声をあげていた。その声はまるで、野や獣じゆうの咆ほう号ごうであった。

「ペ、ペルデ卿、いったいどうなさったのですか！」

「しっかりしてください！」

〈四天劍キヤドリエム〉たちの呼びかけにも答えず、ペルデはうずくまったまま絶叫を続けた。

『グアァァァァァァ、バカな！　バカなバカなバカな！　モニカ、貴様、まさか、このわたしに、よりによって、あぁぁあァあああぁぁアアアアアア!!』

「そんな……顔が、溶とけている？」

　シュンも思わず声を漏もらしていた。苦しみもがくペルデ、その押さえた手の奥にあるペルデの顔が、溶けていた。文字通り、火のついたろうそくのごとく、その顔がドロドロと崩れ落ちていく。

『やめろ、わたしを見るな！　このわたしの、わたSHixqpuaktiprgcmbdwqa#hi&aq……』

　ペルデの体が、変へん貌ぼうしていく。

　顔が崩れると同時に、額から長い角が生えてきた。肌はだの一部を硬こう質しつな鱗うろこ状のものが包み込み、指の先からは鋭い爪つめが伸のびる。さらにその背中からは、制服を突つき破やぶって巨大な翼つばさまでもが生えてきた。

　ペルデだった面おも影かげは確かに残っているものの、角や翼など、あきらかに常識ではあり得ない姿へと変貌していた。ペルデは、ペルデだったその人物は、まっ赤な目で周囲をゆっくりと睥へい睨げいしたあと、牙きばの生えた口を開いた。
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　耳障りな音に、シュンは顔をしかめた。ペルデが発した音は、なにかの言葉のようにも思える。だが、シュンにはさっぱりわからない音だった。

「初めて聞きましたよ」

　シュンのかたわらで、シュンと同様、ペルデを見つめるソフィーがつぶやいた。

「生前、母さんに教えてもらったことがあります──これが〈魔乖言語ドミネシオ〉」

「〈魔乖言語ドミネシオ〉？」

「魔族の本ほん拠きよ地ち、闇黒大陸で使用されていた言語。人間では発音することすら難しいと言われる言葉です」

「それって、まさか……」

「魔族だ……」「まさか、魔族？」「本物？」「間ま違ちがいない！」「オレは三十年前奴やつらと戦った！」「本物の魔族だ！」「魔族が王都に攻せめ込んできたぞぉぉぉぉぉぉ!!」

『これがペルデ卿の隠し続けた真実──ペルデ卿の正体は、魔族だったのですわ！』

　映像に再度リュリシアが現れた。

『ペルデ卿は、何年も前に死にました。ですが邪じや悪あくな魔族は、スキをついてペルデ卿になりすまし、そのまま王国の中ちゆう枢すうに入り込み、陰かげから全てを支配してきたのですわ！』

　そんな、まさか、ありえない、と、王都中にいる騎き士したちが口々にうめいた。誰もが現実を受け入れられないといった様子だった。

『全ての真実は今、あなたたちが見たとおりですわ！　ペルデ卿に擬ぎ態たいした魔族はジュヴレーヌ王国の実権を握るや、今度は大陸全土を巻きこんだ戦争を引き起こし、人類を疲ひ弊へいさせ、そのまま全人類を支配しようと企たくらんだのですわ！　わたくしはペルデ卿の野望に気づき、それを阻止しようと行動したのですけれど、事前にペルデ卿に察知され、軟なん禁きんされていました。ですがスキを見て脱だつ出しゆつし、今、こうして全ての野望を打ち砕くため、わたくしは王都に戻もどってきましたわ！』

　リュリシアが、映像の中で力強く拳を握った。

『さぁ、ジュヴレーヌ王国に所属する全ての騎士のみなさん。真実は全て、あなたたちが実際に見たとおりですわ！　この国を愛する気持ちがあるならば、真の敵が誰であったかはもはや明白！　ただちにその邪悪な種族を全力を挙げて討ち倒たおすのですわ』

「そうだ、我わたしはこの瞬間を、ずっと待っていたのだ」

　モニカが、シュンたちに向かって説明をする。

「我たしはわざとペルデの手に捕とらえられた。やつならば、我たしをすぐには殺さず、自分の目的のために利用すると予想できたからな。そしてやつは我たしの思おも惑わく通り、大陸中の注目が集まり、絶対に言いい逃のがれのできない状じよう況きようを自ら作り出してしまった。そしてその場で我たしの《廃墟無錠リユインゼラブル》を使えば、やつには破は滅めつ以外の道は残っていない──今日まで、我たしはペルデに対して《廃墟無錠リユインゼラブル》を使わないようにしてきた。だからペルデもすっかり油断していたようだな、自分の擬態は完かん璧ぺきだと」

「モニカ姉様は、いったいいつ、あの人が魔族だって気づいたの？」

「最初からだ」

　それこそあっさり、モニカがシュンに答える。

「考えてもみろ。あのバカみたいに強かった父さんと母さんを殺すなど、人間ごときにできるものか。最初から犯人は魔族だと、我たしは確信していた」

　全てモニカの計画通りにことは運んだということだ。

「そんな……ペルデ卿！　本当にあなたはペルデ卿なのですか！」

　魔族の姿となったペルデに向かって、シトリが叫んでいた。

「なにかおっしゃってください、これはいったいどういうことなのか、我々に説明してください！」

「ｑぁＡアァああああ……そうだな、さすがにこうなってしまっては、どんな言い訳も通用せんか」

　魔族が、声を発した。今度は先ほどのような聞き取りにくい不協和音ではない。れっきとした、人間の言葉を話していた。そしてその声は、確かにペルデのものだった。

「久々に本来の姿に戻ったもので、声の出し方がわからなかった……そうだ、わたしは魔族だ。そして愚かな人間ども、お前たちを支配するために、わたしはこの大陸へきたのだ」

「なんということだ……」

「人間よ。お前たちはあまりにも愚かだ。一人ではなにもできない脆ぜい弱じやくな生命体でありながら、大勢が集まると決して一つにまとまることなく互たがいに争いあう。そんな愚おろかな人間を、わたしの同族たちは根絶やしにしようとしてあの戦争が起きた──だが、わたしは違ちがう。わたしはお前たちをこの手で支配し、秩ちつ序じよをもたらしてやろうとしたのだ。お前たちはこのわたしの管理下にあって、初めて繁栄できるのだ」

「そんなふざけた話が、通用するか！」

「わたしに逆らうか、下等生物ども──まぁいい。こうなってしまっては、言葉は通じまい。貴様ら下等生物でもわかりやすい、実力行使で決着をつけよう」

　ペルデが腕うでを組むと、ふわりと、その体が宙に浮うかんだ。そのペルデの足下の地面に、影が広がっていく。

　その影の中から、なにかが這はいずり出てきた。それは、漆しつ黒こくの人間だった。だが大きさは人間よりも一回り大きい。全身が黒一色で塗ぬりつぶされており、まるで影がそのまま固まってできたかのような存在だった。

　そんな影人間が大量に、それこそ百や千ではきかないほどの数が、地面から一いつ斉せいに這い出てきたのだった。

「まずい、下級魔族です！」

　ソフィーが、叫んだ。

「最下層の魔族です。魔族の中で最も脆弱ですが、それでも並の騎士と同等の力があります！」

「そんな奴らが、こんなにたくさん!?」

『まずいのです、さっさと片付けるのです！』

　イヤホンから、クロロの声が響ひびく。

『三十年前の戦争で人類を苦しめたのも、結局はその下級魔族どもなのです！』

「え？　だって、一番弱いんでしょ？」

『上級魔族は〈魔ス元ク素レ〉がある限り、下級魔族を無限に召しよう喚かんできるのです！』

　なんだ、その、反則じみた能力？

『上級魔族が一人いれば、人間の国なんて半日で滅めつ亡ぼうするのです！』

「行きますよ、兄さん！　早くペルデ卿きようを倒さないと、手て遅おくれになります！」

「もちろん！」

　シュンとその姉妹たちは互いにうなずきあい、再び戦いの渦うずへと身を投じていった。







「おい、マジかよ」「あれが本物の魔族」「なんて数だよ……」「あんなのと戦うのかよ……」「むりむりむりむりむり、絶対むり」

　ペルデの変貌は王都の外に展開しているリュリシアの軍勢にも生なま中ちゆう継けいされていた。その一部始終を目もく撃げきし、さらに大量に出現した下級魔族の姿を目まの当たりにして、騎士に交じった学園の生徒たちは、怖おじ気けづいていた。

「うえぇ、これ本当なのかよ」

　学生たちの間で、ブイもうめいた。確かにリュリシアは王都に魔族がいるから、それを倒すために力を貸して欲しいと言っていた──しかし王国の騎士のトップ、ペルデこそが魔族だというのは初耳だ。誰だれもが驚おどろきを隠かくせないでいた。

『みなさん──無理強いはしませんわ。恐おそろしいというのならば、ムリに戦うことなどありません。その場で見ていなさい！』

　リュリシアの映像が上空に投とう影えいされ、その声が王都全体に轟とどろく。

『けれど騎士学園のみなさん。もう一度考えるのですわ──自分たちが、なんのために騎士を志したのかを！　王都に侵しん入にゆうした魔族を目の当たりにして、なにもしないでただ逃にげることが、あなたたちのやりたかったことですの！』

　リュリシアの言葉は、挫くじけかけていた生徒たちの戦意を、少しだけ奮い起こした。

『繰くり返します。無理強いはしません。ですが、わたくしは戦いますわ！　なによりわたくしが愛するこの国のために、魔族には絶対に屈くつしませんわ！　わたくしと同じ志のものは、わたくしに続きなさい！』

　剣けんを前に突き出し、リュリシアがみずから、駆かけだした。同時に、極東方面軍の騎士たちがエフィの号令で雄お叫たけびと共に、王都に向かって走り出す。さすがに正規軍の騎士たちは、自分たちがなにをすべきかを理解していた。

「おいお前ら、なにしぶってんだよ、オレらも行くぜ！」

　ブイは、大声を出して叫さけんだ。だがまだ若く、実戦経験などない生徒たちは、リュリシアの演説を聴きいても、まだ踏ふん切りがつかないものが大多数だった。

「でも実際に戦うのは……」「そりゃ魔族を放ってはおけないけど……」「あんなに正規の騎士たちがいるなら、オレたちなんて必要ないじゃん？」「危ない目にあうことないだろ……」

「バッカ、よく考えろよ、こいつはチャンスじゃねえか！」

　ブイはあまり深く考えず、思ったことをそのまま叫んだ。

「王女様が戦うんだぜ！　つまりこいつはそんだけデカい戦だってことだよ！　手て柄がらを立てるチャンスじゃねえか！　騎士になれるかどうかわからねえ落ちこぼれのオレだけどさ、ここでなにか手柄を立ててみろ、騎士確定間違いなしじゃねえか！」

　ブイの言葉に、確かに、と学生たちもうなずいた。

「それだけじゃねえぞ！　もし万が一、運良く、あの魔族のボスをオレたちの手でぶっ殺してみろよ、こいつはもう、上級騎士確定の大手柄！　将来のエリートコースはもう約束されたも同然だ！　オレは行くぜ、来たくないやつは来るな！　手柄は全部オレのもんだ！」

　叫び、ブイは持ってきた剣を片手に、生徒たちをおしのけ、我先にと突とつ撃げきした。

「待て！」「そういうことなら話は違う！」「オレだって、騎士になって出世してぇよ！」「押すな、バカ！」「いいからとにかく進め！」

　功名心にはやる生徒たちがブイと一いつ緒しよに走り出し、それに釣つられるように、大半の生徒たちも動き出した。一度弾はずみがつけば、これだけの大人数が動くことを押し止めるものなど、なにもなかった。

「……へぇ、意外な才能ね」

　そんな様子を少し離はなれた場所から見ていたのは、学園の教師、ミュスカである。ミュスカの眼は、先頭付近を走るブイの姿をとらえていた。

「バンゼ君、授業だとパッとしなかったけど、こういうときには率先して動くのね。というか、やる気のなかったはずの他の生徒まで動かすなんて……」

「なかなか、才能のある生徒のようだね、ミュスカにゃん」

「エフィ卿。だから、ミュスカにゃんって呼ばないでください」

　ミュスカのかたわらにはいつのまにか、エフィがやってきていた。エフィはいつも通りの飄ひよう々ひようとした笑みと共に、ミュスカの肩かたを叩たたいた。

「人を集め、人を動かすのも立派な才能だよ。ただ残念なことに、学園の授業をこなすだけだとこういう才能はあまり開花しないんだ。人間極限状態に追い込まれてこそ、普ふ段だんは見えなかったものも見えてくる。どうだい、面白いだろう、ミュスカにゃん」

「えぇ、本当に」

　ミュスカはうなずいた。

「面白いですね、人間って──わたしたちとはだいぶ違う」

「さて、では我々も行こうか。生徒ばかり動かして、教師である我々がサボるわけにはいかないからね」

「はい、もちろんです」

　エフィとミュスカ、二人の騎き士しもまた、武器をかまえて王都へ向かっていった。







「こいつら、本当に、キリがない！」

　シュンは目の前にせまった黒い魔ま族ぞくを、斬きり倒たおしながら叫んだ。

　下級魔族と呼ばれる存在は、確かにそれほど強くはない。今のシュンの力なら、苦戦することなく倒せる。下級魔族は致ち命めい傷しようを受けると、そのまま煙けむりのように消えてしまう。だが、倒しても倒しても無む尽じん蔵ぞうに生み出されてしまい、ほとんど身動きがとれない状態だった。

『だから、その場にいる上級魔族をどーにかしねーと、下級魔族は無限に湧わくのです！　ザコはいいから、さっさとペルデを倒すのです！』

「ムリだよ、そんなの！」

　シュンは戦いながら思わず叫んだ。もともとジュヴレーヌ王国の騎士が大量に集まっていた王都の中、至る所から無数の下級魔族が出現し、王都全域で完全な混戦状態となっていた。とにかく自分が今、どの位置にいるのかもわからないほど、周囲を騎士と下級魔族に囲まれてしまっている。ソフィーたちともシュンははぐれてしまった。

「このままじゃ、ペルデに近づくこともできないよ！」

「我が愚ぐ弟ていながらまったく不ふ甲が斐い、ない。この程度でお前はもう諦あきらめるのか、シュン？」

《廃墟無錠リユインゼラブル》！

　シュンの周囲にわき出た下級魔族たちが消しよう滅めつしていった。それこそ太陽の光を浴びた影かげのごとく、一いつ瞬しゆんのことである。

「モニカ姉様！」

　シュンの背後には、いつのまにかモニカの姿があった。どこに持っていたのか、モニカは口に火のついた葉巻をくわえて不敵な笑みを浮かべている。

「魔族は元来、〈魔ス元ク素レ〉がなくては生きていけない存在だ。すなわち、我わたしの《廃墟無錠リユインゼラブル》で〈魔ス元ク素レ〉を無力化すれば、下級魔族などひとたまりも、ない」

　モニカの言葉通り、モニカの周囲だけ、下級魔族は存在していなかった。モニカに接近すれば、その瞬間に消滅してしまうためだ。

「ついてこい、シュン。ペルデにトドメを刺さすぞ」

「いいの、ボクも一緒で？」

「イヤなら来なくていいぞ、愚弟。別にあんな追い詰つめられた雑ざ魚こなど、我たし一人でも十分だ」

「もちろん行くよ！」

「早くついてこい」

　モニカは肩をいからせ、つかつかと、まるで王者のごとく進んでいく。モニカの前に立ちふさがる下級魔族は文字通り、現れた瞬間に消滅して、まさにモニカの前に敵はいなかった。シュンはたのもしい姉の背中を追ってついていくが、シュンが手を出す必要すらなく、ペルデが存在する広場の中央に二人はなんなくたどり着いた。

　魔族の姿となったペルデは、背中の羽で飛んでいた。シュンたちの頭上、空中で腕うでを組み、仁王立ちの姿勢で静止している。ペルデの足下の地面には無数の下級魔族がペルデを護るようにひしめいているが、モニカの接近でそちらは次々と消滅していった。

「やはり来たか、モニカ。貴様、よくもやってくれたな」

　空中から、まっ赤なペルデの目がシュンとモニカを睨にらむ。

「三十年だ。わたしは三十年もかけて完かん璧ぺきにこのペルデという人間になりすまし、この地位を築き上げた。なのに貴様のせいで、全ては水みずの泡あわだ」

「黙だまれ、ペルデ！　貴様こそ、我たしたちの両親の仇かたき、ここでうたせてもらう！」

「ふくくくくく……愚おろかだな、モニカ。わたしが本当にお前の両親の仇だと信じているのか？　だとしたらそれは間ま違ちがいだ」

「今さら貴様と問答をする気など、ない」

「ふくくく、そう言うな。今、真実を教えてやろう！」

　次の瞬間、ペルデは腰こしの剣を抜ぬき、空中から急降下、モニカを襲おそった。

「モニカ姉様っ！」

　とっさにシュンは前に飛び出し、ペルデの剛ごう剣けんを、受け止めた。だが、ガギィンッ、重い激げき突とつ音と共に、シュンの体がはじきとばされてしまう。強い、明らかに人間の姿の時よりも力が増している！

「ペルデ、ここで決着をつける！　《廃墟無錠リユインゼラブル》！」

　モニカが叫び、右手を掲かかげた。その手に白い輝かがやきが宿り、モニカは一気に勝負を決めようとする。だが──

「遅おそい」

　ペルデが、右手を前に伸のばした。その右手が、一瞬でふくれあがる──ペルデの右手、そのヒジから先が、巨きよ大だいな大だい蛇じやの姿となった。

　人間の何倍もの巨体を持つその大蛇は、うなり声をあげながら長大な体を伸ばし、一瞬でモニカとの間合いを詰めると、その巨大な口を大きく開いた。

「なんっ……」

　バクッ──モニカの長身が、大蛇に丸まる吞のみにされた。

「え？」

　その光景を目の当たりにしたシュンは、一瞬なにが起きたのか理解できず、マヌケな声を漏もらした。

　ゴリッ、グチャグチャ、ブシュッ

　異音と共に、大蛇の口くちの端はしから真っ赤な血肉が少しだけ漏れ出た。

「ふくくくくくくく……ふはははははははははは、やった、やったぞ！　ついにやった！」

　右手から大蛇を生やしたペルデが、歓かん喜きの咆ほう哮こうをあげた。

「愚かな人間、モニカよ！　お前はわたしを自分の計略にはめたと思っていたようだが、逆だ。お前がわたしの計略にはまったのだ！」

　ゴキッ、ペルデの体から異音が響ひびき、その体が、徐じよ々じよにふくらみはじめた。

「わたしはついに、神にも等しき力を手に入れたぞ!!」

　ペルデの耳障りな声が鳴り響く。同時に、地面が鳴動し始めた。まるで地じ震しんでも起こったように震動し、シュンは、まともに立っていることすら難しくなった。

『ふはははははははははははははははははははははははははははははははははははは』

　地震は周辺全てを揺ゆさぶり、不気味なペルデの笑い声が王都を包み込んだ。シュンは、頭を抱かかえて、ただひたすら絶ぜつ叫きようした。

「モニカ姉様ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっっ!!」

【　警告。　】

【　マスター登録者の精神に致ち命めい的てき損害が発生しました。　】

【　戦せん闘とう続行不能と判断します。　】

　そして、なにかのガレキがシュンの頭上に降ってくるのと同時に──シュンの意識は、闇やみに吞のまれた。








第四章　因果地平と絶望と〈神覇融合インモルテル〉









　王都の中心に、突とつ然ぜん巨きよ大だいな物体があらわれた。王都で最も巨大な建造物である王宮よりもさらに大きな、異形である。

　その巨体は王都の外からでもはっきり見えるほどの大きさであり、四本の腕をもち、背中には輝くように巨大な翼つばさが十枚伸びていた。あたかもそれは、神話に登場する天使、あるいは地上に堕おとされた堕天使を思わせる姿である。

『ふはははははははははは、愉ゆ快かいだ、実に愉快だ。三十年前から欲ほつしていたこの力──十三ある《滅神咒具エスカトロイ》の中で、最も凶きよう悪あく、最強最悪とまで謳うたわれたこの《廃墟無錠リユインゼラブル》を、わたしはついに手に入れたぞ！』

『やべーのです。モニカが……喰くわれたのです』

　その一部始終を見ていたクロロが、絶望のうめきをもらす。

「そんな、まさか？　クロロ。なにかの間違いではないのですか！」

『あたくし様だって信じられねーのですけど、事実なのです！』

「……ん」

「そんな……ウソでしょ……モニ姉ぇが、そんなヘマなんてするはず……」

「…………」

『シュンはどこへ行ったのですか！　一人だけ行方ゆくえ不明なのです！』

「なんですって！　クロロ、どうして見ていなかったのですか！」

『モニカと一いつ緒しよにいたところまではわかっているのです。けどその後が……」

「まさか、モニカ姉さんと一緒に、兄さんまで？」

「話は後よ。みんな。シュンちゃんもモニカちゃんも、絶対大だい丈じよう夫ぶ。だから、今はいったんここから離はなれるわよ！」

　有無を言わせぬ口調で、アリアが告げる。アリアだって確信があって言っているわけではないが、こうでも言わないと妹たちは動かないと思ったのだ。なにより、先ほどから、じっとりと絡からみつくような空気が、姉妹たちのイヤな予感をかき立てていた。巨大化したペルデの放つあまりに異様な気配に対し、最大級の危険信号を姉妹たちは感じていたのだ。

『見るがいい、下等生物ども。これが、神に等しき我が力だ！』

　巨大なペルデの手から、鈍にぶい光が放たれた。その光はきらめく粒りゆう子しとなって王都の一角を吞み込み──次の瞬間、消しよう滅めつしてしまった。

「なんですって!?」

　それこそまさに一瞬。爆ばく発はつも、なにもおこらなかった。無数の住宅が建ち並ぶ王都の一部が、粒子に包み込まれた瞬間、地じ盤ばんごと消え去ってしまったのである。まさに消滅。跡あとには、むき出しになった地面が広がるだけであった。

「あそこには、王国の騎き士しもいたはずですのに……」

　ソフィーがうめいた。町中にいた騎士たちの姿も、当然ながら消えていた。それこそ、なんの痕こん跡せきも残さずに。

　とんでもない火力で焼き払はらったのなら、まだわかる。だが、一瞬でなにもなかったかのように搔かき消けされては、いったいなにが起こったのかすら理解できなかった。

『ふはははははは、素晴らしい。わかる、わかるぞ！　これが世界、これが時空、これが宇宙、これが因果、これが真理、永遠、始原、終しゆう焉えん──今のわたしには全てが理わ解かる！　これこそが窮極因果事象抹まつ消しよう兵器《廃墟無錠リユインゼラブル》の力！　なにものも到とう達たつできなかった、因果世界までも支配するまさに神の領域！』

『やべーのです。ペルデの奴やつ、モニカの持っていた《滅神咒具エスカトロイ》を、自分の力にしていやがるのです！』

　クロロがせっぱ詰つまった声を漏らす。

『《滅神咒具エスカトロイ》はもともと、神の権能を封ふう印いんした神具。それを純じゆん粋すい種の魔ま族ぞくが手にした場合──うがぁぁぁぁ、あたくし様でも解かい析せき不能なのです！』

　とにかく、ペルデが凄すさまじい力を手に入れてしまった、ということは間違いないようである。

「おのれ！　よくも今まで我々を騙だまし続けてくれたな！」

　ペルデの巨体の下で、叫さけぶ声があった。それは〈四天劍キヤドリエム〉の一人、アルボワであった。

「信じていたのに──ペルデ卿きよう、あなたならば本当に、この王国の正義を、世界に知らしめてくれると、わたしは信じていたのに、ペルデ卿──いや、ペルデ！　もはや言葉はいらん！　己の不始末は、己でつける！　今まで貴様の手足となって働いた、自分自身が恥はずかしい！　貴様をこの手で殺し、わたしはけじめをつける！」

〈皇覇刻オーバー・クロツク〉──アルボワは雄お叫たけびをあげながら、手の大たい剣けんをかまえてペルデに向かって突つき進んでいった。騎士の中でもひときわ大おお柄がらなアルボワだが、そのアルボワの何百倍もの巨体を誇ほこる怪かい物ぶつが相手である。にもかかわらず、アルボワは微み塵じんも恐おそれることなく、己の信念に従って行動していた。

『めざわりだな、下等生物』

　ペルデの、冷たい声が周囲に響く。

『因果を、抹消』

「あ──」

　ふっ、とアルボワの姿が消えてしまった。なんの前まえ触ぶれもなく、唐とう突とつに。

「そんな、ウソでしょ、ジイさん！」

「ペルデッ、なぜ殺した！」

　と、叫ぶのは残る二人の〈四天劍キヤドリエム〉、ティファとシトリである。ペルデは自分の足下にいる虫けらのような二人を見下ろした。

『勘かん違ちがいするな。殺してなどいない──ただ抹消しただけだ。アルボワ・ヴィル・フリュエールと呼ばれた男の因果をな』

「因果を抹消？　いったいなにを……うっ」

「頭が……急に……」

　シトリとティファ、二人がほぼ同じタイミングで頭を抱えた。

「くっ……あれ？　自分は、今、なにを……」

「え？　……今、死んだのは、誰だれ……なんであたし、こんなに悲しいの……」

「……なんですか、この不快な感覚、なにかが、わたしの中からこぼれおちていく……」

「いやよ……そんな、忘れちゃいけないはずのなにかが、あたしの中から消えていく……イヤ、そんなの、イヤ！」

『ふはははははははははははは。アルボワの因果はたった今抹消した。アルボワは消えたのではない。そもそも最初からこの世のどこにも存在しなかったことになったのだ。因果消滅と同時に、アルボワがこの世に存在した全ての痕跡も消えてしまう。お前たちが今まで築き上げた記き憶おくすらもな！』

「……どうやら、本気でとんでもないことになっているようですね」

　ソフィーの額から冷ひや汗あせがこぼれ落ちた。ペルデの言葉が本当なら、その能力はまさしく、神の領域だ。

「モニカ姉さんの《滅神咒具エスカトロイ》を手に入れたのだとしても、この力は強力すぎませんか？　少なくとも姉さんは、こんなことはできなかったはずです」

『どうやら、お前たちは理解していなかったようだな、《滅神咒具エスカトロイ》の真の力を』

　ペルデの巨きよ体たいが、ソフィーたちを見下ろす。

『神を殺した《滅神咒具エスカトロイ》は、神の力を封印している。そしてこの《廃墟無錠リユインゼラブル》は、虚きよ無む神〔虚髏うつろバロル・ファレット〕の権能、「因果を無効化する力」を宿しているのだ』

　ペルデの言葉に、ソフィーたちは息を吞んだ。

『「因果の無効化」、すなわち、「万物をなかったことにする」能力、これこそが神に等しい力だ。モニカでは《滅神咒具エスカトロイ》を使いこなせず「〈魔ス元ク素レ〉の無効化」程度のことしかできなかったようだがな！』

　誇らしげなペルデの声は、まさに自分自身が神になったと確信しているかのようだった。

『さて──それではわたしの計画を遂すい行こうさせてもらおうか』

　巨きよ大だいなペルデの腕うでが、ソフィーたちを指した。

『次はお前たちだ、ソフィー卿。いや──〈魔王コシユマル〉の娘むすめ、ファムアテルの姉妹たちよ』

「どういう、ことですか!?」

『わたしがモニカからこの力を奪うばうことは、いつでもできた。なのにあえてモニカをすぐに殺さなかった理由はわかるか？　モニカを生かしておけば、それをエサに貴様たちをおびき寄せることができると思ったからだ！』

　ペルデの眼が不気味に明めい滅めつした。

『すでに最さい凶きようの《滅神咒具エスカトロイ》、《廃墟無錠リユインゼラブル》は手に入れた。ものはついでだ。この機会に、十三の全ての《滅神咒具エスカトロイ》を入手するのも悪くはない。全てを入手すれば、わたしは全盛期の〈魔王コシユマル〉すらも上回ることができる！』

「そんなこと、させるものですか！」

『ふはははははは、抵てい抗こうするか？　ならば次は王都全てをこの世から消しよう滅めつさせてやろうか？　それでいったい何万人の因果が消滅するかな？　だがもしお前たちが抵抗しないというなら、奴らは生かしておいてやろう』

「人質ですか？　いったいあなたの目的は何なのですか！　《滅神咒具エスカトロイ》を手に入れて、なにをする気なのですか」

『わたしはもはや、神に等しき存在──神の仕事など、決まっている。この世の全てを支配するのだ！　全バーガントだけではない、世界の果て、並行宇宙、因果地平の彼方かなたまで、全てをこの力で支配し、わたしの望む世界を新たに創造する──それが、わたしのなすべき使命だ！』

「そんなこと……」

「ふっざ、けるなァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ!!」

　ソフィーの背後で、絶ぜつ叫きようが響ひびいた。叫んだのはヴィオだった。

「ふざけるなよ、オッサン！　そんなことで、あたしのモニ姉ぇを殺したのかよ！」

『ヴィオ、か』

　ペルデの巨体が脈動した。

『そういきり立つな──お前もすぐに、姉と同じ場所へ送ってやる』

「だまれ！　お前だけは、絶対に、死んでも、ゆ・る・さ・な・い！」

　ふわり、ヴィオの癖くせ毛げが、波立つように動き出した。ヴィオの左手ににぎられた《天楼閣弓ドンジヨン》から真っ赤な光があふれ出て、ヴィオの全身を包み込んでいく。

「ヴィオ？　これはいったい……」

　そばにいるソフィーの長い髪かみが、突とつ風ぷうにあおられてなびく。ヴィオを中心に空気が渦うずを巻いて、まるで小型の竜たつ巻まきだった。そんな中、もともと長かった髪が脈打ちながら伸のび、ヴィオの身長よりも長くなった。

　その体を赤い輝かがやきが包み込み、その手足を鎧よろいが包み込んだ。同時に、《天楼閣弓ドンジヨン》と、ヴィオの左手を包む籠こ手てが一体化、ヴィオの左手そのものが巨大な弓と化してしまった。

『ヴィオを中心に、〈魔ス元ク素レ〉が集まっていくのです！』

「あらら～。これは、ヴィオちゃんブチキレちゃってるわね～」

『感情が高まって、《滅神咒具エスカトロイ》のリミッターが外れたと推測されるのです』

「アァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッッ!!」

　絶叫と共に、ヴィオが左手の《天楼閣弓ドンジヨン》を掲かかげた。

「モニ姉ぇの、仇かたき、だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっ!!」

　ヴィオが、弓ゆ弦づるを引ひき絞しぼり、ときはなった。次の瞬しゆん間かん、ヴィオからペルデの巨体に向かって、真っ赤な光の奔ほん流りゆうが迸ほとばしった。それは地上で太陽が輝くかのような、すさまじい光だった。
















　次の瞬間、ペルデの巨体で大爆発が起こった──同時に、台風でも来たかのような爆ばく風ふうが、王都中を襲おそった。




「こ、今度は何ごとですの!?」

「わかりません。リリィ様、お気をつけて！」

　王都の外縁部にいたリュリシアやアンジュたちからも、その攻こう撃げきは確認できた。地上から天に向かって立ち上る真っ赤な光の柱のようにも見えた。同時に凄まじい暴風が吹ふき荒あれ、リュリシアの体までも吹っ飛とばされそうになった。

「ペルデ卿が本性をあらわしたまではいいのですけれど、こんなことになるなんてわたくし、聞いていませんわ！」

「リリィ様、状じよう況きようが確認できません。ここはいったん引いて、対策を……」

「バカを言いなさい！　ここは王都、我が国の中心ですわよ！　それを捨てて逃にげ出すなど、できるはずがありませんわ！　とにかく、全ての戦力を集結させなさい！　ペルデ卿を、なんとしてでも討つのですわ！」

　リュリシアは険しい眼まな差ざしで王都の中心を見み据すえていた。その顔におびえはなく、己のなすべき責務を果たすという覚かく悟ごが表れていた。




「すごい、とんでもない、威い力りよくですね……」

　ソフィーが見上げると、王宮よりも巨大なペルデの体、その右半身がヴィオの一いち撃げきを受けて根こそぎ消し飛んでいた。こんな威力の攻撃、ソフィーでもはじめて見る。

「はぁ、はぁ……どうさ、オッサン。少しは効いただろ」

　ヴィオの体からは蒸気のようなものが立ち上っていた。長く伸びた髪は、蛇へびのようにヴィオの背中でうごめいていた。さすがに消しよう耗もうしたのか、肩かたで息いきをしている。だがその眼だけは、ギラギラと輝きながらペルデの巨体を見つめていた。

『なるほど、これは凄まじい威力だ』

　ペルデの声が響く。

『下等生物にしては、の話だがな──因果を、抹まつ消しよう』

　次の瞬間、消し飛んだはずのペルデの右半身が、なにごともなかったかのように復活した。

「そんな、再生したのですか!?　けれど、そんな一いつ瞬しゆんで……」

『違ちがうな。わたしは再生などしていない。再生する必要すらない──わたしは「攻撃をくらって傷ついた」という因果を抹消しただけだ。すなわち、わたしは最初から攻撃など食らっていない。攻撃で傷ついたという現実そのものが、この世から抹消されたのだ』

　どこまで反則なのだ、その能力は──さすがのソフィーたちも、驚おどろきを隠かくせなかった。それでは、ペルデをどんなに傷つけても無意味ということではないか。

「だったら──そんな力も使えないくらい、全身を完全に消し飛ばしてやればいいのさっ！」

　ヴィオの髪が逆立ち、再度、その全身を真っ赤な〈魔ス元ク素レ〉の輝きが包み込んだ。今の攻撃を、もう一度撃うつ気か？　ムチャだ。いかに《滅神咒具エスカトロイ》といえど、〈魔ス元ク素レ〉を無限に生みだすわけではない。《滅神咒具エスカトロイ》を使えば使用者の消耗は避さけられない。あんな攻撃、何度も放つほどの余よ裕ゆうは……

「ムチャです、ヴィオ！」

「ムチャでも何でも、あたしはやるっ！」

　ヴィオの血走った眼を見た瞬間、ソフィーは止めてもムダだと悟さとった。それは、なにがあってもペルデを倒たおさないことにはおさまらないという覚悟の眼だった。

　そして、実際問題、今ここでペルデを倒さないことにはどうしようもないというのも事実だった──できなければ、それこそ世界はペルデによって支配されてしまう。

「ヴィオ──わかりました。私も加勢します!!」

　ジャジャジャジャジャジャジャジャジャジャ──ソフィーの持つ《滅神咒具エスカトロイ》、《聖堂光剣カセドラル》が、装そう塡てんされた全ての〈魔弾テイリユル〉を排はい莢きようした。同時に、ソフィーの全身を、銀に輝く〈魔ス元ク素レ〉が包み込んでいく。

「タイミングを合わせなさい！　同時に攻撃しますよ！」

「あたしに、命令すんな、ソフィィィィィッ！」

　ソフィーとヴィオ。姉と妹。二人は全く同じタイミングで攻撃を放った。

　銀と赤、二色の〈魔ス元ク素レ〉の輝きは放たれると同時にからみ、混ざり合って、一つの巨大な攻撃となった。先ほどのヴィオの攻撃の、さらに何倍もの威力を誇ほこる必殺の一撃が、ペルデの全身を吞みこもうと襲う。

『因果を、抹消』

　が、次の瞬間、その必殺の一撃が、かき消えた。王都の中心には、変わらずペルデの巨きよ体たいがそびえている。

『勘かん違ちがいするな。先ほどの攻撃は、わざと食らってやったのだ。お前たちとわたしの間の絶望的な実力差を教えてやるためにな』

　今度こそ──ソフィーたちは、絶望を覚えた。

『わかったか、下等生物ども！　お前たちのチンケな攻撃など、神に等しきわたしには、もはや触ふれることすらできんのだ！』







　──ここは、どこ？──

　シュンは、なにもない空間の中で目を覚ました。

　いったいいつからここにいるのか、なぜここにいるのか、まったくわからない。一面が乳白色に塗ぬりつぶされた、無限に広がる空間の中にシュンの小さな存在がただよっていた。

「あれ？　今なにか、見えたような……」

　シュンの目の前に、なにかの映像が投とう影えいされた。目をこらして、それを見つめる。







　──それはどこかの街の中だった。多くの人間で混こみ合う商店街を、一人の少女と幼い少年が二人、連れだって歩いていた。

『用件はこれで終わりだ。シュン、重くないか？』

『全然大だい丈じよう夫ぶだよ、モニカ姉様！』

　シュンは、気づいた。それはまだ幼かったシュンと、モニカの二人だった。二人は両手に多くの荷物を抱かかえているが、鍛きたえ方が普ふ通つうの子供とは違うので、軽々と持っていた。

　おそらく買い出しのために山から出て、街にきたのだ。普ふ段だんは人目につかないよう、人間が近づかない山奥に住んでいるシュンたちだったが、なにしろ育ち盛りの子供が十人以上もいる大所帯である。全てを山の中の自給自足で賄まかなうには限界があったため、やむをえず、定期的に人間の街へ出て、必要な物資を補給する必要があった。

　その日はたまたま、モニカとシュンの当番だったようだ。

『さて──シュン。なにか欲しいものはないか？　あれば言ってみろ。お姉様が、買ってやろう』

『いいの？　そもそもお金持ってるの？』

『我わたしを誰だれだと思っている──お前は知らんのかもしれんが、我が家の外貨は全て、この我たしが稼かせいでいるのだぞ』

『え？　そうなの？』

『そもそも父さんも母さんも姉さんたちも、常識外れに強いが、あれは全員甲か斐い性しようなしだ。脳みそまで筋肉でできているか、頭の中がお花畑の連中ばかりだ。この我たしが金を稼いでやらなければ、我が家はとっくに財政破は綻たんしているぞ』

『姉様、すごい！』

『そうだ。我たしはすごいのだ。そして金とは素晴らしい。今の我たしは無力な小こ娘むすめに過ぎんが、金さえ持っていれば、人間どもも我たしを大人と同列に扱あつかってくれる。人間は信用できんが、金は信用できる。金は絶対に我たしを裏切らん』

　現在のモニカの人格は、すでにこの段階で形成されつつあった。

『そういうわけだから、シュン。金が欲しくなったらいつでも言え。いくらでもくれてやる。欲しいものがあるなら、なんだって買ってやる』

『姉様は、なにか買わなくていいの？』

『我たしは、いい。今日は、はじめてお前と一いつ緒しよに街にきたのだ。記念に何でも買ってやろう』

『う～ん……』

『甘いお菓子が欲しいか？　めずらしい玩具が欲しいか？　キレイな服が欲しいか？　なんでも遠えん慮りよなく言え』

『……ソフィーたちはなにもないのに、ボクだけ買ってもらうのは、やっぱよくないよ』

『お前は優しいな……安心しろ。家の連中にも土産みやげを買ってやるとしよう』

『ありがとうモニカ姉様。やっぱり姉様はやさしいね！』

　まだ子供だったモニカは、シュンのことを優しく微笑ほほえみながら見つめていた。

『シュン。それで、お前はなにが欲しい？』

『ボクの、欲しいもの……？』

『そうだ。なにか一つくらいあるだろう』

『うん。一つだけ、あるよ、欲しいもの』

『なんだ？』

『でも……これはたぶん、買えないよ』

『いいことを教えてやる。シュン──この世に金で買えないものはない。もし買えないものがあったとしても、それは金が足りないだけだ』

　幼いその時のシュンにモニカの言葉の意味はよくわからなかったけれど、モニカが自信をもっていることだけはわかった。

『それで、シュン、お前が欲しいものとはなんだ？　もったいぶらずに言ってみろ』

　そしてシュンは、モニカに答えた。




『ボクが欲しいのは、幸せだよ。ボクだけじゃない、家族みんなの幸せ』




『そう……か』

『ごめんね、姉様。やっぱりこれは買えないよね？』

『……言ったはずだ。シュン。この世に買えないものはない。買えないものがあったとしても、それは金が足りないだけだ』

　モニカは、自分のモットーを繰くり返かえした。

『確かに、今の我たしでは、幸せを買い取ることは不可能だ──だが安心しろ、シュン。我たしが大人になったら、世界中のあらゆる富と財をかき集めてやる。それだけの金さえあれば、きっと、全員が満足して幸せになるだろう』

『なれるかな？』

『なれるさ。金さえあればな』

　モニカは、幼いシュンに告げた。

『だからな、シュン。もう少し待っておけ。いつか我たしが世界一の金持ちになったら、必ずお前たちを幸せにしてやろう』







　シュンは、思い出していた──確かに昔、モニカと、外に出たとき、そんな会話をしたような記き憶おくがある。けれどあれはかなり昔のことだし、その後本当に色々なことがあったせいで、今までほとんど思い出すことはなかった。

　モニカは、本当に優しい姉だった。金に汚きたなくて冷たい人間みたいにソフィーたちは言っていたけれど、本当のモニカは誰よりも家族の幸せを願う人物だったのだ。

　そのモニカは、死んだ。

　シュンの目の前で。

　シュンはなにもできなかった。

　今でも、耳から離はなれない──骨と肉が粉ふん砕さいされる異音が。

　吐はき気を覚えたシュンは、飛び起きた。

「気がつきましたか？」

　声をかけられ、シュンは周囲を見回した──知らない場所にいた。

　そこは、真っ白な部屋だった。広さは、学園の教室くらいだろうか？　奇き妙みようなことに、部屋の壁かべ、床ゆか、天てん井じよう、どこを見ても出入り口はおろか、窓すらない……そもそも自分は、どうやってここに入ったのだろうか？

「こんにちは、シュナブラン・ノーブ・ハーベスト」

　そして部屋の中心には、一人の少女が存在していた。

　ゆったりとしたイスに腰こし掛かけた、美しい少女である。年ねん齢れいはシュンと同じか、若干上くらいか。小さくて整った顔立ちは、思わず息を飲むほど美しかった。シュンの姉妹たちに勝るとも劣おとらない美人だ。長い金きん髪ぱつがイスの背で、風もないのになびいていた。肌はだにはシミ一つなく、輝かがやくように白くて長い脚あしを、ゆったりと組くみ替かえる。さらにどういうわけか、服の胸元が開いており、豊かにふくらんだ乳ち房ぶさが大きく露ろ出しゆつしていた。

「えっと……誰？」

「わかりませんか、シュナブラン・ノーブ・ハーベスト。僕はあなたのことをよく知っています」

　少女が告げる──しかし、シュンには全く、この少女に見覚えがなかった──いや、気のせいか、声にはどことなく聞き覚えがあるような……

「えっと……名前を、教えてもらってもいい？」

「あなたはどうせ僕と会ったことなどすぐ忘れます。名乗る必要はありません」

「大丈夫、こう見えてもボク、記憶力はいいほうだから」

「信用できません」

　なぜか、少女からダメ出しされた。

「子供のころ、ジュヴレーヌの王女と会ってちゅーまでして将来を約束したのに、全部忘れていたクセに」

「え!?　なんでそのことを……」

「自分の不用意な一言で姉のその後の人生を守しゆ銭せん奴どの拝金主義者へと追い込んだのに、そのことを今の今まで忘れていたクセに」

「なんでそんなことまで知っているの!?」

「僕はなんでも知っています。ずっと見ていましたから。娯ご楽らくがないこの部屋では、外の世界を見ることでしか、僕の胸はおどりません」

　むにっ、少女が腕うでを組むと、少女の胸が文字通りおどった。この子……けっこう、胸が大きい。

「そんなに見つめないでください──あまり見られると、胸が熱くなってしまいます」

　ふるんっ──意識してるのかしてないのか、わずかに少女がみじろぎしただけで、その胸がゆれた……この子、たぶん下着をつけてない。

「つける必要がありません。胸の形には自信がありますから……なんなら、確かめますか？」

「え、いいの？」

「どうぞ」

　胸をはる少女。シュンは、おずおずと手を伸のばし──はっと、手を止めた。

「イヤ、ダメでしょ！　女の子がそんな気軽に、他人に胸をさわらせたらダメだよ！」

「ふむ……思ったより良識がありますね。僕の魅み力りよくに惑まどわされないなんて、あなたの行動が僕の胸を打ちました」

　ふるんっ、少女の胸が柔やわらかそうに揺ゆれた。

「特別に、僕のことをクゥと呼ぶ許可を出しましょう」

「クゥちゃんね。じゃ、ボクはシュンって呼んでね」

「なぜちゃん付けなのですか？」

「かわいいからだけど……ダメかな？」

「かわいい──いいでしょう。その呼ばれ方、胸を打ちました」

　ぷるっと、また胸が揺れる──まずい。なんていうか、シュンも男だ。この子と話していると、どうしても胸元を見てしまう。けれど、クゥはシュンの視線に気づいているのかいないのか、恥はじらうことなく、むしろ見せつけるように胸をはっている。

「さて、シュン君。あなたをここへ呼んだのは僕です」

「そうなの？　なんで？　そもそもここってどこ？」

「あなたとは一度、胸を割って話し合いがしたかったのです」

　むにゅっと、クゥは、自分の胸を摑つかんで左右に広げた──胸を割るって、そういう意味じゃないと思います、はい、けど眼福です。

「あなたたちは今、バルドスと戦っています。そしてかなり苦戦しています。正直なところ、あなたがたの今の実力では勝てません」

「バルドスって、なに？」

「あなたたちが魔族と呼ぶ種族です」

　そうだ──今さら思い出した。シュンは、ペルデと戦っていたのだ。目の前で、モニカがペルデに食べられて、そのまま……

「モニカ姉様……ボクのせいで……」

「あなたのその悲しみを見ていると、僕も胸が痛みます」

　大きな胸に、そっと手を当てるクゥ。

「ですが、僕が力を貸しているのですから、シュン君には負けてもらっては困ります。負けてしまっては、僕の胸が張はり裂さけてしまいます」

　むにむに、クゥの細い指が、自分の柔らかな胸に沈しずむ。

「ですから、今回だけ、シュン君に特別な力を貸してあげます」

「力？　クゥちゃん。キミ、いったいなにを言っているの？」

「今はわからなくて結構です。いつか、胸に落ちるときがくるでしょう」

　もみんっ──この子は、本当に胸が好きだな。いや、シュンももちろん好きだけど。

「シュン君──もしもあのバルドス、魔族を倒たおす力が手にはいるとしたら、どうでしょう？」

「欲しい！」

「ですがその代だい償しようが必要だとしたら？」

「それでも欲しい！」

「それがあなたの命だとしたら？」

「欲しい……って、ボク、死ぬの？」

「〈神覇融合インモルテル〉モードを起動すれば、勝てるでしょう。ただしその代償として、あなたの寿じゆ命みようが削けずられます」

「〈神覇融合インモルテル〉？」

「簡単に言うと、《滅神咒具エスカトロイ》と自分の肉体を融ゆう合ごうさせることで、より強力な力を引き出せる状態になります。ただ、体への負担がかなり大きいです」

「じゃ、それをお願い」

「あっさり決めましたね」
















「だって、他に方法ないんでしょ？」

「自分の寿命が削られるとしても？」

「それでボクの家族を護ることができるなら、ボクはかまわないよ」

「なるほど。シュン君はそういう人間でしたね──胸に刻んでおきます」

　むにんっ、クゥの胸がゆれる……いいかげん、目をそらしたいけれど、シュンの眼はそこに釘くぎ付づけになっていた。

「〈神覇融合インモルテル〉を起動する場合、《凱旋門兜ドウリオンフ》の設定が初期化されます。その時再設定が行えます」

「再設定？」

「あなたは今、『家族に危害を加える存在』を『敵』として登録していますね」

「え、なんでそれを知っているの？」

「……もしかして、シュン君はまだ、僕が誰だれか気づかないのですか？」

「クゥちゃんだよね？」

「……いえ、いいです。シュン君が鈍にぶいのは、今に始まったことはないですし……ちょっとだけ、胸がつまりましたが」

　大きな胸をおさえるクゥ。いったいなにを言いたいのだろう？

「あなたにとっての『敵』を、再設定できます。正直、現在の『家族に危害を加える存在』というのは、効果対象が広すぎます。そのために《凱旋門兜ドウリオンフ》の力が拡散して、本来の力が発揮できていない状態です」

「どういうこと？」

「『敵』の対象が少なければ少ないほど、《凱旋門兜ドウリオンフ》は力を増します。そして現在の設定では、今回のペルデのように、神に近い力を持つ存在には勝てません」

「じゃぁ、どうすればいいの？」

「改めて『敵』を設定してください。言っておきますが、再設定ができるのは今回だけ、この先は二度と変へん更こうできません。『敵』の対象を少なくすればするほど《凱旋門兜ドウリオンフ》は強くなります。そのことをふまえて、よく考えてください」

「よし、決めた」

「早いですね！」

「最近考えていたんだよ、ボクは、変わらないといけないって。だから──」

　シュンは、答えを言った。自分が倒すべき新たな『敵』を。それを聞いたクゥは、満足そうにうなずいた。

「なるほど、いいでしょう、シュン君。胸のつかえが取れました、その設定ならば、なんとかなるでしょう」

「いいの？」

「もちろんです──さぁ、帰るといいでしょう。あなたの姉妹が待っています」

　パチリ、クゥが指を鳴らすと、シュンの背後に扉とびらが現れた。不思議だ。いったいクゥは、何者なのだろう？

「シュン君。頑がん張ばってください。ペルデを必ず倒すのですよ。僕も、胸をはずませながらあなたの戦いを見ています」

　ぷるるんっ、胸が文字通りはずんでいた。

「うん、ありがとうね、クゥちゃん！」

「感謝する必要はありません──どうせ、シュン君はここから出れば、僕と会ったことなど忘れてしまいますから」

「大だい丈じよう夫ぶ、絶対忘れないよ。だってクゥちゃんとボクはもう、友達じゃない」

「友達？　面白いことを言いますね、シュン君。あなたは僕と、ここで初めて顔を合わせたのではないですか？」

「友達になるのに時間は関係ないよ。ボクはクゥちゃんのこと、友達だと思っているよ。クゥちゃんがボクと同じ気持ちなら。ボクらは間ま違ちがいなく友達だよ」

　クゥは、パチパチと、長い睫まつげのはえたまぶたを動かした。

「そんなこと、僕に言ったのはシュン君が初めてですよ。今の言葉、胸に染みました」

「あれ……もしかして、クゥちゃんって友達いなかった？」

「いませんね」

「そっか……ずっとこんな部屋にいるんだもんね……引きこもりなんだ……」

「待ってください。誰が引きこもりですか」

「大丈夫。クゥちゃんがどんなに引きこもりの穀ごく潰つぶしでも、ボクたちの友情は不ふ滅めつだよ」

　シュンが笑顔で告げると、なぜかクゥは、ぷくっと、ホッペタをふくらませた。

「胸が悪いです」

「え？　なんで？」

「……いいです。ならシュン君。もし次にここへあなたが来たとき、僕のことを忘れないでいてくれたら、そのとき友達になってあげます」

「うん、じゃ、ボクらは友達だね」

「話を聞いてましたか？　次に来たとき……」

「うん、聞いてたよ。でもボクは絶対に忘れないから、もう友達でいいよね」

「あなたは本当に……やっぱり条件を変えます。次に会ったとき、僕の本名を言い当てたら、友達にしてあげます」

「え、それはヒドくない？」

「ヒントは十分にあります──そのかわり、正解したら、友達になるだけじゃなく、僕の胸を触さわらせてあげます」

「え！　ホント!?」

「僕はウソをつきません──それではさようなら、シュン君。君と再会する時を、胸を轟とどろかせながら待っています」

　シュンの体が、背後の扉に吸い込まれた。待って、とシュンは言ったが、どうしようもなく、クゥの姿はドンドン遠ざかっていった。

「最後にサービスで、教えてあげます──あなたの姉、モニカは生きています。助けられるかどうかは、あなた次第ですが」

　そして──シュンは、意識を、取とり戻もどした。




「あれ、ここは……」

　シュンが目を覚ますと、体の上になにか重いものがのしかかっているのがわかった。視界は暗く、周囲がよく見えない。

　とりあえず四し肢しをふんばって力を込めてみると、ガラガラ、と重い音と共に背中の重圧がなくなり、シュンは外に出ることができた。

　見てみると、背中にのっていたのは無数のガレキだった。それに押おし潰つぶされかけていたようだが、なんとか自力で脱だつ出しゆつできたようだ。

「なんだろう……今、どこかで、すごく重要な話をしてきた気がする」

　妙みような気分だった。なにか、忘れてはいけないことを忘れてしまったような、そんな違い和わ感かんが胸の中に残っている……胸？　胸という言葉を聞くと、なにかを思い出しそうな気が……ボクってそんなにおっぱいが好きだったっけ？　シュンは、なんだか自分で自分のことがよくわからなくなってきた。

　ズズンッ、その時地面が鳴動した。なにこれ、地じ震しん？　とシュンは周囲を見まわして──遅おそまきながら気づいた。

　シュンのいる王都の町並みが、軒のき並なみ破は壊かいされていた。そして王都の中心部、王宮のかたわらには、天に届かんばかりに巨きよ大だいな生命体が鎮ちん座ざしていた。

「なんなの、あれ……まさか、もしかしなくても、あれがペルデ？」

『やい、シュン！　いいかげん返事しやがれなのです！』

「クロかい？　状じよう況きようはどうなってるの!?」

『やっとつながったのです！　シュンのクセに、あたくし様に心配かけさせるな、なのです！』

『兄さん？　無事だったのですか、今どこですか!?』

　耳に入れておいたイヤホンから、聞き慣れたソフィーたちの声が響ひびく。

『とにかく、シュンが寝ねてる間に状況は最悪になったのです！　ペルデがモニカの《滅神咒具エスカトロイ》を吸収して、とんでもないパワーを手に入れたのです。あたくし様たち全員でも歯が立たなくて……』

「いや、いいよ、だいたいわかった」

　シュンは、周囲を見て悟さとった──王都がこれだけ無む惨ざんに破壊されているということは、シュンが意識を失っている間にすさまじい戦せん闘とうが行われたということだ。今もペルデが健在で、王都内に人がいないということは、みんな負けてしまったということだ。

　ギリッ、シュンは、奥歯を嚙かみしめた。

「ボクは──モニカ姉様を、助けるためにここまで来たんだ！　あいつを倒して、ボクは絶対に姉様を救ってみせる！」

『シュン？　残念ですけど、モニカは、もう……』

「モニカ姉様は生きている、絶対に、絶対にだ！」

　シュンは叫さけんだ。根こん拠きよなんてどこにもない、だけど今のシュンには不思議とそう確信できた。

「ボクは、一人でも戦う──もう二度と、ボクは、諦あきらめたりはしないんだっ！」

　シュンの目の前の地面に、剣けんが突つき刺ささっていた。王都にいた騎き士しの誰かが使っていた騎き士し剣けんである。シュンはその剣を引ひき抜ぬき、構えた。ガチャッ、〈魔弾テイリユル〉が排はい莢きようされ、シュンの全身を〈魔ス元ク素レ〉が駆かけめぐった。

〈皇覇刻オーバー・クロツク〉──加速したシュンの体が、宙を舞まった。そして目の前にそびえるペルデの巨きよ体たいめがけて、一直線に突っ込こんでいく。

『ぬぅ？　なんだ、まだわたしに逆らう虫けらがいたか』

　ペルデの、声が響く。シュンは雄お叫たけびをあげながらペルデに急接近し、その巨体に剣を突き刺した。

『そんな攻こう撃げき、羽虫に刺された程度にも効かんな』

　ペルデの巨大な腕うでが、シュンの体を叩たたきつぶそうと迫せまった。シュンは、ペルデの体に足をつけ、その表面を全速力で駆けて攻撃を回かい避ひした。

『鬱うつ陶とうしいな──因果を、抹まつ消しよう』

【　警告。　】

【　因果律を支配されました。　】

【　因果事象が崩ほう壊かいします。　】

「わかってる！」

　パッと、シュンは、反射的に跳とんだ。次の瞬しゆん間かん、シュンが今までいた空間が、抹消された──説明のしようがないが、とにかく、シュンの目の前の空間が死んだ。今のシュンには、なぜかそのように認識できたのだ。

『かわしただと？　バカな、虫けらごときが、どうやって』

　ペルデが、今と同じ攻撃を連続でシュンめがけて放ってきた。しかしその全てを、シュンは紙一重で回避していった。

『えぇい、鬱陶しい──〈撃滅剣ランスア〉!!』

　ヒュヒュヒュヒュヒュッ──風切り音と共に、シュンの背後から無数の剣が飛来し、シュンを斬きり裂さいていった。

「まだ、まだっ！」

　しかし、その程度の傷で、シュンはひるんだりはしない。多少出血したが、致ち命めい傷しようにはまだ遠い。シュンは戦意を昂たかぶらせ！　ペルデの巨体の表面を駆けめぐりながら、手当たり次第にペルデの体を斬り裂き続けた。

『ムダだというのがわからんのか！　貴様がどんなに攻撃したところで、攻撃の因果を抹消すればわたしは無傷のままだ！』

　シュンが斬り裂くそばから、ペルデの体の傷が消えていく。確かに、これではダメージを与あたえられないかもしれない。けど──

「それがどうした！」

　シュンは、ペルデに向かって叫んだ。

「剣で斬ることができるなら、いつかは倒たおすことができる！」

『愚おろか者ものめ。神を倒すことなど貴様には不可能だ！』

「不可能じゃない！　ボクは、変わるんだ。いや、変わらなきゃいけないんだ！　今までのボクのままじゃダメなんだ！」

　それは、最近のシュンがずっと悩なやんでいたことだ。

　リュリシアは、変わろうとしていた。自分が無力だと自覚したことで、国の未来を見み据すえて行動しようとしていた。

　シュンも変わらないといけない。今までの自分ではダメだ！　誰だれにも勝てず、自分一人ではなにもできず、学園の劣れつ等とう生としてバカにされてもいつもへらへら笑っている。なにか危険が迫ったときには《凱旋門兜ドウリオンフ》で敵を撃げき退たいする──そんなことをいくらくり返しても、シュンが望んだ未来は絶対に訪れたりはしない！

　家族を護まもるために、シュンが家族を護るのではダメなのだ！　そんなことでは永遠に戦い続ける未来しかこない！　家族を護るには、なにより、シュンが護らなくても大だい丈じよう夫ぶな、護る必要のない平和な世界を作らないとダメなのだ！

「ボクは変わるんだ！　今までの、なにもできない、なにもしない、その場しのぎの自分はもう捨てる！　今日の自分は昨日の自分よりも進化する！　それがボクだ！　それが本当の、家族を護るための力だっ！」

【　情報更こう新しん。　】

【　《凱旋門兜ドウリオンフ》の設定が再構築されました。　】

【　新規設定、『過去の自分』を『敵』と設定。　】

【　新たな『敵』を打破するため、《凱旋門兜ドウリオンフ》の全機能を解放します。　】

【　〈神覇融合インモルテル〉モード、起動。　】

　シュンの脳裏、《凱旋門兜ドウリオンフ》の声が響く──不思議なことに、その声には聞き覚えがあった。ここではない、どこか遠くの場所で、この声の主と会話したような……いや、今はそんなこと、どうでもいい。

　シュンの頭部を、金色に輝かがやく兜かぶとが覆おおっていく。それはこれまでの《凱旋門兜ドウリオンフ》とは、形状が変化していた。シュンの頭を完全に覆い隠かくす形の兜。より強力、より凶きよう悪あくな外見へと変へん貌ぼうしていた。

　シュンの全身を、黄金色に輝く〈魔ス元ク素レ〉が包み込んだ。同時に、シュンの体がさらに加速し、ペルデの巨体を大きく斬り裂いた。

『貴様、いったいなんだ、その力は！』

　ペルデも、驚きよう愕がくの声を漏もらしていた。シュンの体が、加速していく。加速が止まらない。力が強まっていく。〈魔ス元ク素レ〉が膨ふくれあがっていく。あたかも進化し続ける生命体のように、シュンの成長がここにきて急激な速度で加速され続けた。

『調子に乗るな、虫けらがっ！　それでも神であるわたしにはほど遠い！』

　ペルデの動きも、また加速した。巨大な腕が、稲いな妻ずまのような速さで振ふり回され、シュンの小さな体をはじき飛ばした。シュンは、ゴフッ、息を詰つまらせながらなすすべなく吹っ飛とばされ、王都の住宅に激げき突とつ。シュンの体の上にまたもガレキが降り積もってきた。

『そうか、ようやくわかったぞ。それが最後の《滅神咒具エスカトロイ》、《凱旋門兜ドウリオンフ》の力か。素晴らしい。その力も、いただくとしよう。因果をも支配するこの力に加え、絶対勝利の力すらも手に入れれば、もはやわたしは神の座をも超こえ、あまねく三千大千世界に君臨することすら可能となるだろう』

「まだ……終わってない！」

　叫び、シュンはガレキを吹っ飛ばして立ち上がった。

『因果を、抹消』

　ダンッ──シュンの体から、力が抜ける。まともにくらってしまった……ゴフッと、喉のどの奥から血けつ塊かいが吐はき出された。シュンの体に、深刻なダメージが与えられてしまった。

『ふむ、力の加減が難しいな。《凱旋門兜ドウリオンフ》まで抹消しないように加減したのだが、肝かん心じんなお前の肉体も抹消できなかったか──もっとも、もはやまともに動くこともできまい』

　ペルデが、地面に崩くずれたシュンに向かって手を伸のばす。そのままシュンを、吸収するつもりか？

「まだ……こんなところで……」

『諦めろ、小こ僧ぞう。確かに多少はやるようだが、所しよ詮せん貴様一人では、神であるわたしにかなうはず……』




「いいえ、一人ではありません！」




　ズガンッ、ペルデの伸ばした腕で爆ばく発はつ。大きくはじかれてしまった。

「兄さんは一人ではありません！」

　スタッ、シュンの目の前に、見覚えのある人物が降り立った──それは、ソフィーだ。

「……ティンたちがいる」

　続いて、手に大剣を持ったティンが、ソフィーの隣となりに降り立つ。頭にかぶっていた紙かみ袋ぶくろを投げ捨て、サラサラとした銀ぎん髪ぱつが花開くように広がった。

「ま、そーゆーことさぁ」

「…………」

　ヴィオとシラーも、やってきた。ヴィオは、なぜか髪かみが長く伸びていた。けれどヴィオだと、一目でわかった。

『まーったく、シュンは先走りすぎなのです。あたくし様たちが合流するまで、少しくらい待っておけ、なのです』

　耳元からはクロロの声。

『はいは～い、こちらお姉ちゃんよ～。王女様と一いつ緒しよに、ジュヴレーヌ軍の再編制をしてるわ～。まもなく王都に再突とつ撃げきするわよ～』

　アリアの声も、聞こえた──そうだ。シュンは決して一人ではない。シュンには、なによりも大切な、かけがえのない家族がいる！

『諦めの悪い、下等生物どもめっ！』

　ペルデが咆ほう哮こうをあげた。同時に、王都の地面に黒い影かげが広がり、そこから再度、無数の下級魔族たちが這はい出てきた。

『今度こそ、決着つけるわよ～。名付けて、モニカちゃん救出大作戦よ～』

「うんわかってるよ、姉さん……みんな、行くよっ！」

　シュンが叫び、立ち上がると、もはやあうんの呼吸といってもいい、シュンの妹たちはなにも言わずとも、それぞれが散開。攻撃を再開した。

『うっとうしい虫けらどもめ──〈撃滅剣ランスア〉!!』

　ペルデが手を振ると、王都中から大量の剣が浮うかび上がり、次の瞬間、雨あられとなって王都中に降り注いだ。だが──

「……〈撃滅剣ランスア〉」

　地上からさらに無数の剣が舞い上がり、ペルデの攻撃を迎げい撃げきしていった。その攻撃は、ペルデと全くの互ご角かくだった。

『バカな、この技は、わたしが編み出した技だぞ！　わたし以外に使えるのは、ティファ卿きようのみ。そのティファ卿とて、わたしにはおよばなかったはず……』

「……割と、単純な技」

　淡たん々たんとつぶやくのは、ティンである。

「二、三回見れば、簡単にマネできる」

　剣聖と呼ばれるティンは、すでにペルデの技をも身につけてしまったようだった。ティンの小さな体の周囲には、無数の剣が浮かび上がり、ティンを護るかのように回転していた。

「いまだ！」

　シュンとソフィーはうなずきあい、ペルデの体に張り付き、その体に剣を突つきたてた。




　──王都内では、多くの怒ど号ごうが響ひびいていた。ジュヴレーヌの騎き士したちが駆かけつけ、ペルデの召しよう喚かんした下級魔族たちとの戦せん闘とうを再開したのだ。

「みなさん、絶対に負けられない戦いですわよ！　王都は、わたくしたちの手でとりもどすのですわ!!」

「もちろんです、リリィ様。不ふ肖しようこのわたしも、微び力りよくを尽つくさせていただきます！」

　リュリシアが、自ら剣を振るっていた。そのかたわらにはアンジュもいる。二人は息のあった連携攻こう撃げきで、次々と下級魔族を倒していった。

　だが、敵はほぼ無む尽じん蔵ぞう。いかに精強な騎士たちといえど、苦戦は必至だった。

　騎士たちを分断するように、大量の魔族がわき出て、一気に混戦状態となる。

　そして、指揮官であるリュリシアたちまでも、大量の魔族に包囲されてしまった。

「リリィ様、気をつけてください！」

「わかってますわ！」

「リリィ様、後ろっ！」

　一いつ瞬しゆんのスキをついて、背後に回り込んだ魔族が、リュリシアの体に手を伸ばした。さすがのリュリシアも連戦で疲ひ労ろうが溜たまり、反応しきれなかった。

「おるあぁぁぁぁぁぁぁぁ、オレだってやるときゃやってやらぁぁぁぁ！」

　横から飛び込んだ人ひと影かげが魔族を蹴けり飛ばし、リュリシアの窮きゆう地ちを間かん一いつ髪ぱつで救った。

「あなたは、同じクラスのブイさん？」

「へ、へへ、やったぜ、オレ！　今のオレ、絶対カッコよかった！」

　よほど嬉うれしかったのか、笑顔を浮かべるブイ──そのブイの背後で、別の魔族が手を振り上げていた。

「ブイさん、うしろ！」

「へ？」

　ザシュッ、肉を斬きり裂さく音が響く。

「確かにちょっとだけカッコよかったわよ、バンゼ君。でも慢まん心しんはマイナスね。それじゃ合格点はあげられないわ」

　告げたのは、ミュスカであった。ブイの背後にいた魔族は、ミュスカの剣によって両断されていた。

「ミュ、ミュスカ先生？」

「ほら、油断しないの。最後の敵を倒たおすまで、敵が確実に死んでいるのを確認するまで、絶対に油断しないこと、それが実戦で一番重要なことよ」

　喋しやべりながら、ミュスカは次々と周囲の魔族を斬りふせていった。ブイだけでなく、リュリシアとアンジュも驚おどろいていた──はじめて担任教師が実戦で戦う姿を見たのだが、みんな思わず見とれてしまうほど、ミュスカの強さは際だっていたのだ。

「まったく、あまり戦う気はなかったんだけど──教え子ががんばってるのに、わたしが怠なまけるわけにはいかないのよね」

　喋りながら戦うミュスカには、まだまだ余よ裕ゆうがあった。

「けど、この戦いって、残業手当つくのかしら？　今月苦しいのに」

　鬼き神しんのごとき戦いを繰くり広ひろげながらも、ミュスカが頭を悩なやませるのは、俗ぞくっぽいことだった。

「あー、また胃が痛くなってきたわ──ほんと、人間の体って不便！」




『わかったのです！』

　シュンの耳元、クロロの声が響いた。

『ペルデは《廃墟無錠リユインゼラブル》を自分のものにするため、モニカの肉体ごと吸収しているのです！』

「それって、つまり？」

『《廃墟無錠リユインゼラブル》の現在の持ち主はモニカなのです。モニカが死んだ場合、《廃墟無錠リユインゼラブル》はすぐには使えないはずなのです。つまり、論理的に考えて、シュンの言葉通り、モニカはまだペルデの体内で生きているはずなのです！』

「やっぱり」

　シュンはうなずいた。根こん拠きよのない確信ではあったけれど、クロロがその根拠を示してくれた。

『それで、クロロ。モニカ姉さんはどこにいるのですか！』

『ペルデに、《廃墟無錠リユインゼラブル》を使わせるのです！　その時の〈魔ス元ク素レ〉の反応を逆算して、モニカの位置を特定するのです！』

「さっきから、やってるよ！」

　シュンは剣でペルデの肉体を斬り裂いていた。その傷は、つけるそばから消えていく。ペルデが《滅神咒具エスカトロイ》を使っているためだろう。

『そんなチンケな反応じゃ逆算しきれないのです！　ペルデの頭をぶっ飛ばすくらいの、どでかい攻撃をブチこみやがれ！　なのです！』

「そんな攻撃、すぐには……」

『あたしに任せるのさっ!!』

　ヴィオの声。同時に、王都の一角に、強きよう烈れつな赤い光が集束しはじめた。《天楼閣弓ドンジヨン》を構え、長い髪をふりまわすヴィオであった。

　ガチャガチャガチャガチャ──大量の〈魔弾テイリユル〉を使用して、ヴィオの左手と一体化した《天楼閣弓ドンジヨン》が、凄すさまじい〈魔ス元ク素レ〉を集中させていく。

『バカめ！　そんな攻撃、もうくらうものか！』

　ペルデが腕うでを動かし、ヴィオめがけて光こう芒ぼうを放った。凄まじい威い力りよくの〈魔ス元ク素レ〉の塊かたまりだ。ヴィオどころか、町一つ吹ふっ飛とびそうな威力である。

『ヴィオ、よけなさい！』

　だが〈魔ス元ク素レ〉をためているヴィオは、簡単には移動できない。絶体絶命のピンチ──だが、ヴィオの顔におそれはなかった。かわさなくてもなんとかなると、絶対的な確信を彼女は抱いだいていた。

「…………」

　ヴィオのすぐ背後に、音もなく、シラーが出現した。シラーは弓を構えた姿勢のヴィオを抱だきしめ、そのまま足下の影の中に二人そろって消えてしまった。

　そして次の瞬しゆん間かん──ヴィオとシラーの姿は、ペルデの肩かたの上にあった。

『なん、だと!?』

「くらえ、オッサン！　死んだモニ姉ぇの、仇かたきだァァァァァァァァァァァァァッッ!!」

『だから、モニカは死んでねーのです！』

　ヴィオが《天楼閣弓ドンジヨン》をペルデの顔面に押し当て、接せつ触しよく状態から、全ての〈魔ス元ク素レ〉を叩たたき込んだ。

『おのれえええ……』

　ペルデの絶ぜつ叫きようが、すさまじい爆発によって搔かき消けされた。力を使い果たしたヴィオの体が爆発に捲まき込まれて吹っ飛ばされるが、間一髪シラーがヴィオをつかみ、来たときと同様、影の中へと退たい避ひしていく。

　ヴィオの捨て身の攻撃によって、ペルデの頭部が消しよう滅めつした。しかし──

『────因果を、抹まつ消しよう』

　ペルデが《廃墟無錠リユインゼラブル》を使用。失ったはずの頭部が元通りとなる。

『よくやったのです、ヴィオ！　座標わかったのです、ペルデの体の脇わき腹ばら付近、座標は一〇五、二二一、二〇一七！』

『わかりました！　行きますよ、ティン！』

『……ん』

　姉妹であるが故の、連れん携けいのとれた動き。クロロが座標を告げた瞬間、すでにソフィーとティンが、その位置へと移動していた。二人はそれぞれの剣をペルデの体に突きたて、一瞬のうちに走り抜ぬき、その部分の肉を強引にえぐり取ってしまった。ペルデの体に、大きな穴があいた。

『兄さんっ！』

「わかってるよ！」

　ソフィーが合図をくれるが、妹たちがなにをするか、シュンにはとっくにわかっていた。ソフィーたちがえぐった大きな穴に、シュンはためらいなく飛び込んだ。それとほぼ同時に、えぐり取ったばかりの傷口が、塞ふさがってしまう。

「モニカ姉様ぁぁぁぁぁぁっっ！」

　ペルデの体内は、脈動する不気味な肉壁によっていくつかの空間に仕切られていた。暗いが、シュン自身の体から放たれる黄金の輝かがやきのおかげで、見通すことができた。

　そして──シュンは発見した。

　無数の触しよく手しゆによって宙づりになったモニカの姿を！　モニカは意識がないのか、グッタリとしていた。その全身に肉色の触手がからみつき、べっとりとした汚きたならしい粘ねん液えきがまとわりついている。

「ボクの、モニカ姉様を、返せぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっっっ！」

　叫さけび、シュンは、手の剣を一いつ閃せん──触手を切断し、モニカの体を強引に引きはがした。

「んん、んっ、んっ、んぅっ！」

　ごほっと、モニカの口の中から粘液が吐はき出された。荒あらく呼吸をするモニカは、意識はないが、その心臓はしっかりと脈動を続けていた。

「モニカ姉様は、助けたよ！　これから脱だつ出しゆつする！」

『わかってるのです、援えん護ごするのです！』

　モニカを抱かかえたまま、シュンはペルデの体内を、入ってきたときとは逆方向に駆け抜けていく。だが──まるでシュンとモニカを押おし潰つぶそうとするように、周囲の肉壁が、シュンに向かって迫せまってきた。

「こんなことで、ボクを止められるものかっ！」

　叫び、シュンは強引に剣けんで肉壁を斬り裂いて突き進んだ。どす黒い体液が、シュンとモニカの全身を汚よごしていく。

『兄さん、今助けます！』

　暗い肉壁の一部から、光が差した。外からソフィーが再度、肉壁を斬り裂いたのである。シュンはモニカを抱えたまま、その穴から外へと飛び出した。

『グゥゥゥゥゥゥゥゥゥ、おのれ虫けらどもがっ!!　貴様ら、絶対にゆるさんぞっ！』

『今です、ティン！』

『ん、わかった』

　はるか上空、王都の全域を見み渡わたせるほどの高空に、ティンの小さな体が浮ういていた。それはペルデの巨きよ体たいよりもさらに高い位置──ガチャガチャガチャガチャガチャガチャガチャガチャ──大量の〈魔弾テイリユル〉がティンの右手に装そう塡てんされ、一瞬のうちに排はい莢きようされていった。

　ティンの右手を覆おおう籠こ手てこそ、〔剣けん帝ていギュベル・ツェトラ〕の《霊モ廟ゾ籠ー手レ》。その手で触ふれたあらゆるものを神剣と化す力が宿る《滅神咒具エスカトロイ》である。

『いけ、ティン！　お前のバカ力を見せてやるのです！』

『オッサンをたおせ！　ティン！』

『…………』

『やっちゃいなさい、ティンちゃん』

『頼みますよ、ティン！』

『いっけぇぇぇぇぇ、ティン！』

『ん』

　姉妹の声せい援えんをうけ、ティンが右手を掲かかげた。

『我が摑つかむは永久の神剣』

　ティンの口が、言こと霊だまを紡つむぐ。同時にティンの全身を、凄まじい〈魔ス元ク素レ〉が駆かけめぐった。必殺の技を使うため、ティンは精神を集中させながら、《滅神咒具エスカトロイ》の力を引き出すための言葉を口にした。

『全てを貫つらぬく無む双そうの天てん雷らい。巡めぐり廻めぐりて輪りん廻ねを絶たん！』

　バチンッ、バチバチッ、バジンッ！　ティンの右手が雷らい光こうを放ったかと思った瞬間──空中に、巨きよ大だいな剣が出現した。

『なに……』

　ペルデが眼を剝むく。それはペルデの巨体とほぼ同じサイズの、巨大な剣だったからだ。それは巨大な尖せん塔とうのようにも見えるが、れっきとした剣だった。

『……これで、終わりっ！』

　ティンが籠手をはめた右手をふるった。瞬間、巨大な剣が、凄すさまじい勢いでペルデの脳天に突き刺さった。それはまさに、流星のごとき必殺の一いち撃げきだった。

『ゴアァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ!!』

　ペルデの巨体が、巨大な剣によって真っ二つにされた。ペルデが凄まじい絶叫をあげ、その傷口からどす黒い体液が洪こう水ずいのようにあふれ出した。

　そして、ペルデの両断された巨体が、形を失い、溶とけ出した。




　それと同じタイミングで──

「な、なにごとですの？」

「魔族の動きが、止まった？」

「なんで？」

　リュリシアたちが戦っていた下級魔族の動きが止まった。次の瞬間──下級魔族は全て、根こそぎ消滅していった。

「やった、のか？」「やりました！」「やった、倒たおしたんだ！」「魔族を倒したぞ！」「オレたちの勝利だ！」「ジュヴレーヌヴイーヴ・レ・王国万歳ジユヴレーヌ!!」「ジュヴレーヌヴイーヴ・レ・王国万歳ジユヴレーヌ!!」「ジュヴレーヌヴイーヴ・レ・王国万歳ジユヴレーヌ!!」

　騎き士したちが口々に、生き残ったことを歓かん喜きする叫びをあげる。

「やりました、リリィ様！」

「えぇ、シュナブランさんたちが、やってくれたのですわね」

　リュリシアは、王宮のある方角を見つめた。半はん壊かいした王都ではあったが、中央にそびえる王宮は、まだ健在であった。

「よかったですわ、本当に……」




「兄さん、ご無事ですか！」

「ボクは大だい丈じよう夫ぶだよ、それよりモニカ姉様を！」

　シュンはモニカを抱えて地上に降り立った。すぐさま、他の姉妹たちがその場に駆け寄よってくる。

「モニカ姉様、しっかりして！」

「…………」

「ん」

「モニ姉ぇ、しっかりしてよぉ……」

「あまりはげしく動かさないでください、ヴィオ──クロロ、聞いてますか？　病院、はありませんね。医者の手配を。リュリシア王女殿でん下かに言えば、騎士団の医師をまわしてもらえるはず……」

『……ダメなのです！　ペルデの〈魔ス元ク素レ〉反応がまだ消えてねーのです！　そいつ、まだ生きて……』

　クロロの悲鳴が聞こえた瞬間、ペルデの残ざん骸がいから黒い影かげが飛び出した。

「ヌゥワァァァァァァァァァァァァァッッッッ!!」

「んっ」

　ジャリィィィィィィンッ

　その攻こう撃げきを間かん一いつ髪ぱつ受け止めたのは、ティンだった。だが、さすがに大技を使った直後だからか、ティンの小さな体はそのままあっさりはじかれ、地面を転がっていった。

「まだだ、わたしはこのていどでは終わらん！」

　ペルデだった。巨体が崩くずれたペルデの肉体は、背中から翼つばさの生えた、魔族本来の姿へと戻もどっていた。

「そうだ、まだわたしは終わるわけにはいかんのだっ！」

　叫び、ティンを蹴け散ちらしたペルデは、そのままの勢いで空に舞まい上がり、凄まじい勢いでどこかへと飛んでいった。

「いったいなにをする気……」

『逃にげる気なのです！　追え！　絶対逃がすな、なのです！』

　クロロが叫ぶ。

『この場は逃げて、また別の人間になりすまして、ペルデはまた最初からやり直すつもりなのです！　ここで逃がしたら、全ては水みずの泡あわなのです！』

「そんな……」

『ペルデは戦後、三十年かけて準備を整えたのです。けれど魔族の寿じゆ命みようは数千年。三十年なんて、ペルデにとっては一いつ瞬しゆんなのです。また何十年もかけてやり直す気なのです！』

「逃がしませんっ！」

　ソフィーが、叫んだ。同時に、銀色の〈魔ス元ク素レ〉がソフィーの体を包み込む。

　超シユペル・〈皇覇刻オーバー・クロック〉──ソフィーの体が、目にも留まらぬ速さで飛び上がり、ペルデの後を追った。

「ソフィー、待って！　シラーは、モニカ姉様やティンたちをよろしく！」

「…………」

　コクリ、うなずくシラーに後を任せ、シュンもソフィーの跡を追った。

　空を飛ぶソフィーは、凄すさまじい速さでペルデに迫り、空中を飛び回りながらはげしい剣撃をぶつけあった。目にも留まらぬ高速の攻撃は、ぶつかり合う度に周囲に稲いな妻ずまが飛び散るほどだった。

「やはり貴様が来たか、ソフィー卿きよう！」

「ペルデ卿──いえ、名も知らぬ魔族！　ここで決着をつけます！」

「ほざくな、ファムアテルの姉妹め！」

　ペルデの稲妻のような剣撃を、ソフィーは空中で受け止めた。あまりに強きよう烈れつな一撃に、ソフィーの体がはじきとばされそうになる。だが、足場のない空中であるにもかかわらず、ソフィーは〈魔ス元ク素レ〉をたくみに操って姿勢を保った。

「スキだらけだぞ、〈撃滅剣ランスア〉!!」

　ペルデの腰こしにつけられた剣が射出された。剣は自在に空中を舞い、そのままソフィーを背後から斬きりつけた。ソフィーは正面のペルデの相手をしていたため、なすすべなくそのまま全身を斬り刻まれた。ソフィーの口からは悲鳴が漏もれ、その体は落下を開始した。

「ソフィィィィィィ!!」




　遅おくれて、シュンがそこへ駆けつける。落下する妹を追って、シュンは空中をかけた。だが──

『私はいいです、兄さん！』

　落下するソフィーの叫さけび声ごえが、シュンの耳元のイヤホンから響ひびく。

『ペルデを追ってください！　あれは絶対に逃がしてはいけない存在です！』

「でも……」

『ペルデは、私たちの母さんを殺し、全てを破は滅めつに導いた元げん凶きようです！　お願いします！　兄さんっ！』

　落下しながら、ソフィーが、シュンに向かってなにかを投げた。回転しながら飛来するそれを、シュンは、空中でしっかりとキャッチした。

　それは、ソフィーの《滅神咒具エスカトロイ》、《聖堂光剣カセドラル》だった。

『私なら大丈夫ですから──兄さん、後は、お願いしますっ!!』

「ソフィー……わかったよ！」

　シュンは、今まで持っていた騎き士し剣けんを投げ捨て、両手で新たな武器、《聖堂光剣カセドラル》を構えた。

【　《滅神咒具エスカトロイ》、〔光煌ザンダ・ムール〕の《聖堂光剣カセドラル》を入手しました。　】

【　術式侵しん食しよく開始、強制変へん更こうに成功。術式の更こう新しんに成功しました。　】

【　《聖堂光剣カセドラル》の武装展開が、可能となりました。　】

　ガシュッガシュッガシュッガシュッ、重い音と共に、《聖堂光剣カセドラル》が〈魔弾テイリユル〉を排莢。シュンの全身を、〈魔ス元ク素レ〉が駆かけめぐっていく。

「ペルデェェェェェェェェ！」

　叫び、シュンは、自らの敵を追った。

　ペルデはすでにかなり遠くへ逃げていたものの、《聖堂光剣カセドラル》を手にしたシュンの体は今までの限界を超こえる加速を可能としており、みるみるうちにその距きよ離りが縮まっていく。

「ぬぅぅぅ、今度は貴様か、小こ僧ぞう、いや、シュナブラン・ノーブ・ハーベスト!!」

　叫ぶペルデ。シュンは、勢いに任せて《聖堂光剣カセドラル》をふるった。ジャリンッ、ペルデが両手に構える剣と、はげしく激げき突とつする。

「貴様はあの時殺しておくべきだった──騎士学園で、わたしの頭に壺つぼをぶつけたあの段階でな！」

　確かに、そんな可能性もあったのかもしれない。あれはほんの二ヶ月ほど前のことのはずなのに、もうだいぶ昔のことのようにも思える。

「貴様を殺さなかったことがわたしの最大の過ちだ──その過ちをここで正す！　〈撃滅剣ランスア〉!!」

　ペルデの全身から刀とう剣けんが射出され、それぞれが意思を持ったかのように自在に動き、シュンの全身を、あらゆる角度から斬りつけてきた。ペルデとの間合いが、離はなされる。

「そんな、攻撃で、ボクは負けないっ！」

　叫び、シュンは、目の前に迫せまった剣をはじきとばした。同時に、背中に別の剣が刺ささる。いや、刺さる直前に身を翻ひるがえし、刃やいばは背中をかすめただけだ！

　全身を黄金の〈魔ス元ク素レ〉の輝かがやきに包まれたシュンは、凄まじい反射神経と瞬しゆん発ぱつ力りよくでペルデの操る無数の剣を全て回かい避ひし、再度ペルデへと肉にく薄はくした。

「わたしが憎にくいか！　お前たちの母、〈魔王コシユマル〉を殺したわたしが！」

「憎くない、といえばウソだ！」

　空中で何度も斬り結びながら、シュンは叫んだ。

「でも、あなたがボクたちの母さんの仇かたきだから、倒たおすんじゃない！　あなたは、ボクたちの未来を脅おびやかす敵だから、だから今この場で倒すんだ！」

　シュンの《聖堂光剣カセドラル》が閃ひらめき、ペルデの持っていた剣を切断した。もはや、ペルデの身を護るものはない。ペルデが叫んだ。

「バカめ、この国は、ジュヴレーヌは、このわたしがここまで発展させたのだぞ！　戦後荒こう廃はいし、人心はすさみ、滅めつ亡ぼう寸前だったこの国を大陸随ずい一いちの大国にまで成長させたのは誰だれだと思っている！　わたしの支配を受け入れることこそが、下等な人間どもにとって、唯ゆい一いつ絶対の幸せだというのに、それが……」
















「わかるものか！　そんな勝手な理り屈くつ！」

　シュンも、負けじと叫び返した。

「ボクたちはあなたの支配なんていらない！　ボクたちは、常に進化し続ける！　平和な毎日をこれからも続けるためには、あなたという存在そのものがもういらないんだ！　だからボクはあなたを倒す！」

「愚おろかな、それは停てい滞たいだ。停滞とは緩ゆるやかな滅亡。なぜ自ら滅ほろびへの道を選せん択たくする！」

「違ちがう！　過去よりもよりよい未来を作るため、明日あしたという日が今日よりもすばらしい日であるため、なにも変化がないような日常でも昨日と比べればちょっとだけ前に進んでいる、それがボクらの目指す未来っ!!」

「そんな……」

「あなたは、あなたという存在そのものが、ボクらの未来の障害でしかない！　ならもうボクはためらわない！




　あなたをとりまく因果の全てを、ボクのこの手で、あの世の果てまでぶっ飛ばす!!


」



　ザシュンッ、シュンの《聖堂光剣カセドラル》が、ペルデの胸の真ん中を深々と貫つらぬいた。

　シュンはペルデの肉体を蹴けり、《聖堂光剣カセドラル》を引ひき抜ぬいた。ゴボッ、と空中で体液を口から吐はき出すペルデ。

「ふくくくくくくくく……みごとだ、シュナブラン。よくぞ、わたしを、倒した……」

　ペルデの肉体が、落下をはじめた。

「わたしはここで死ぬ──だが忘れるな、シュナブラン。わたしを倒したことを、いつか後こう悔かいするぞ」

「なんだって？」

「わたしは、このジュヴレーヌを護まもっていたのだぞ、奴らの手からな……バーガントの西方には、奴らがいる……わたしは、今回の戦争で奴らを滅ぼすつもりだったのに……わたしが死んでしまっては、もはや奴らを止められるものなど、いない……」

「誰のことかは知らないけど、誰が来ようと、この国と世界の未来はボクらが護ってみせる！」

「ふくくくくくく……ならばいい、好きにしろ……だが最後にこれだけは言っておく……わたしは、おまえたちの、両親の仇ではない……」

「今さらそんなウソを！」

「わたしは確かに〈魔王コシユマル〉をこの手で殺した、それは認める……だが、お前たちの父、〈天聖騎士エヴアンジル〉サンクト・タチアナ・ローレンを殺したのは、わたしではない……」

　ゆっくりと落下しながら、ペルデは言葉を続けた。

「サンクトは、ヴァントが殺す予定だった……だがヴァントが行ったとき、すでにサンクトは別人の手で殺されていたそうだ……」

「そんなの、ウソだ！」

「信じられなければいい……サンクトを殺したのも、おそらく奴だろう……奴は、すでにこのバーガントを……」

　落下しながら、ペルデの肉体がボロボロと、砂のようになって、空中に飛散していった。

「ふくくくく……魔族として生を享うけて千余年、人間として生きた三十年など、わたしにとってはまさに一いつ瞬しゆんのできごと──だが、その三十年こそが、我が生しよう涯がいで最も充じゆう実じつした時間だったぞ……」

　最後にそうつぶやき、ペルデの全身は砂となって崩くずれ去り、この世から消しよう滅めつしてしまった。

「……いったい、どういうこと？」

　ペルデの最期の言葉が、少しだけ引っかかった──けれど、いくら考えても、シュンの頭ではさっぱりわからない。

　まぁいいか──シュンは、持ち前の気楽さでそう考えた。後で、みんなに相談すればいいや。

　シュンは、空中で方向転てん換かんし、王都へと戻もどっていった。




「みんな、やったよ！　ペルデを倒した！」

　空を飛びながら、魔導端末を通じて先にクロロに連れん絡らくをするシュン。

『でかしたのです、シュン！』

『シュンちゃ～ん。よくやったわ。お姉ちゃん嬉うれしいわ～。戻ってきたらいい子いい子してあげるからね～』

「それはいいよ、アリア姉さん……それより、モニカ姉様や、ソフィーは？」

『大だい丈じよう夫ぶ、みんな無事よ～。ケガも今治ち療りようしてもらってるわ……それよりシュンちゃん。戻ってきたら、王都の中央に降りてね。断頭台があった場所ね』

「うん、わかった」

　なんでそんな場所なのかよくわからないけれど、シュンは深く考えずにうなずいた──それが、少しまずかったかもしれない。

　王都に戻って、中央の広場に行くと──なぜか、人が多く集まっていた。

　シュンが降り立つと、みんなが駆け寄よってきた。

「来たぞ！」「押すな押すな」「魔族を倒した英えい雄ゆうの凱がい旋せんだ！」「まさに天てん恵けい！　現代に蘇よみがえった〈天聖騎士エヴアンジル〉だ！」「素晴らしい戦いだった！」「感動した！」「全国民が泣いた！」「ぜひ一言コメントを！」

　しかも、寄ってきたのは全然見たことがない人たちばかりだった。いったいこれはどういうことだ？　シュンは、首をひねった。

　しかし──空を見て、ハッと気づいた。王都の上空には、今回の事件中使用されていた、生なま中ちゆう継けい用の映像が投とう影えいされている。そこには、空中で逃にげるペルデを追って激戦を繰くり広ひろげるついさっきまでのシュンの姿が映し出されているではないか！

「え!?　なんで!?　どういうこと!?　あのときカメラなんてどこにもなかったよね!?　なのになんで!?」

『あたくし様に感謝しろ、なのです！』

　耳のイヤホンから、クロロの声が響ひびく。

『すぐに遠えん隔かく操作可能な魔導カメラを飛ばして、超ちよう望遠レンズと超高速度カメラを駆く使しして撮さつ影えいしてやったのです！』

　クロロの仕業だったか！

「無事でしたのね！」

　と、人ひと垣がきをかきわけて飛び出してきたのは、リュリシアだった。激戦を物語るように、リュリシアの姿はボロボロだった。身につけた防具は傷だらけ。いつも美しい金きん髪ぱつもからみあって、汚よごれている。それでも元気そうで、なによりだった。

「よかったですわ、本当に！」

　リュリシアが、シュンにいきなり抱だきついてきた。ふわりと柔やわらかいリュリシアの体の感かん触しよくに、シュンは思わずドギマギしつつ、受け止めた。

「……一応確認しますけど、シュナブランさん、ですわよね？」

「うん、そうだけど？」

　そう言えば、シュンは思い出した。自分は今、《凱旋門兜ドウリオンフ》をつけたままだ。形が変わった《凱旋門兜ドウリオンフ》はシュンの顔を完全に隠かくしている。そのおかげで、自分が誰なのか、周囲の人間は気づいてないらしい──リュリシアだけは一目でわかったようだけど。

「王女殿でん下か、そのかたはどなたですか！」

「王女殿下のお知り合いですか！」

「お二人のご関係は、いったい!?」

　どうやら、ここに集まっている人間は、報道関係の人間らしい。手に手にカメラやマイクなどを持って、シュンとリュリシアを完全包囲している。

「そうでしたわね。彼は、わたくしの大切な友人、そして、この国を救ってくれた英雄ですのよ」

　リュリシアが紹しよう介かいしてくれるが──待って欲しい。

　見れば、上空の映像には《凱旋門兜ドウリオンフ》姿のシュンが、デカデカと映しだされている。もしかしてこれ、生中継されている？

「いったいどなたなのですか！」

「ぜひ、お顔を見せてください！」

「なにか一言お願いします！」

　まずい──シュンは、思わず反射的に後じさった……目立つつもりなんて全然なかったのに、知らないうちに注目を浴びている。言ってはなんだけど、シュンは、あまり人に注目されることは好きじゃない。そもそもシュンは騎士学園の劣れつ等とう生なのだ。なのに正体がばれてしまっては、いろいろごまかすのが大変だ。

「えっと、その……ノーコメントでお願いします！」

　そう叫さけび、シュンは脱だつ兎との如ごとく逃げ出した。あぁっ、背後から惜おしむ声が聞こえるけど、そんなものに構ってはいられない。

　だが、シュンは逃げられなかった。

　狙ねらっていたかのような絶ぜつ妙みようのタイミングでシュンの目の前に長い脚あしがさしだされ、シュンの脚と絡からみあい、シュンは、そのままバランスを崩してその場に倒たおれてしまった。

「いたたた……いったい、なに……」

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ、あなた様はもしかしてシュナブラン・ノーブ・ハーベスト様ではありませんかっ！」

　シュンに足を引っかけた人物が、そう絶ぜつ叫きようしながら手のカメラでシュンの顔を撮影していた……というか、それはよく見たらシュンの姉、アリアだった！

　アリアは長い髪かみを帽ぼう子しの中に押し込み、男物の服装で腕うでには『報道』の腕わん章しようをつけており、完全に報道関係者に変装していた。

　そして、シュンは気づく。頭につけていた《凱旋門兜ドウリオンフ》がいつのまにか脱ぬげていた。転んだ衝しよう撃げきでとれたのか？

　さらに問題なのは、上空の映像にはシュンの素顔がでかでかと映しだされているということだ……なんだか、前にも似たようなことがあったような……

「あなた様は、ジュヴレーヌ王国王立騎士候補生学園現三回生、卒業後の騎士への内定をいち早く獲かく得とくしたという、あの大エリート騎士、シュナブラン・ノーブ・ハーベスト様では、あ～りませんか！」

「ちょっと、姉さ……」

「あなた様は、もしかして、シャンミュニ皇国で発生した剣けん聖せいヴァントクーデター事件において、元剣聖であり大陸最強の剣士と謳うたわれたあのヴァント卿きようを倒したともウワサされる、あのシュナブラン卿ではありませんか！」

　シュンが言い訳するが、アリアの声によってかきけされてしまう。周囲のどよめきが、どんどん大きくなってきた。アリアの声は、普ふ段だんから鍛きたえているだけあって、声量豊かでとても聞き取りやすく、シュンの経歴が次々と暴ばく露ろされていった。

「だからやめてよ！」

　シュンは慌あわててアリアのカメラを手で隠すが、中ちゆう継けいは止まらない。なにしろ報道関係者は多く、カメラはいくらでもあるのだ。シュン一人で隠すことは、不可能だった。

「ジュヴレーヌ王国第一王女、リュリシア・ルショット・シャンベル殿下とも親しげに話すあなた様は、まさしくあのシュナブラン・ノーブ・ハーベスト様ですよね!?」

「リュリシア殿下、お二人はどういったご関係でしょうか！」

「シュナブランさんは、クラスメートですわよ。ただ──個人的に、多少親しくしていただいてもおりますわ」

　リュリシアが顔を赤らめ、恥はじらいながらコメントしている。周囲のどよめきがますます大きくなってきた！

「なんとなんと、次々と新事実が明らかになっていきます。このシュナブラン・ノーブ・ハーベストという人物は、いったいどんな人物なのでしょうか！」

「だから、ボクは……」

「ジュヴレーヌ王国を突とつ如じよ襲おそった衝撃の事実、ジュヴレーヌ王国の実質的指導者、ペルデ卿が魔族であったという事実を暴露しただけではなく、その野望を砕くだき、王国を救ったその行動はまさに現代の英雄と呼ぶにふさわしい活躍です！　この人こそがシュナブラン卿！　今をときめく大英雄、騎き士しの中の騎士、シュナブラン、シュナブラン・ノーブ・ハーベスト様です！」

　アリアが調子に乗って、シュンの名前を連呼しながら一気にまくし立てていく。そのコメントとシュンの素顔が、今、全世界に向けて生放送されていた。

「今まで謎なぞに満ちていたシュナブラン卿の正体、それが今こそあかされます！」

「だから、いったいなにを……」

「シュナブラン卿の正体、それは実に驚おどろくべきものであります！　ですがその活躍ぶりを考えれば、まさに納得の、衝撃の事実──シュナブラン・ノーブ・ハーベスト様は、かつてこのバーガント大陸を救った英雄、北方侵略戦争最大の功労者と呼ばれるあの伝説の〈天聖騎士エヴアンジル〉こと、サンクト・タチアナ・ローレンの息子むすこなのです！　まさに生まれながらに英雄の資質を持ち合わせた人物なのです！」

　ついに暴露されたその事実に、周りから人がシュンめがけて殺さつ到とうした。

「事実なのですか、シュナブラン卿！」「あなたが英雄なのですか！」「いったいどこまで真実なのですか！」「是ぜ非ひ一言！」「目線こっちください！」「もっとポーズお願いします」

　報道関係者の手でもみくちゃにされながら、シュンは思わず叫んでいた。




「ボクは、シュナブラン・ノーブ・ハーベスト。〈天聖騎士エヴアンジル〉は、ボクの父です！」








終章　全ての結末と新たな関係とこれから









　ジュヴレーヌ王国、王都、ベルナルデ・ピィ王宮。

　ペルデとの一戦で、王都にはかなりの被ひ害がいが出たものの、あらかじめ民衆は近きん隣りんの都市へと避ひ難なんしていたため、一いつ般ぱんへの人的被害はほとんどなかった。

　そして王都の象しよう徴ちようとも言うべき王宮も、外がい壁へきの一部が崩くずれたものの、無事だった。王宮は緊きん急きゆう時には要よう塞さいとしても使えるように設計されているため、頑がん丈じようなのである。あるいは、ペルデ自身、何十年も自分が過ごした王宮に思い入れがあって、破は壊かいしないようにしていたのかもしれない。

　その王宮内の一室──リュリシアは、とある人物と面会していた。

「ご無ぶ沙さ汰たしておりますわ、お父様」

「リュリシア、か……そうだな。そんなに時間はたっていないはずなのに、ずいぶん長い間、顔を合わせなかった気もする」

　リュリシアと国王は、二人以外誰だれもいない私室で顔を合わせていた。

「お父様。単刀直入にお聞きしますわ……お父様は、ペルデ卿が魔族だったと、ご存じだったのではありませんか？」

「……なぜ、そう思う」

「おとぼけはやめていただきたいですわ、お父様……ペルデ卿を、誰よりも重用したのはお父様自身です。なのにその正体にも気づけないほど、お父様の眼は節穴でしたの？」

「言うようになったな、リュリシア……」

　国王は、かすかに身じろぎをした。

「そうだな、知っていた」

「ならばなぜ、ペルデ卿を重用しましたの？」

「ペルデが優ゆう秀しゆうな人物で、我が王国の繁はん栄えいに尽つくしてくれたからだ。やつが魔族であったのと同様、それもまた事実だ」

「ですが……」

「ペルデはな、三十年前、あの北方侵略戦争で死んだのだ」

　国王は、昔を思い出すように語りはじめた。

「あの戦争で、我が国は戦火にこそさらされなかったが、同盟軍に参加した騎士の多くは死んだ……サンクト卿、ペルデ卿、二人は優秀な騎士で、ワシの両りよう腕うででもあったのに、その二人をあの時ワシは同時に失ってしまったのだ。いや、二人だけではない。優秀な騎士の多くが命を落とした。戦争でバーガントは荒こう廃はいし、当時若かったワシは、自分の力で王国を再建できるか、自信がなかった──そこにひょっこり、死んだと思っていたペルデが戻もどってきたのだ」

「それをお父様は、怪あやしまなかったのですか？」

「怪しむどころではない。ペルデの死は、ワシ自らが確認した。あの男が生きているはずはなかった……だが、あの男の力なくして、王国の復興はないとも思った。だからワシは戦前と同様、ペルデを重用した。幸い、ペルデの死を知っていたのは、ワシだけだったからな」

　そんな事情が、とリュリシアはつぶやいた。

「無論ワシも、油断したわけではない。三十年間、常にペルデの行動には目を光らせていた。だがやつは、常にこの王国の発展に尽くし、実際このジュヴレーヌを大陸随ずい一いちの国家にまで発展させた──ワシの眼は間ま違ちがっていなかったと、思っていた、この前まではな」

「ですが、お父様。ペルデ卿の悪行は大陸中に知れ渡わたりました。お父様も、無関係ではいられないはずです」

「……リュリシア。おヌシ、なにが言いたい？」

「お父様──いえ、国王陛下。ご退位ください」

「……ほぅ？」

「ペルデ卿の正体に気づかぬまま重用した責任を取って、お父様に退位していただくのが、一番無難な方法です」

「おヌシが、王位につく気か？」

「わたくしはまだ若いですし、学生の身でもあります──ですので、騎士学園を卒業後、王位を継けい承しようさせていただきたく存じます。わたくしの後見人には、エフィ卿がつきます。彼女は実務能力に長たけた騎士です。まだ未熟なわたくしを、支えてくれると約束してくれました」

「エフィ卿……確か、〈四天劍キヤドリエム〉アローズ卿の娘むすめだったな。なるほど、家いえ柄がら的には問題ない……」

「お父様、ご決断を」

「……よかろう、リュリシア。ワシは退位する。おヌシの希望通り、学園を卒業後、王位をゆずろう」

「ご英断です、国王陛下」

　リュリシアは、立ち上がった。

「それでは失礼いたしますわ、お父様。ペルデ卿きようがいなくなって、混乱する騎士団をエフィ卿と一いつ緒しよに再編しなくてはなりませんもの。後で書類をお持ちしますから、お父様も目を通してください」

　先日見たときよりも格段にたのもしくなった娘の姿を見て、国王はうなずいた。

「リュリシア……変わったな、おヌシ」

「そうですかしら？　変わったとは思いません。ただ、わたくしは少しだけ、成長しただけですわ」

「……リュリシア、最後に一つ、忠告をしておく」

「なんでしょう？」

「三十年前、ワシはこの国をなんとしても復興しなくてはならないと決意した。そのためにペルデの正体に気づきながらも目をつぶった。なぜならば、人類と魔族が争えば、人類に勝ち目はないと、ワシはすでに悟さとっていたからだ」

「…………」

「我が国が、いや、人類が生き残る方法はただ一つ──魔族を味方にすることだと、その時のワシは思い、そして行動した」

「……それで、お父様。なにをおっしゃりたいのです？」

「ワシのその時の決断は、今でも間違っていなかったと思う──だがワシはその後のやり方を失敗した。その結果がこれだ。リュリシア。おヌシがどんな国を目指すのかは知らん。だが老ろう婆ば心しんながらあえて言わせてもらうが、ワシと同じ失敗はするなよ」

「……ご安心ください、国王陛下。わたくしは、お父様の代以上にこの国を発展させてご覧にいれますわ。どうか安心して、見守ってください」

　リュリシアはそういって、退出していった。

　一人になった国王は、やせ細った指でみずからの顎あご鬚ひげをなでた。

「あのリュリシアが、だいぶ言うようになった……だが自分で気づいているか、リュリシアよ。今のおヌシは、三十年前、ワシのもとにやってきたペルデと、同じ眼をしておるぞ」







「あーあ、今日で騎士人生も、終わりね～」

「そうですね」

　王都から地方都市へとつながる道を歩く、二人の人物がいた。

　元〈四天劍キヤドリエム〉の二人、ティファとシトリである。

　二人は騎士の制服を着ていなかった。私服姿でノンビリと、連れだって歩いている。

「ペルデ卿が、まさかあんなことになるとは……わたしたちも知らなかったとはいえ、同罪です」

「まぁ王女様は、他の騎き士しに罪はありませんわ、って軽くゆるしてくれたけどね」

「どっちにしろ、ペルデ卿はいなくなり、リュリシア王女殿でん下かの時代が来ます。わたしたちのような老兵に、居場所はありませんよ」

「新しい第一騎士団長、エフィ卿だっけ？　あのアローズ卿の娘の」

「彼女がウワサ通りの人物なら、悪いようにはならないでしょう」

「……ねぇ、シトリ卿。あんた、これからどうする気？」

「どうもしませんよ。田舎いなかに土地があるので、そこの屋や敷しきで昼ひる寝ね……いえ、瞑めい想そうしながら老後を過ごしますよ」

「それ、言い直す意味あった？　まぁいいけど……なんかさ、あたし、最近不思議と物足りないのよね。なんか、大切な人が近くにいたのを、忘れてる気がして……」

「奇き遇ぐうですね、わたしもですよ」

　二人は、互たがいの中間を見つめた。そこに誰か、とても大きな人間が立っていたような気がするのだ……

「……なんてゆーかさ、あたしらは騎士としては結局サボってばっかりで、ロクでもない騎士だったじゃない？」

「まぁ、おおむね同意ですね」

「もう騎士もやめちゃったけどさ……なんていうか、これから先、もっと民衆に正義を広める行動くらいは、やってもいいかな、って今考えてるのよね」

「なんですか、それ」

「あたしもまだ具体的には考えてないけどさ……ねぇ、よければシトリ卿。よければだけど、あたしと一緒にしばらく旅をしない？」

「……そうですね、三食昼寝つきなら、いいですよ」

「え～、それだとあんた、寝まくる気でしょ」

「よくわかりましたね」

　二人が和やかに談笑しながら歩いていると、ドンッ、シトリの肩かたが、すれ違ちがった人物とぶつかってしまった。

「失敬」

　シトリは軽く謝罪して通り過ぎようとする。だが──

「待てやゴルァァァァァァァァァ!!」

　いきなりその人物が、怒ど声せいを浴びせてきた。

「てめぇコラ、どこに眼ぇつけてんだゴラァアアアアアアアアアアアアア！」

　ふり返ると、それは何人かのグループだった。シトリと肩がぶつかったのは、一ひと際きわ体格のいい若者。血気盛んな性格なのか、シトリを睨にらんで怒声をぶつけてくる。

「よぉよぉ、ジュヴレーヌの人間は、人に肩ぶつけといてワビ一つねぇのかよ、あぁん！」

「……いちおう、一言謝ったはずですがね」

「あぁん！　声が小さくて聞こえねぇな、もうちょっと、デッカイ声でワビいれてもらおうか！」

　難なん癖くせをつけてくる若者。グループの何人かが、シトリとティファを囲ってきた──二人は、顔を見合わせて苦笑した。たぶんこの若者たちは、私服姿なので、二人が元騎士などとは夢にも思ってないのだろう。

「あぁ、ティファ卿……やっぱり、旅に同行しますよ」

「あら、いいの？」

「えぇ、民衆に正義を広めるという行動は、悪くありません──さっそく始めませんか？」

「いいわよ」

　うなずきあい、二人は、自分たちの戦いを始めた……







　王都内のとある病院──そこにシュンはいた。

　シュンだけではない。ソフィーにヴィオ、シラー、ティン、クロロ、そしてアリア。シュンの姉妹たちも全員がそこに集合していた。

　シュンたちの見つめる先──大きなガラスによって隔へだてられた隣りん室しつのベッドには、目を閉じたまま身じろぎもしないモニカが横たわっていた。モニカの全身にチューブがとりつけられ、そのチューブの先はかたわらの大きな機械へとつながっていた。

「モニカ姉様……」

「…………」

　シュンの呼びかけにも、ガラスの向こうのモニカはなんの反応も返さない。

「モニカは昏こん睡すい状態のまま意識が戻らないのです」

　クロロが腕うでを組んでしかめっ面のまま告げる。

「《廃墟無錠リユインゼラブル》を使いすぎて、モニカの肉体に凄すさまじい過負荷がかかった反動なのです」

「そんな！　だって、《滅神咒具エスカトロイ》を使ったのはペルデでしょ？」

「違うのです。《滅神咒具エスカトロイ》を使うことができるのは、持ち主であるあたくし様たちだけなのです──ペルデは、モニカの肉体ごと《滅神咒具エスカトロイ》を吸収し、モニカの肉体をのっとることで、間接的に《滅神咒具エスカトロイ》を使用していただけなのです」

　だからペルデの中で、モニカの肉体は生きていたのだ。

「ペルデの奴やつは因果律を好き勝手に操っていたのです。モニカへの負担はとんでもないことになって……モニカの脳のう細さい胞ぼうは、過負荷のあまり自じ壊かいしていたのです」

「そんな……」

　脳が傷ついていると聞かされ、さすがの楽天的なシュンも息を吞んだ。

「それじゃ……モニ姉ぇは、どうなるってのさ、クロ！」

　ヴィオが激高し、クロロの胸ぐらをつかんで揺ゆさぶった。クロロが突とつ然ぜんの衝しよう撃げきに、眼を白黒させる。

「お止やめなさい、ヴィオニエ。クロロに当たってもどうにもなりません」

「……落ちつく、七姉」

「でも、けど……こんなの、あんまりだよぉ。せっかくモニ姉ぇ助けたと思ったのに、これじゃ、助けられなかったのと同じじゃないさぁ……」

　ヴィオは、顔をくしゃくしゃにして嗚お咽えつを零こぼし始めた──ちなみに、戦せん闘とう中髪かみが伸のびたヴィオだったが、戦闘が終わると自然と元の姿に戻もどっていた。そのあたりの仕組みがどうなっているかは、ヴィオ本人もよくわからないそうだ。

「……お取り込み中、失礼しますわ」

　室内にリュリシアが入ってきた。背後には、アンジュがいつものようにひかえている。リュリシアは、シュンたちの暗い表情を見て、自身も表情をくもらせた。

「彼女の件は、力になれず、申し訳ありませんわ」

「……やい、この無能王女！　あたしのモニ姉ぇを、なんとかしろよ！」

　ヴィオが泣きながら、リュリシアにくってかかる。

「王女なんだろ！　次期国王なんだろ！　この国で一番偉えらいんだろ！　あたしらのおかげで国王になれるんだろ！　ならあたしのモニ姉ぇを、元気に……」

「やめなさい、ヴィオニエ！」

　ソフィーがヴィオを羽は交がい締じめにして、強引に大人しくさせた。アリアが眉まゆ根ねを寄せて謝罪する。

「申し訳ありませんわ～、王女殿下。妹が、とんだ不作法を……」

「いえ、お気持ちはわかります。気にしていませんわ」

　リュリシアは嘆たん息そくし、横たわったままのモニカに視線を向ける。

「できうる限りの治ち療りようをするよう、医師には頼たのみましたけど、現代医学ではこれ以上の回復は難しいと言われましたわ」

「王女殿下には、もう十分にやっていただきましたわ。モニカちゃんは、正直自業自得な部分もありますから、王女殿下にこれ以上お気づかいいただかなくてもけっこうですわ～」

　アリアが残念そうに、だがキッパリと告げる。

　モニカは現在、国際的に指名手配されたテロリストである。さらには、〈魔王コシユマル〉の娘むすめという正体もペルデによって暴ばく露ろされ、生きていることがわかれば、それだけで大問題となってしまうほどの危険人物なのだ。

　かくまっていることがばれればリュリシア自身の身が危ないのだが、シュンたちの願いを聞き届け、リュリシアは、王都にある王族御ご用よう達たしの大病院に極秘裏に意識不明のモニカを運び込み、厳重な箝かん口こう令れいをしいたのち、集中治療を行ってくれた。そのおかげで、モニカは一命を取り留めた。

　だが、モニカはあの日以来、一度も意識を取り戻していない。

　アンジュが手元の書類を見ながら口を開いた。

「我が国が誇ほこる一流の医師団が、懸けん命めいな処置をほどこしました。その治療で、傷ついた脳細胞もあるていど修復されました」

「それなら……」

「ですが、脳が一度傷ついた以上、どんなに再生治療をおこなっても、完全に再生することは不可能です」

　淡たん々たんと、言いにくい事実をアンジュは告げる。

「傷ついた部分は脳ですから……残念ながら、このまま意識が戻らない植物状態が一生続く可能性があります。また、仮に意識を取り戻したとしても、記き憶おくや人格、身体能力になんらかの障害が残るおそれがあります」

「それでも……それでもいいです」

　ソフィーに羽交い締めにされたまま、顔をくしゃくしゃにしたヴィオが、泣きながらつぶやく。

「それでもいいです……モニ姉ぇが、あたしのこと全然覚えてなくても、別人になっててもいいです。モニ姉ぇが、生きていて、意識が戻ってくれるなら……思い出は、またこれから作ればいいから……だからお願いです。モニ姉ぇを、もう一度、元気にしてください。お願いします」

　さめざめと泣くヴィオの肩を、とんとん、と無言でシラーが叩たたく。ソフィーが手を離はなすと、ヴィオは、わっと、シラーの胸にすがりついて泣きだした。

　そんなヴィオたちの姿を目まの当たりにして、さすがのアンジュも、居い心地ごこちが悪そうな表情になっていた。

「……ご安心なさい。治療はこのまま継けい続ぞくさせていただきますわ」

　リュリシアが告げる。

「彼女の情報は、外部に漏もれないよう手配してありますわ。医師たちにはこのまま、最高の治療を続けるよう、指示しています。後は──彼女の意志の強さと、奇き跡せきに賭かけるくらいしか、できることはありませんわね」

「お手数をおかけします、王女殿でん下か」

　ソフィーが頭を下げる。リュリシアは、これくらい、かまいませんわ、と首を振ふる。

「ソフィー卿きように、シュナブランさん。お二人には、ちょっと来て欲しいのですけれど、よろしくて？」

「はい」

「うん、もちろんだよ」

　アリアの顔を見ると、いってらっしゃい、と無言でうなずいているので、シュンはソフィーと共に、リュリシアについて病室を後にした。

　シュンたちはそのまま別室に移動し、そこに設置されたソファの上に腰こしを下ろした。すると無言のまま、アンジュがお茶をシュンとソフィーの前に用意してくれた。

「なに、アンジュさん？　別に気を遣わなくていいのに」

「……そういうことは、気を遣われない態度ができるようになってから言ってください。今のあなたは、そうとうひどい顔になっていますよ」

　言われて、シュンは驚おどろきながら自分の顔を触さわった。そんなにひどいのだろうか？　確かに、モニカの件はかなりショックではあったけど……

「お姉様のことは、力になれず本当に申し訳ありませんわ」

「いいえ、王女殿下には、もう十分に力になっていただいています」

「こんな状じよう況きようではありますけれど、わたくしには、この国を立て直すためにやるべきことが山積みで残っていますの」

　そうだ。ペルデが魔族だったという衝撃の事件から、まだ少ししか時間はたっていない。次期国王であるリュリシアは、本来なら、病院にお見み舞まいに来るような余よ裕ゆうはないはずだ。

「そしてソフィー卿に、シュナブランさん。こんな状況で頼むのは心苦しいのですけれど……あなたがたには以前お話ししたとおり、わたくしのお手伝いをして欲しいのです」

「うん、わかったよ」

「お引き受けしましょう」

　シュンとソフィーは、あっさりとうなずいた。

「モニカ姉さんのことは気になりますが、残念ながらこれ以上私たちにできることはありません……ならば、仕事をして気を紛まぎらわせるほうが、何倍も気持ちが楽になります」

　それはシュンも同意見だった。

　それと、今になって気づいたが、リュリシアもアンジュも、どことなく顔色が悪い。やることが多くていそがしいというのは、まぎれもない事実なのだろう。この二人がこんな顔色になっているということは、きっと文字通り、寝しん食しよくを削けずって働いても処理しきれず、やむをえずシュンとソフィーの手を借りに来た、という状況なのだろう。友人の苦境に力を貸せるなら、シュンとしても望むところだ。

「それで、まずはなにをすればいいのでしょう？」

「お二人には、まず王宮に来て、アンジュと一いつ緒しよに書類整理をしてほしいですわ……やることはいくらでもありますけど、まずは騎き士し団の再編と、揺れる人心を鎮ちん静せい化させることが第一目標ですわね──もろもろの仕事を、今月中に終わらせなくてはいけませんわ」

「今月中って……もう、一週間も残ってないんだけど？」

「来月にはわたくし、この国を発たつ予定ですの。ですから、どうしても今月中に終わらせる必要がありますのよ」

「ずいぶん急な話ですね……」

「バーガント西方諸国にいこうと思いますの」

　リュリシアの言葉に、シュンとソフィーは驚いた。

「魔族に支配されているという西部の状況を、一度この目で確認しようと思っていますの」

「……本気ですか？」

「もちろんですわ。来年、わたくしが騎士学園を卒業すれば、王位に即つく予定ですもの。国王になれば、気軽に国外に出ることもできなくなってしまいますわ。西方の様子を見ることができるのは、学生である今の時期だけですのよ」

「そんな余裕が、あるのですか？」

「その余裕を作るためにわたくしとアンジュはここ数日徹てつ夜やを続けてますのよ」

　ニッコリ、ほほえむリュリシア──だが、あまり余裕の感じられない笑みだった。むしろ、鬼き気き迫せまるものを感じる。隣となりのアンジュまでも、なんだか『お前たちも道連れだ』みたいな眼でシュンを見ている気がする。

「もちろん、西方へはお二人にもついてきてもらいますわよ」

「え？」

「わたくしが作る新騎士団の正規メンバーになるという約束、忘れてはいませんわよね？」

　そういえば、そんな約束もあったっけ……モニカの件があって、すっかり忘れていた。

「期待していますわよ、お二人とも──この国の未来は、わたくしたちの双そう肩けんにかかっていますのよ」




　──その後、シュンとソフィーはリュリシアの補ほ佐さ役として、働いた。それこそ馬車馬のごとく働いた。シュンの今までの生しよう涯がいでも、これほど忙いそがしい時期はなかっただろうというほど働いた。

　あるいは、モニカの件で気が滅入っていたシュンたちの気を紛らわせるため、あえてリュリシアは大量の仕事を割わり振ってくれたのかもしれない。

　仕事に忙ぼう殺さつされる日々が続き、時間は流れたが、モニカの意識はやはり戻らなかった。

　そうこうしているうちに、アリアとティン、クロロが帰ると言い出した。

　彼女たちはそれぞれの国で自分の仕事がある。いつまでもジュヴレーヌに滞たい在ざいしているわけにはいかないのだ。

　また会おうと、簡単な別れのアイサツだけをして、シュンは姉妹たちと別れた。

　ただし、今回の件で行き先を失ったヴィオとシラーは残った。二人はモニカの入院している病院に寝ね泊とまりしながら、一日中意識の戻らないモニカの様子を眺ながめているそうだ。

　シュンとしても二人をなんとかしたいと思ったが、仕事の忙しさにかまけて相手をしてあげられなかった。

　このままではダメだとわかっているけれど、いい案が思おもい浮うかばない。シュンは、リュリシアの手伝いをしながら、二人をどうしよう、といろいろと悩なやんでいた。

「……今日は、なにやら上うわの空そらですわね、シュナブランさん」

　と、リュリシア。王宮の執しつ務む室に現在、シュンとリュリシアは二人だけである。先ほどまでアンジュとソフィーもいたのだが、二人はそれぞれ別件の打ち合わせで退出していった。お姫ひめ様と室内に二人きりという状況はよくよく考えたらけっこうすごい状況だけど、今のシュンには悩みが多すぎて、ドキドキする余裕すらなかった。

「お姉様のことですの？」

「え？　うん、モニカ姉様のことも心配だし、ヴィオたちのこともこのままにしておけないし、いろいろ悩み事が……」

「そう、ですの……もし、わたくしで力になれることがあったら言いなさい……あなたはもはや、わたくしの下僕なのですから、遠えん慮りよは無用ですわよ」

「え!?　なにそれ、下僕って！」

　いきなりの言葉にシュンは面食らったが、リュリシアは頰ほおを少しだけ赤くしてシュンを見つめていた。

「昔、約束したのを忘れましたの？」

　そういえば……子供のころ、リュリシアと約束した。次にあったとき勝負して、シュンが負けたら下僕になると。

「それって、勝負に負けたらって約束だったはずだけど……」

「学園での成績はどう考えてもわたくしの勝ちですわ」

　その通りである。

「まぁ約束は約束だからそれはいいけど……でもあの頃ころのリュリシアさんって、だいぶワガママ放題だったよね」

「わ、忘れなさい！」

　リュリシアが顔を赤くして首を振った。

「いきなりお馬さんごっこでボクの上に乗ったり……」

「それは忘れなさい！」

「え？　忘れていいの？　ボクたちが会った思い出なのに……」

「い、いいえ、忘れてはダメですわ」

「決けつ闘とうごっこでリュリシアさん下着姿になって……」

「忘れなさい！」

「どっちなの!?」

「思い出を忘れてはダメですわ。けどそれを口に出すことは禁じますわ！」

「えー、なんだかややこしいなぁ」

「これ以上つべこべ言うのでしたら……」

「なにをする気？」

「……アンジュに、シュナブランさんに襲おそわれかけたと言いますわよ」

「ごめんなさい、やめてください」

　シュンはすかさず謝った。その場で土下座するくらいの勢いで謝った。冗じよう談だんでもやめて欲しい。怒いかり狂くるったアンジュに本気で殺される。

「ともあれ、わたくしの下僕の悩みはわたくし自身の悩みでもありますわ……お姉様のことは現状どうしようもありませんけど、妹さんたちのことはどうにかしてあげられるかもしれませんわね」

「え、そうなの？」

「あの二人、ヴィオとシラーと言いましたかしら？　あの二人は騎士として、かなりの実力者ですわよね」

　シュンはうなずいた。二人とも、《滅神咒具エスカトロイ》の力もあるし、並の騎士では束になってもかなわない実力があるだろう。

「ならば〈宵月ソワール〉として働きませんこと？」

「〈宵月ソワール〉？」

「〈宵月ソワール〉は、ジュヴレーヌの暗部、俗ぞくに言う、秘密部隊ですわ」

　リュリシアによれば、〈宵月ソワール〉は非正規の騎士団で、諜ちよう報ほう、内ない偵てい、工作活動などを主任務とする部隊のことである。

　ヴィオたちは現在国際的に指名手配された身分だが、〈宵月ソワール〉ならばたとえ犯罪者であっても雇こ用ようすることができる、という話だった。

「あまり特とく別べつ扱あつかいはできませんけれど、彼女たちの能力なら問題なく活かつ躍やくできるはずですわ」

「それって……けっこう危ない仕事？」

「年若い少女にいきなり危険な任務を割り振ふるほど我が国は人材不足ではありませんわ」

　今のシュンのように、ヴィオたちにもなにかの仕事を割り振って気を紛らわせた方が精神的にも楽になるかもしれない。少なくとも、一日中モニカの病室を見守っている生活よりはなにか変化もあるだろう。

「もちろん本人がイヤなら無理強いはできませんけど……」

「ううん、ありがとう、リュリシアさん。二人にはボクから言ってみるよ、本当にありがとう」

　シュンがお礼を言うと、リュリシアは満足そうに腕うでを組んでうなずいた。

「下僕の悩みを解消するのもわたくしのつとめですわ」

「下僕って……本当にボク、下僕なの？」

「なんですの、なにか文句がありますの？」

　少なくとも、喜んで下僕になりたがるような人間は世の中そういないと思う。

　そんなシュンの微び妙みような不満を感じたか、リュリシアはオホンと咳せき払ばらいをした。

「しかたありませんわね……ならば特別に、わたくしの下僕になった特典をさしあげますわ」

　……なんだ、特典って。そもそも特典付きの下僕なんて初めて聞いた。

「特典って？」

「わ、わたくしのことを、リリィと呼んでくれてもよろしくてよ」

　それはつまり、リュリシアを呼び捨てにしろということだろうか？

　確かに、友人同士、あだ名で呼び合うというのは悪くないと思う。ぐっと、お互たがいの親密度が高くなったような気がする。

「じゃ、ボクのこともシュンって呼んでね」

「いいんですの!?」

　なぜかすごく食いついてきた。シュンは、深く考えずにうなずいた。

「もちろん、お互いあだ名で呼び合うと、すごく仲良くなった気がするよね、リリィ」

「はふんっ♡」

　……なんだ、今、リュリシアの口からすごく変な声が漏もれた気がする。

「ど、どうかしたの？」

「こ、これは、思った以上に破は壊かい力がありますわ……」

「どうしたの、リリィ？　すごく変だよ、リリィ。ムリしすぎて体壊こわしてない、リリィ？」

「やん♡　やん♡　やんですわ♡　そんなに名前を連呼されたら恥はずかしいですわ♡」

「えっと……つまり、呼んだらダメってこと？」

「むしろもっと呼びなさい！」

　どっちだ！　最近リュリシアと少し仲よくなれたと思っていたけど、彼女の考えていることがさっぱりわからない。

　ともあれ──仕事がたまっている現実から逃のがれることはできない。気を取り直して、シュンも仕事を再開する。

「……ねぇ、シュン」

「なに、リリィ？」

「呼んでみただけですわ♡」

　きゃんきゃんとなぜかリュリシアは身もだえしていた……どうしよう、目の前のお姫様が本格的におかしくなってきた。

「……ねぇ、リリィ」

「なんですの、シュン」

「呼んでみただけだよ」

「ふざけてないで仕事をなさい、シュン！」

　……なんだろう、すごい理り不ふ尽じんを感じた。

「ねぇ、シュン」

「…………」

　もう無視しよう。

「シュン。大切な話ですわ」

「……なにかな、リリィ？」

　人のいいシュンは、結局リュリシアに付き合ってしまう。

「わたくしのことをリリィと呼ぶのはもちろんいいのですけれど、ものごとにはケジメというものが必要ですわ」

「……つまり、どういうこと？」

「お互いをあだ名で呼ぶのは、今のように二人きりの時だけにしましょう。人前ではこれまで通りにするのですわよ。よろしくて？」

　確かに、人前でリュリシアを呼び捨てにするのは問題がありそうだ。

「わかったよ、リュリシアさん」

「今は二人きりですのよ」

「わかっているよ、リリィ」

「やん♡」

　……なんだか、シュンはだんだんこのやりとりが恥ずかしくなってきた。

「それと、シュン」

「なんだい、リリィ」

「このことは他人には秘密ですわよ。特に、アンジュとソフィー卿きようの二人には、絶対に秘密にするのですわよ！」

　リュリシアを呼び捨てにしているところをアンジュに目もく撃げきされたら──うん、確実に殺される。ソフィーもなんとなくだけど、仲間はずれにされて不ふ機き嫌げんになりそうな気がする。

「わかったよ、リリィ。ボクも秘密にしておきたいな」

「えぇ、そうしましょう、シュン……二人が戻もどってこないうちに、もう一度わたくしの顔を見ながらリリィと呼んでいただけませんこと？」

「もちろんいいよ、リリ……」

「ただいま戻りました」

　絶ぜつ妙みようなタイミングでアンジュとソフィーが戻ってきた！

「は、早かったですわね、アンジュ」

「そうでしょうか？　普ふ通つうだったと思いますが……リリィ様。お顔が赤いようですが、どうかなさいましたか？」

「なにもありませんわ！」

「声もうわずっているような……」

「なにもありませんでしたわ！」

「……まさか、わたしのいないスキにシュナブランさんがまた無礼を働いたのですか！」

　アンジュがシュンを睨にらむ──あいかわらずこの子はカンが鋭するどい。シュンは、愛想笑いでごまかした。

「とんでもない、ボクはなにもしてないよ」

「そうですわよ、アンジュ。変なことを言わないで欲しいですわね」

「そうですか、失礼しました」

　アンジュは思ったよりもあっさり引き下がったものの、かたわらのソフィーは、なぜか息の合った兄と王女の二人をジロジロと見て怪け訝げんな顔をしていた。

　ソフィーは、なんとなくシュンの動どう揺ようを悟さとったようだ。さすがになにが起こったのかまではわからなかったようだが。







　そしてさらに数日が過ぎて……

　シュンはモニカの入院する病院へとやってきた。リュリシアの手伝いも一段落して、久々のお見み舞まいである。

　今日はヴィオたちにリュリシアから聞いた〈宵月ソワール〉の件を話してみるつもりだった。

　話すのが少し遅おそくなってしまったものの、少し時間を置いた方がヴィオたちも精神的に多少落ちついているだろう、とシュンは思ったので今日にしたのだ。

　ヴィオたちもシュンと同様、ジュヴレーヌ王国で働くことができるなら、それはシュンにとっても喜ばしいことだ。できれば二人にも承しよう諾だくして欲しいと思っているシュンである。

　モニカが病院に入院していることは極秘なので、シュンは関係者以外立ち入り禁止と書かれた病院の裏口から、こっそり入る。病院の掃そう除じが行き届いた白い通路をまっすぐ歩いていく──と、角で反対側から来た人とぶつかりそうになった。

「あ、すいません」

「いえ、失礼したデス」

　相手は白衣を着た女性医師だった。シュンに頭を下げたあと、医師は寝台車シヴイエルを押していく──ベッドの下に車輪がついたもので、布をかけられた患かん者じやがそこには乗せられていた。

　シュンはそのまま前に歩きながら、ふと、首をひねった。なんだろう、今、なにか、なつかしい声が聞こえたような気がしたけれど、いったいなんだったか……

　少し考えてみたけれど、どうしても思い出せない。まぁ大切なことならそのうち思い出すだろう、とシュンは楽観的に考え、とりあえず気にしないことにした。

　通路と階段を進んだ先、病院の最も奥にモニカの眠ねむる病室はある。シュンは、数日ぶりのその部屋へと足を踏ふみ入れた。

「ヴィオとシラー、いる……って、どうしたの!?」

　一歩足を踏み入れた瞬しゆん間かん、部屋の異変に気づいた。部屋の中、ヴィオとシラーの二人がグッタリと、床ゆかの上に転がっていたのだ。

「どうしたの、二人とも、しっかりして！」

　シュンは慌あわててヴィオをかかえ起こした。幸いというか、特にケガをしている様子はない。ヴィオは体を揺ゆさぶられた振しん動どうで、苦しげにうめきながら半目を開けた。

「あ……シュン、兄ぃ……」

「ヴィオ、どうしたの？　なにがあったの？」

「あたしはいい……それより、モニ姉ぇ……モニ姉ぇが……」

　ヴィオが、震ふるえる指で隣となりの部屋を指さす。大きなガラスで隔へだてられた隣りん室しつ──そこに設置されたベッドは、もぬけの殻からだった。モニカが眠っていたはずなのに、もはやそこには誰だれもいなかった。

「変な……奴やつに、モニ姉ぇ……連れて行かれて……」

　そうだ！　さっきすれ違ちがった寝台車シヴイエル！　もしかして、あれにモニカが乗せられていたのか？　ならば、まだそんなに遠くへはいっていないはず。

「あたしはいいから……シュン兄ぃ、はやく、モニ姉ぇを……」

　つぶやき、ヴィオは、ガクリ、意識を失った。あわててゆさぶるが、ヴィオは寝ね息いきを立てていた。眠っている？　もしかして、麻ま酔すい薬かなにかを使われたのだろうか。そういえば、部屋の中に酸っぱいような、変な臭においが立ちこめている。

　シュンは慌てて口と鼻を押さえ、部屋から出た──とりあえず、病院の人を見つけたらヴィオたちのことをお願いしよう。今シュンがすべきことは、連れ出されたモニカを追いかけることだ。大だい丈じよう夫ぶ、今すぐ行けばきっとすぐに見つかるはず。

　シュンは病院の通路をかけだした。そしてシュンの予想通り、ほどなく先ほどすれ違った寝台車シヴイエルを押す女性医師に追いついた。

「待ってください！　そこに寝ねている人は、誰ですか!?」

「もう見つかっちゃったデスか、残念デス」

　つぶやき、女性医師がシュンを見つめた。細いフレームのメガネをかけた理知的な表情をした女性だった。だが、ずいぶんと若い。年ねん齢れい的に、シュンとあまりかわらないだろう。こんなに若い医師なんているのだろうか？　あるいは、服装は医者っぽいけど、看護師だろうか？

　だが、続く彼女の一言に、シュンは驚きよう愕がくした。




「まったく、兄上もいいタイミングで来たものデス」




　その言葉に、シュンは、さきほど覚えた違い和わ感かんの正体に気づいた。その声と口調は、シュンのよく知る人物のものだったからだ。

「もしかして………………………………………………キミ、メルなの？」

「さぁ、どうデスかねぇ。兄上は、妹の顔もわからないデスか？」

　メル──シュンの妹の一人、姉妹の十一女。

　だが、シュンの記き憶おくが確かなら、メルは今年で九歳の子供だったはず。目の前の彼女は、どう見ても十代半ばくらいには成長していた。

「まぁ、あたしもこの三年でだいぶ背が伸のびたデスし、わからないのもしかたないデスか」

「メルなんだね？　いったいどういうこと？　なんでモニカ姉様を連れて行くの？」

「モニカの姉上は、このまま西部へ連れていくデス」

「なんでそんなことを……」

「姉上は、〈神覇融合インモルテル〉最終段階──神の座に至りながら生き残った貴重なサンプルだからデス」

「サンプルって……モニカ姉様を、いったいどうするつもり!?」

「兄上に説明する気はないデス」

　メルは、そのまま寝台車シヴイエルを押していく。当然シュンは、妹の行動を止めようとした。だが──

「用心棒さん、お願いするデス」

「…………」

　メルの呼びかけに、通路の奥から新たな人物が現れ、シュンの目の前に立ちふさがった。その人物もまた、シュンのよく知る人物だった。

「え……ミュスカ、先生？」

「えぇ、久しぶりね、シュナブラン君」

　それは騎き士し学園におけるシュンの担任教師、ミュスカだった。いつも通りの騎士の制服姿で、腰こしには剣けんを差さしている。

「そんな……なんでミュスカ先生がここに……そもそも、なんでメルと一いつ緒しよにいるんですか？」

「わたしにもね、いろいろ立場があるのよ」

　嘆たん息そくするミュスカの背後で、メルが手をふった。

「じゃ、後はまかせたデス」

「待ってよ、メル！」

「悪いけど、行かせるわけにはいかないわ」

　スラリ──ミュスカが腰の剣を抜ぬき、シュンの前に立ちふさがった。

「なんで先生がジャマをするんですか！」

「あなたをこの先に行かせるわけにはいかないのよ」

「じゃ、用心棒さん。兄上のことは、よろしくDEATHデス！」

　メルが小走りで寝台車シヴイエルを押して去っていく。シュンは追おうとするが、ミュスカがそれを阻そ止ししてくる。

「どいてください、ミュスカ先生。ボクは、先生と戦いたくありません！」

「あなたは本当に優しい子だったけど──この先、その優しさが命取りになるわ」

　シュッ、ミュスカの剣が目にもとまらぬ速さで閃ひらめいた。一いつ瞬しゆん遅おくれて、はらりとシュンの前まえ髪がみが宙を舞まう。ミュスカの剣が、シュンの額をかすめたのだった。

「死にたくないなら本気になりなさい、シュナブラン君。これは授業じゃない、実戦なのよ」

　ミュスカは本気だ。目の前の担任教師からは、普ふ段だんとは全く別人に思えるほどの、鬼き気き迫せまる迫はく力りよくが感じられた。

「……わかりました」

　シュンも、これ以上説得を続けてもムダだと悟さとった。ペルデとの決戦後、シュンは普段から腰に騎き士し剣けんを差すようにしていた。その剣を抜いて、ミュスカと対たい峙じした。

「わたしは、本気になれと言ったはずよ」

　ミュスカが、そんなシュンに淡たん々たんと告げる。

「あの《滅神咒具エスカトロイ》、《凱旋門兜ドウリオンフ》だっけ？　待っててあげるから、早くあれを使いなさい」

「なんでそんなことまで……」

「わたしは全てを知っているのよ──《滅神咒具エスカトロイ》、神を殺した忌いまわしい武具の存在もね」

「……《凱旋門兜ドウリオンフ》！」

【　マスター登録者、［シュナブラン・ノーブ・ハーベスト］の要よう請せいを確認。　】

【　《滅神咒具エスカトロイ》〔絶勝クロウ・バルラッシェ〕の《凱旋門兜ドウリオンフ》の使用を承認します。　】

【　《滅神咒具エスカトロイ》、《凱旋門兜ドウリオンフ》本体を召しよう喚かんします。　】

　シュンの頭部を、黄金色の兜かぶとがおおった。同時に、シュンの全身を、黄金に輝かがやく〈魔ス元ク素レ〉が包み込む。

　子供なら吹ふっ飛とばされるくらいの突とつ風ぷうが、病院の通路内を駆かけめぐる。バリバリバリンッ、音を立てて通路の窓ガラスが次々と割れていった。肌はだがビリビリと震えるくらいの圧力を、今のシュンは発していた。

　だがミュスカは平然としたままその場に立ち、剣を構えたまま、口元を不ふ機き嫌げんそうに歪ゆがめてつぶやいた。




「あーあ──また胃が痛くなってきたわ」


（了）










あとがき






　みなさん、お久しぶりです、八街やちまたです。




　唐とう突とつですがみなさん、ドタキャンについてどう思いますか？

　約束をしていたのに、当日のギリギリのタイミングでやっぱムリ、とかいうあれです。人間やむを得ない事情というものはありますから、ある程度はしかたないかな、と大人になったら思うようになります。

　こっちだって休日の予定わざわざ開けておいたんだよ、と思ったりもしますが、まぁどうせ予定なんてなくてヒマだったんだからいいか、と納得するようになります。

　予約していたお店に一人で行っても、むしろ一人で気き兼がねせず飲み食いできるので大だい丈じよう夫ぶです。

　こっちが一人でいるのに約束した相手がそのころ別人と楽しく騒さわいでいたと後から知っても、まぁ大人になったらいろんな人付き合いがあるよね、と軽く流せるようになります。

　大人になるとはそういうことです。昔は腹立たしかったことも、とくに気にすることなくなります。翌日その相手と会ったときも、にこやかに『全然気にしてないよ、またいつか行こうね』なんてアイサツすることだってできます。

　いったいなにをこんなグダグダとこの八街という人は言っているのだろう、と読者のみなさんは思っているかもしれません。

　八街が言いたいことは、ただ一つです。

『次に全員集合すると（アリアが）言ったが、あれはウソだ』




　はい、長い前置きはさておき、バーガント反英えい雄ゆう譚たん第四巻です。

　今回は前巻からの続き、モニカ編の完結編です。

　もしかしてこれで最終巻？　と一部のかたが気にしてくれたようですが「もっと続けてもいいのよ？」と編集さんに言われたのでまだ続きます。やったぜ！

　これもそれも応おう援えんしてくださった読者のみなさまのおかげです！　本当にありがとうございます！

　四巻ではいろいろと話が大きく動きましたが、五巻は宣言通り、西の方にシュンたちが行く話になる予定です。ご期待ください。




　近きん況きようとしては、いつのまにか八街も三み十そ路じに突とつ入にゆうしていました。

　月日がたつのは早いものです。

　〆切りが来るのも早いものです。

　このあとがきの〆切りも目前です。

編集「そうそう、八街さん、あとがきのこと頼たのむの忘れてた！　お願いします。あ、明日あしたまででよろしく」

　と、いうような忘年会に顔を出したらいきなり宴えん会かい芸を要求されるくらいのムチャぶりをされました。

八街「明日までだと？　ちょこざいな、今日中に書き上げてやらぁ、クビを洗って待っていやがれ！」

　というかっこいい返し方をしようと思ったのですが、編集さんにそんな暴言を吐はくと八街のほうがクビにされてしまうので、口には出さずにあとがきのネタにさせていただきました。ごめんなさい、怒おこらないでください、クビにしないでください、ボツにしないでください。




　なお、この本はフィクションです。実在の団体、人物が出てきたりしていますが、基本的には無関係です。




　最後に謝辞を。

　イラストの珈こー琲ひー猫ねこ様。毎巻新キャラがでるにもかかわらずいつものごとく美び麗れいなイラストに仕上げていただいて、本当にありがとうございます。バーガント反英雄譚は珈琲猫先生のお力によって支えられております。今後ともよろしくお願いします。

　編集のＨ氏を始めとする、この本の出版に関わった全てのかたがた、ありがとうございます、この本はみなさまの努力と優しさによって支えられております。

　そして応援してくれた世界中のみなさま、本当にありがとうございます。この話は世界中の愛によって支えられております。

　みなさまに支えられながら、八街はがんばって、今後も物語を書いていきます。どうか温かく見守ってください。





八街歩あゆむ












バーガント反はん英えい雄ゆう譚たん４




始はじまる戦せん争そうと終しゆう末まつ姉妹しまい








八街やちまた 歩あゆむ
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
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